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1　概 要

1．沿　　革

　宇宙科学研究所は，昭和56年4月14日付で設立された．

　当研究所の前身である東京大学宇宙航空研究所は，昭和39年4月に「宇宙理学・宇宙1：

学及び航空の学理及びその応用の総合研究」を行う目的で設置された．以来，飛翔体に関

連した宇宙工学の研究開発並びに宇宙理学研究は，東京大学宇宙航空研究所を中心とし，

国・公・私立大学等多くの機関の研究者の協力の下に，自由な発想に基づく…貫した研究

プロジェクトとして進められ，多大の成果を収めてきた．

　この結果，わが国の宇宙理学・宇宙工学研究は発展をつづけ，世界的な趨勢を反映しそ

の規模が拡大してくるとともに，大型国際協力計画への参加など国際的な連携体制への配

慮も必要となってきた．更に実利用分野にわたる国の宇宙開発計画の拡大に対して，その

自立的発展に寄与するためにも，特に宇宙工学分野における幅広い研究の拡充が必要とな

ってきていた．

　この情勢を踏まえ，東京大学宇宙航空研究所においては，将来の体制のあり方について

検討が重ねられてきた．また文部省学術審議会においても，文部大臣の諮問に応えて審議

の結果，昭和50年10月に至り「宇宙科学研究の推進」について答申が行われた．その中

で今後のわが国の宇宙科学研究のあり方と，これを推進するための中枢となる研究所（い

わゆる「中枢研究所」）の必要性が強調された．

　宇宙航空研究所では所外の関連研究者の意見も徴しつつ，さらに討議を進め，宇宙理学・

宇宙工学に関わる部分が発展的に「中枢研究所」に移行するのが適当であるとの結論に達

し，これを受けて東京大学評議会においても同様の趣旨の結論が得られた．これに従い，

昭和55年4月に東京大学に「宇宙科学のための中枢研究所」設立準備調査委員会が発足し，

中枢研究所のあるべき姿について審議を重ね，「中枢研究所」を緊急に発足させることの必

要性とその目的・組織・規模・事業計画等の基本的事項が取りまとめられた．

　これに基づき昭和56年度予算に「研究所の創設」について概算要求を行い，第94回国

会において「宇宙科学研究所」の設置に関する予算並びに国立学校設置法の改正がなされ，

昭和56年4月14日付をもって，東京大学宇宙航空研究所を発展的に改組し，宇宙科学研

究所が発足したものである．

2．設置目的

　宇宙科学研究所は，気球，ロケット，人工衛星などの宇宙飛翔体を用いた観測実験によ

る宇宙理学研究の推進と，それら宇宙飛翔体の研究開発及びその利用を通じての宇宙工学

技術の発展を図るとともに，この研究に従事する全国の国・公・私立大学その他の研究機

関の研究者に利用させることを目的として設置された文部省に属する教育研究機関であ

る．

　この研究所は，国立学校設置法第9条の2に掲げる国立大学共同利用機関として設置さ

れ，研究者は教授，助教授又は助手として大学教員の処遇を受ける．

　共同利用機関として，全国の関係分野の研究者にその利用が開かれており，また国・公・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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私立大学の研究者や外国人研究者を客員の教授，助教授等として迎えることができる．

　また，大学院教育としては国・公・私立大学の要請に応じ，当該大学の大学院教育に協

力することになっており，このことを通じて，この分野の後継者養成に貢献することとな

っている．

　宇宙科学研究所の主要な研究活動は，大気球，観測ロケット，科学衛星等宇宙飛翔体に

よる観測実験及びそれら宇宙飛翔体の研究開発であるが，その規模は，年間大気球約15機，

観測ロケット6～7機，科学衛星1個程度である．このうち，科学衛星は，昭和45年2月

の我が国初の人工衛星「おおすみ」以来，これまでに14個の打上げに成功し，大気球，観

測ロケットによる研究とあわせ，宇宙科学の発展に多大の成果をもたらしている．

　宇宙科学研究所は，駒場における施設設備のほか，附属の研究施設として，鹿児島宇宙

空間観測所（鹿児島県内之浦町），能代ロケット実験場（秋田県能代市），三陸大気球観測

所（岩手県三陸町），宇宙科学資料解析センター（駒場）及び臼田宇宙空間観測所（長野県

臼田町）を有している．

3．宇宙開発体制

　我が国の宇宙開発推進体制は，「宇宙開発政策大綱」にその指針が示されているように，

確立された計画のもとに，個々の機関で行われている宇宙開発を国として一体性を保ちつ

つ，総合的かつ効果的に実施することが図られている．

　人1二衛星の打上げは，宇宙科学研究所及び宇宙開発事業団で行われているが，科学衛星

及び同打上げ用ロケットは，開発から打上げ・運用に至る過程のすべてを宇宙科学研究所

が責任をもって実施し，実利用分野の人工衛星については宇宙開発事業団が中心となって

開発が進められている．
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表①我が国の宇宙開発体制
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’

　このため，総理府に宇宙開発委員会が設置され，科学と実利用との問の総合調整や重要

な施策について審議され，「宇宙開発計画」が策定されている．

（1）我が国の宇宙開発体制及び宇宙開発総予算は，表①，表②に示す通りである．

（2）昭和59年3月に策定された宇宙開発計画のうち，宇宙科学研究所関係の個別の事項の

概要は次の通りである．

　◎科学の分野の開発計画

　　1．開発プログラム

　　　（1）人工衛星の運用

　　　　①第6号科学衛星（EXOS－B）

　　　　　　電子密度，粒子線，プラズマ波等の観測を行うことを目的として，昭和53年

　　　　　　9月に打上げた第6号科学衛星（EXOS－B）「じきけん」を運用する．

　　　　②第4号科学衛星（CORSA－b）

　　　　　　X線星，X線バースト，超軟X線星雲等の観測を行うことを目的として，

　　　　　　昭和54年2月に打上げた第4号科学衛星（CORSA－b）「はくちょう」を運用

　　　　　　する．
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　　③第7号科学衛星（ASTRO－A）

　　　　太陽硬X線フレヤの2次元像及びスペクトル，太陽粒子線等の観測を行うこ

　　　　　とを目的として，昭和56年2月に打hげた第7号科学衛星（ASTRO－A）「ひ

　　　　のとり」を運用する．

　　　④第8号科学衛星（ASTRO－B）

　　　　　X線星，X線銀河，軟X線星雲等の観測を行うことを目的として，昭和58

　　　　　年2月に打上げた第8号科学衛星（ASTRO－B）「てんま」を運用する．

　　　⑤第9号科学衛星（EXOS－C）

　　　　　光学的に成層圏，中層圏の大気研究を行うとともに，第3号科学衛星「たい

　　　　　よう」により発見された南大西洋地磁気異常帯上空での電離層プラズマの特

　　　　　異現象を解明することを目的として，昭和59年2月に打上げた第9号科学衛

　　　　　星（EXOS℃）「おおそら」を運用する．

　　（2）人工衛星の開発

　　　①第10号科学衛星（PLANET－A）

　　　　　第10号科学衛星（PLANET－A）は，地球軌道より内側の惑星間プラズマの

　　　　　研究及びハレー彗星の紫外領域における観測研究を行うことを目的とした衛

　　　　　星で，M－3SIIロケットにより，昭和60年度に太陽周回軌道に打上げること

　　　　　を目標に引き続き開発を進める．

　　　②第11号科学衛星（ASTRO－C）

　　　　　第11号科学衛星（ASTRO－C）は，活動銀河の中心核のX線源の観測及び

　　　　　多様なX線天体の精密な観測を行うことを目的とした衛星で，M－3　SIIロケ

　　　　　ットにより，昭和61年度に高度約500kmの略円軌道に打上げることを目標

　　　　　に引き続き開発を進める．

　　　③第12号科学衛星（EXOS－D）

　　　　　第12号科学衛星（EXOS－D）は，地球磁気圏におけるオーロラ粒子の加速機

　　　　　構及びオーロラ発光現象等の精密観測を行うことを目的とした衛星で，M－3

　　　　　SIIロケットにより，　昭和63年度に近地点高度約400km，　遠地点高度約

　　　　　10，000kmの長楕円準極軌道に打ヒげることを目標に開発を行う．

◎輸送系共通技術の分野の開発計画

　1．開発プログラム

　　ロケットの開発

　　　①Mロケツト
　　　　　Mロケットは，全般に固体燃料を用いるロケットとし，科学衛星の打上げに

　　　　　利用するものとして開発を行ってきたものであり，今後とも信頼性が十分に

　　　　　得られる段階まで，宇宙科学研究所において引き続き開発を進めるものとす

　　　　　る．

　　　　　すなわち，M－3　Hロケットの第1段に二次流体噴射推力方向制御装置等を装

　　　　　置したM－3Sロケットを，昭和58年度に第9号科学衛星（EXOS－C）を打

　　　　　上げることを目標に引き続き開発を進める．

　　　　　更に，M－3　Sロケットの第2段及び第3段モータの改良，第1段補助ロケッ

4
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　　　　　　トの変更等を行うM－3　SIIロケットを，昭和59年度に試験衛星（MS－T5）

　　　　　を搭載した1号機の打上げ試験を行った上昭和60年度に，第10号科学衛星

　　　　　　（PLANET－A）を，昭和61年度に第11号科学衛星（ASTRO－C）を，昭和63

　　　　　年度に第12号科学衛星（EXOS－D）打上げることを目標に引き続き開発を進

　　　　　める．

　なお，観測ロケット及び大気球による観測並びにその他の基礎研究等は，宇宙開発計画

に含まれず，宇宙科学研究所を中心に大学等で独自に行われている．

4．組織及び運営

　a．組織・運営

　本研究所は，9研究系並びに管理部，技術部及び観測部から構成されているほか企画調

整主幹及び対外協力室が置かれている．また附属の研究施設として，鹿児島宇宙空間観測

所，能代ロケット実験場，三陸大気球観測所，宇宙科学資料解析センター及び臼田宇宙空

間観測所が置かれている．

　研究系は，研究のための基本的組織であり，一つの研究系のもとには，3から7の研究

部門が置かれており，9研究系を合わせた研究部門数は42部門（うち客員部門13を含む）

で，専任部門は原則として教授1，助教授1，助手2で構成されている．各研究系には研

究主幹が置かれ，いずれかの部門の教授が併任している．企画調整主幹は，本研究所が行

う観測及び研究開発に係るプロジェクトの企画及び実施について総合調整するために設け

られ，教授が併任することとなっている．また，対外協力室は，国内外の関係機関との学

術的技術的協力に関し，企画連絡等にあたるためのもので，その長は教授が併任する．

　共同利用の研究所として円滑な運営を行うため，所長に対する助言あるいは諮問機関と

して文部大臣が任命する評議員と運営協議員が置かれている．このほか，研究所内だけで

構成する各種の所内委員会や，全国の多数の関係研究者を構成員として共同研究計画等に

ついて審議する各種の研究委員会が設けられている．

一
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磁気圏電波科学

磁気圏プラスマ物理学

i太陽系アilマ観燗ノス辛ム

※宇宙科学第2

共通基礎研究系

究

系

超高層大気物理学

惑星大気物理学

惑星大気計測学

※大気観測システム

一一一一一一一一一一一一一一

ｦ宇宙固体科学システム研究系

宇宙輸送研究系

宇宙空間原f物理学＿　　＿　申　　一　　一　　一　　一　響　　－　　一　　一　一　　一　■　　一

ｦ理論宇宙物理学一一一一一r一印一一一一一一

ｦ宇宙生命科学宇宙推進研究系

宇宙探査工学研究系
システム工学第一

Q　　＿　＿　一　一　一一一一一　■　冒　一　｝　　一　■

Vステム工学第二＿　＿　＿　－　r　一　一　一　一　冒　　陶　一　一　　一　一

ﾛ　安　工　学衛星応用工学研究系
輯　　弓　　一　　一　　一　一一　一　一　　一　　一　響　　幣　　一

飛翔体開発課

技　術　部 基礎技術課

宇宙環境工学一気一一蒙一一〒f一撃一

鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈齒u一一一 jー一
@　道　工　学軌の　一一　一　一　一　　一　｝　一　一　一　　一　　一　一

ｦ宇宙科学第3機器開発課

観　測　部

打hげ管制課

観測管制課

企画管理課

企画調整セ幹

対外協力室

鹿児島宇宙空間観測所

飛翔体構造工学

気　体　力　学

高速流体力学

高強度材料r．学

附
属
施
設

能代ロケノト実験場

三陸大気球観測所

推進機構学

椎進燃料1学

電気推進工学

※放射線1二学

宇宙科学資料解析センター

臼田宇宙空間観測所

宇宙構造物工学

電子計装1二学

字宙機制御L学

電波追跡工学

※宇宙自動機構工学

宇宙電f“部品

宇宙工t・　，しギー工学

※宇宙材料実験

　※’｝宙ロ1測L’」寿
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各種委員会等
企　画　調　整　機　能：検討【1目

研　　究　　班

’1’二宙理学委員会 専門委貝会
’」・委し桧・WG

研　　究　　班

字宙工学委員会 馬〔門委員会

研
究
委
員
会

小委員会・WG

倖1：衛星研究専門委員会 研　　究　　班

評
議
員
会
議

大気球專門委員会 研　　究　　班主
幹
会
議

教
授
会
議

共同研究委員会
安　　全　　委　　員　　会

日米科学技術協カー F宙」研究計画委員会

PLANET　A，　MS－T5研究開発関係委員会

所　長

常　置　委　員　会

内　規　委　員　会

広報委員会
ISASニュー一ス編集委員会

所内広報編集委貝会
運
営
協
議
員
会
議

図書・出版委員会

大学院教育協力委員会

所
内
委
員
会

発　明　委　員　会

技術管理委員会
施設整備委員会
計算機運営委員会

放射線委員会
相模原キャンバス計画委員会

c．職員数

　現員表（60．1。21現在）

　　　職手重別職員数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　T　　

　　　　　鼠楚。II助諜1∵讐望1慧　　　÷
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　　　…1篇一汁rゴli：：上一L－1÷
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　　　　　　　1　　　　　　1対外協力

　室
一一． @　†
…M寸属方也、診と　1

［　一
　計

※Eコ客員

　　　　　I　　　I
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　l　　－．一　＋
　　　　　　　1
　　　※1　　※1
　．←　　一↑
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1肝　’プt’　生　　　8

　　　　　　1
　　2－

　　531　761
－一＿一
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　J
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d　おもな職員（60．1．21現在，50音順）

所長

　理　　　博　　小田　　稔

企画調整主幹

　教授・工博　　野村　民也

対外協力室長

　教授・理博　　平尾　邦雄

評議員

東京大学（法）教授

名城大学（理工）教授

東京大学理学部長

東京大学東京天文台長

　国立公害研究所長

宇宙開発委員会委員

京都大学長

東京大学名誉教授

東京大学（工）教授

　高エネルギー物理学研究所長

名古尾大学（理）教授

　東京大学名誉教授

東京工業大学長

　東京大学名誉教授

　原子力委員会委員長代理

　上智大学（理工）教授

　宇宙開発事業団顧問

　宇宙開発委員会委員長代理

運営協議員

　　（所外）

　東京理科大学（理工）教授

　東京理科大学（理工）教授

　東北大学（理）教授

京都大学超高層電波研究センター長

法政大学（工）教授

上智大学（理工）教授

東洋大学（工）教授

京都大学（工）教授

大阪大学（理）教授

東北工業大学長

　（所内）

教授・鹿児島宇宙空間観測所長

教授・惑星研究系研究主幹

碧海　純一

内田　茂男

江上　信雄

古在　由秀

近藤　次郎

斎藤　成文

沢田　敏男

永田　　武

南雲　仁一

西川　哲治

早川　幸男

久松　敬弘

松田　武彦

三宅　三郎

向坊　　隆

柳瀬　睦男

山内　正男

吉識　雅夫

宇都宮敏男

梅川　荘吉

大家　　寛

加藤　　進

塩入　淳平

鈴木　　洋

田中　春夫

前田　　弘

宮本　重徳

虫明　康人

秋葉錬二郎

伊藤　富造
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〃　・太陽系プラズマ研究系研究主幹

〃

　
博

搬
エ

〃　・宇宙輸送研究系研究主幹

〃　・宇宙推進研究系研究主幹

〃　・共通基礎研究系研究主幹

〃　・宇宙圏研究系研究主幹

〃　・システム研究系研究主幹

〃　・企画調整主幹

〃　・宇宙探査工学研究系研究主幹

　・対外協力室長

ノ
ノ

理博
ノ
ノ

〃
珊
囎
鵡
〃
〃
〃
鵡
〃
野
〃
〃
鷲
〃
鵬
薦
〃

1二博

ノ
ノ

秋葉錬二郎

伊藤　富造

岩間　　彬

後川　昭雄

大島　耕一

大林　辰蔵

奥田　治之

ノ」＼口　　伯郎

辛島　桂一

倉谷　健治

栗木　恭一

清水　幹夫

高柳　和夫

竹内　端夫

田中　靖郎

長友　信人

西田　篤弘

西村　　純

西村　敏充

野村　民也

林　　友直

雛田　元紀

平尾　邦雄

広沢　春任

堀内　　良

愼野　文命

松尾　弘毅

三浦　公亮

客員教授
大家　　寛

木村　磐根

大林　辰蔵

ノ」＼ロ　　イ白郎

倉谷　健治

高柳　和夫

田中　靖郎

西村　　純

野村　民也

林　　友直

平尾　邦雄

　　　工博

　　　理博

　　　工博

　　　ノノ

　　　理博

　　　工博

　　　理博

　　　ノノ

　　　工博

　　　理博

　　助教授

　　　工博

　　　理博

　　　工博

　　　理博

　　　工博

　　　理博

　　　ノノ

〃
哺
〃
鵬
薦
幽
塒
薦
〃

小林　繁夫

近藤　一郎

佐藤　哲也

高木　幹雄

長谷川博一

林　　　真

平尾　泰男

蓬茨　霊運

前田　　弘

三浦謹一郎

安部　隆士

市川　行和

上杉　邦憲

小川原嘉明

小野田淳次郎

河島　信樹

栗林　一彦

桑原　邦郎

高野　　忠

棚次　亘弘

鶴田浩一郎

中谷　一郎

名取　通弘

中村　良治

二宮　敬度

松岡　　勝

山下　雅道

客員助教授

　工博　　一守　俊寛

　理博　　國分　　征

　工博　　小林　康徳
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理博　　斎藤尚生

　〃　　藤井直之

　〃　　松本敏雄
工博　　松本　　紘

理博　　渡辺公綱

　工博　　山本良一

　〃　　吉川　恒夫

管理部

　部長

庶務課長

研究協力課長

　主計課長

　契約課長

　施設課長

技術部

　部長（併）

　飛翔体開発課長

　基礎技術課長（併）

竹田　　弘

村井　　蕃

長谷部昌弘

野田　裕久

真塩　　実

渋谷政利

良
郎
豊

　
一

　
鐘

内
柳
口

堀
青
関

　機器開発課長（併）

観測部

　部長（併）

　打上管制課長（事取）

　観測管制課長（併）

　企画管理課長（事取）

附属施設

　鹿児島宇宙空間観測所

　　所長（併）

　能代ロケット実験場

　　場長（併）

　三陸大気球観測所

　　　所長（併）

相原公一

秋葉鎗二郎

秋葉錬二郎

市川　　満

秋葉錬二郎

秋葉錬二郎

倉谷健治

西村　　純

宇宙科学資料解析センター

　　センター長（併）　　大林　辰蔵

臼田宇宙空間観測所

　　所長（併）　　林友直

e・決算及び予算

昭和59年度予算額

　経　　常　　費
　科学衛星及びロケット観測経費

　　　（大型特別機械整備費3，597，400千円含む）

　大気球観測経費

　国　立　学　校

　施設整備費
　　　（大型特別機械整備費3，597，400千円除く）

　科学研究費補助金

　そ　　の　　他

20，106，083千円

2，706，661

15，833，880

　128，459

　154，942

1，235，841

33，000

13，300

昭和58年度決算額

総 額

人　　件　　費

物　　件　　費

諸
職
外

金
費
費

　
旅
旅

謝　
員
国

研究員等旅費

21，863，461千円

1，395，577

12，603，238

　84，328

　89，442

　　13，116

　47，042
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　外国人教師等招
　へい及び帰国旅費

　校　　　　　費

　経　　常　　費

　科学衛星及びロケット観測経費

　大気球観測経費

　土地建物借料
　電子計算機等借料

　自動車重量税
　設備災害復旧費

国　立　学　校

施設整備費
　（大型特別機械整備費3，802，400千円含む）

科学研究費補助金

そ　　の　　他

1，548

11，286，847

　569，824

10，594，552

　122，471

　31，357

　550，679

　　　854

　498，025

　443，035

7，361，000

44，948

15，663
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5．研究所の位置・敷地・建物

宇宙科学研究所

位　　置

　東京都目黒区駒馬4丁目6番1号

　北緯35°39’22”　東経139°40’51”

敷地・建物

　敷地：　　　　97，694m2

　建物：建面積　10，617m2

　　　　延面積　22，267m2

　　　　　各建物の配置は付図のとおりであり，東京大学工学部附属境界領域研究施設の

　　　　　建物中に共通使用している部分が354m2ある．

鹿児島宇宙空間観測所

位　　置

　鹿児島肝属郡内之浦町南方字松崎1791－13

　北緯31°15’00”　東経130°04’45”

敷地・建物

　敷地：　　　　717，283m2

　建物：建面積　11，177m2

　　　　延面積　14，716m2

能代ロケット実験場

位　　置

　秋田県能代市大字浅内字下西山

　北緯40°09／52”　東経139°59’36”

敷地・建物

　敷地：　　　　46，470m2

　建物：建面積　2，611m2延面積：2，916m2

三陸大気球観測所

位　　置

　岩手県気仙郡三陸町吉浜

　北緯30°09’30”東経141°49’30”

敷地・建物

　敷地：　　　　71，246m2

　建物：建面積　　554m2延面積：787m2

臼田宇宙空間観測所

位　　置

　長野県南佐久郡臼田町上小田切字大曲国有林

　北緯36°07’49”東経138°22／03”
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敷地・建物

　敷地：99，455m2

　建物：建面積628m2延面積：1，131　m2

相模原キャンパス

位　　置

　神奈川県相模原市由野台3丁目1番1号

　北緯35°34’04”　東経139°22’36”

敷地・建物

　敷地：21，616m2

　建物：建面積：7468m2延面積：12，132　m2

相模原キr・ンハス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　痙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－＿．一一一’訓

　　　　　　　一一一　曹「「　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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建物

ﾔ号
建　物　名　称

3 中央変電室・車庫

4 宇宙輸送系実験室

9 金属加工実験室

　　　宇宙科学研究所配置　図

@　　　　　　　　　　　　　　　　敷地　97，694m’@　　懸　　　　　　宇宙科学研究所　　　　　　　　　　　　　　　　　建物　建　10，6ワ岬

@　　「一軸「東京大学工学部附属　　　　　　延　22’267岬

@　　L－一一境界領域研究施設

鞄喧k沢

10 正　　門　　衛　　所

14 第　　1　倉　　庫

15 金属材料実．験室

17 第　　2　　倉　　庫

19 第　3　管　理　棟

　　　　　　　止門

怩P　　　　1°一一
Z 魎廓3

22 宇宙輸送系研究実験室

23 宇宙輸送推進系研究室

▽
　
噂 T」岡

f【團

24 宇宙推進系実験室

口　口

@　○
27 暖　房　汽　缶　室

「1三L9∫11　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　，

沿鼈鼈黶c　ul

kt一ノll34 工　　　作　　　室

　　」
D｛－1

昼
T
　
　
　
　
　
　
5
＼
曲
■
　
鳳
　
　
1
5
5

L∫一…－1」

35 超音速気流総合実験棟

36 宇宙科学実験準備室 口圖
r」一「一一「

f　　　　　hl　　　　　　　　　lIr－■一一rr　lLJ　　　　　　　L」 　　　　　　a訣H一一一一rlll’

氏轣D＿．f臼
1
4
u

40 宇宙飛翔体環境実験室
丙 「「 r「

41 第　2　管　理　棟 門　　　　r・　　　　1
1L－一一＿－」　覧
､　　　　　　　　　　1　　　　　●L＿＿＿＿＿一

「一一一一一一一〇

43 東　　門　　衛　　所

L－v」 u一一一’一一　一

f　　　　　、　　　「一一■1　　1
@［】㍉L」1　艦・　　　　巳　　　　　　　　　lo　　　一一一一一一一一

44 西　　門　　衛　　所

「叉1　　　‘－10　　　　　1L－一一一」

国重1

口
l
l
昌
　
8
1
1
・
l
l
l
l
冒
㍑
I
　
l
8
’
1
　
高

45 第1宇宙科学工学総合研究棟

46 スペースチャンバープラズマ実験室

47 電波無響実験室
48 耐　爆　実　験　窒

「一一「0　　　　5」，，＿」

@　　　　’㌧
P4ｲLl
@　　36“
S7

@46

49 ス　ピ　ン　実験室

゜　　ζ一二

@　ご一よコ

@　241国

｡　　34面

@巳

@　　50

50 気球接着実験室
51 危　険　物　倉　庫 43

52 圧　　縮　　機　　室

圏
圏
5
1
層
6
6

r「　　　　「「
P　L－一一一一一ll
戟@　　　　　　　　l
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II研究活動

1　研究系の研究活動

宇宙圏研究系

科学衛星「はくちょう」による宇宙X線の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　小田

（他大学，他研究機関の研究者の研究
テーマは本所で研究したものである）

稔・教授田中靖郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授囎文命・籔墨近藤一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姦是籔霊運・助鞭松岡勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小川原嘉明・助　手　小山　勝二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手村上敏夫・助手井上　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　牧島　一夫・技　官　田之頭昭徳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藩煮大橋鰍・醤照満田和久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　典雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河合　誠之・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞池上健・奉纒鷹囎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴崎翻（神奏川）・早川幸畷大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長瀬文鴫大゜）・国枝秀世（＃大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原譲（＃大゜）・躰重徳（騒大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下広順（阪大・理）・常深博（緊大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他「はくちょう」観測班

　科学衛星「はくちょう」は今年で打ち上げ後6年目に入った．衛星内蓄電池の経年変化

による劣化のために，本年度では幾度かの機能モニターを除いて，X線源を観測するため

の運用は行われていない．その軌道も既に最も地表に近い点が320kmを割っており1985

年の早い時点で地球大気に突入すると考えられる．このため主に過去に得られた結果の集

約や，国際学会での結果の発表が主な活動となった．

　平行X線ビーム発生器と高解像度検出器の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小川原嘉明・助　手　村上　敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手牧島一夫・技官田之頭昭徳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顯桜井由夫・醤瑠細和久

　宇宙から来るX線の平行度を地上で実現するものとして，大きい照度を持った平行X

線ビーム発生装置が開発されている．将来の大型X線反射鏡衛星等のX線光学系や検出
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器の較正に必要不可欠となる．本年度には理学電気製のX線発生器が導入され，銅，アノし

ミ，炭素の特性X線が実用化された．高解像度位置検出器としては，CCDやMCPを用v

たものがX線反射鏡の焦点面検出器の候補として研究開発中であり，平行X線ビームが

利用されている．

　CXGT計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　小田　　稔・教　授　愼野　文命

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　田中　靖郎・助教授　小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授松岡　　勝・CXGT　W．　G．

　CXGT（Cluster　of　X－ray　and　Gamma・ray　Telescope）計画は1990年代の始めに米国

と共同で打ち上げを計画している次期大型X線天文衛星である．『天馬』や『はくちょう』

衛星の結果をふまえて設計され，現在斜入射X線鏡を用いた計画が立案されている．本年

度にはその活動の一部として，CXGTワーキンググループ報告集が本研究所から発行され

た．詳しくはそれを参照していただくと良い．

　科学衛星用姿勢計の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授iJ・J［1原嘉明・醤照細和久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜井　由夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補佐員

　科学衛星用の姿勢計として，ASTRO－C衛星に搭載する精密太陽姿勢計（NSAS）や，

星姿勢計（STT）の開発を行っている．これは，宇宙工学の二宮研究室との共同研究であ

る．今年は，プロトモデルの試験と，フライトモデルの設計製作が行われた．そのほか，

将来の衛星に搭載する固体センサーを用いた星姿勢計の設計も進められている．

　科学衛星「ひのとり」による太陽フレアの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ひのとり」観測班

　科学衛星「ひのとり」による太陽フレアの研究は本年度も継続して進められた．

　（1）「ひのとり」の硬X線撮像装置（SXT），軟X線輝線分光装置（SOX），硬X線スペ

クトル計（HXM）による太陽フレアの分類学の研究（前年度）により，新しいフレアモデ

ルが提案され，磁気ループ中のプラズマ密度がエネルギ解放のモードを制御している可能

性が指摘された．またX線フレアを特徴づけているパラメーター（磁気ループの形状，プ

ラズマ密度，電子ビームの速度異方性等）を知るために数値シミュレーションを進めてい

る．

　（2）「ひのとり」によって観測された太陽X線観測史上最大のフレアの解析が米国カルフ

ォルニア工科大の光学・電波観測グループと共同で行われた．その結果フレアの蒸発仮説

が定量的に検証されたが，非熱的粒子の全エネルギーが1033エルグ以上と推定され，エネ

ルギー収支の検討が行われている．

（3）SOXで初めて観測された鉄の水素状イオンの輝線が13個のフレアについて詳細に

調べられ，超高温プラズマの時間発展等の研究が行われた．これらの超高温プラズマの成

因を解明するため1次元流体近似によるフレアプラズマのシミュレーションコードが開発

され観測データとの比較が行われている．
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　（4）SOXグノレープと英仏伊の原子分光グループ及びSMMグループとの共同研究は今

年度も継続して行われ，外国グループによるSOXデータの解析等が行われている．

　（5）HMXと東京天文台野辺山太陽電波観測所で同時に得られたX線とμ波データの

比較からμ波を発生している高エネルギー電子のエネルギーについて新しい情報が得ら

れた．

　（6）太陽ガンマ線検出器（SGR）によってラインガンマ線のlimb　darkening及びプロ

トンフレアとの関連が調べられた．またSGRの観測した4例の宇宙ガンマ線バーストの

解析が行われた．

　（7）東京天文台（光，電波），名大理・空電研（電波），飛弾天文台（光）等で「ひのと

り」観測データーの解析が行われた．また電子温度計測器，電子密度計測器のデータ解析

が行われた．

　科学衛星「てんま」による宇宙X線の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長小田　稔・教授田中靖郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　　純・教　授　愼野　文命

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是嫌一郎・姦墨籔誕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　松岡　　勝・助教授　小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手藤井正美・助手山上隆正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手小山勝1・助手村上敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手井上　一・助手牧島一夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官田之頭昭徳・蕎鵬桜井由夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繕細和久・糞河合誠之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李讐加藤薦・奉嘩畑誠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李糧騰真之・李讐中村難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉糧池上健・＃＋tz．恩田和彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞堂合忠靖・奉燦王波奇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟〕久保浩幸・早川幸男（垂大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長瀬文畷大’）・国枝秀世（錘大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田原譲鐙’）・躰重畷大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山下獺鐙゜）・蘇博蟹゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「てんま」観測班

　科学衛星「てんま」は打ちhげ後2年目に入り，共同利用（観測プロポーザル制）も軌

道にのり，国内外との同時観測も多く行われ数々の成果を生み出した．
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　（1）銀河面上から拡がったX線成分を確認し，これらから強い鉄輝線を発見した．未知

の超新星残骸が数多く存在している可能性が強くなった．

　（2）活動銀河のスペクトル変動を電波からX線にわたる全波長での国際的な同時観測

が実行され，始めて変動の相関が明らかになった．このデータは活動銀河核のエネルギー

発生機構を解明する上で重要なものである．

　（3）いくつかの活動銀河から鉄の輝線スペクトルを発見した．このデータは活動銀河核

周辺の物質分布やX線放射の様子を知る重要な手がかりになった．

　（4）昨年にひきつづき，X線パルサー，　X線バースターブラックホール候補星，超新星

残骸，銀河団等からの粘度の高いスペクトルが得られた．

　（5）再びピッドバースターの活動をとらえ，この奇妙なX線源の正体を知る手がかりを

得た．

宇宙X線観測用螢光比例計数管

教　授　田中　靖郎・助教授　松岡　　勝

助手小山勝二・助手井上

糞池上健・糞恩田和彦
大学院
　　　　王　　波奇学　生

　宇宙X線観測用として「てんま」に搭載された大面積螢光比例計数管のデータを用い，

宇宙環境において，特性の時間変化，及び検出器のバックグランドの様子等の基礎データ

を多く得た．これと共に地上でも実験室シミュレーションを行い，併せて解析をすすめた．

これらのデータは今後の衛星等を設計する上で重要なものである．

　X線源の光学的観測とCCD受光装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　松岡　　勝・技　官　栄楽　正光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高岸邦夫（宮堕大）・面高俊宏（契壕養）

　KSC　60　cm望遠鏡に固体撮像素子を取りつけ写真乾板に代る二次像撮映装置を開発し

た．これにより従来の写真乾板に比べ3等星程度の暗い天体の測光を可能にした．観測対

象は主にX線源である．X線新星VO331＋52，　NGC　4151，　SS　433の観測を行った．特

にSS　433は「てんま」衛星及びヨーロッパのX線天文衛星「EXOSAT」によるX線観

測と同時に行い，この天体でははじめての光・X線の同時観測に成功した．

気球搭載用赤外線望遠鏡による星の形成領域の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之・矢島信之（機械技研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛囎（轟大’）・助手山上隆正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手芝井広・iJ・・Mc行泰（東京天文台）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官狛　豊・技官松阪幸彦
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官成田正直・広本畝（電波研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水谷耕平（轟大’）・高見英畷大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川　貴雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　数年来開発を進めてきた気球搭載用赤外線望遠鏡は最終的な総合試験を終え完成した．

この望遠鏡は口径50cmを持ち，近傍の星を参照して姿勢判断を行うオフセットガイド機

構を備え精密な天体の追尾ができる．種々の室内実験，星による模凝追尾観測の結果±10”

の精度が確認された．

　望遠鏡に装着される観測装置は低分散，広帯域のグレーティング分光器と高分散，広視

野のファブリ・ペロー分光器でともに液体ヘリウムで冷却される．前者はスペクトル線の

探索に利用され，後者は特定ラインの強度分布や，速度場の観測に重点が置かれる．これ

らの装置によって，銀河系中のHII領域，分子雲などに含まれる原子の微細構造線（OI，

OIII，　N　III，　C　II）が分子の回転線（HD，　CO，　H20）などの探索及び高分解能観測を行う．

これによって，HII領域，分子雲の化学組成，物理状態を明らかにし，銀河系の構造，力

学的特性からその進化へ問題を研究する．

　第1回目の観測は，昭和60年2月，オーストラリヤ，アリススプリング基地において行

う予定で，今回は銀河中心をはじめ，南天のHII領域，分子雲の観測に重点を置いた観測

を計画している．

　遠赤外ファブリ，ペロー分光器の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之・助手芝井　広
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iJ・・1｛）1〈行泰（東　京天文台）・奉糧中川難

　気球搭載用赤外線望遠鏡に装着して，種々の原子，及び分子のスペクトル線の精密観測

を行うための遠赤外分光器の開発を行った．小型で高分散を得るためファブリペロー分光

法を採用し，ニッケルメッシュを使った2組のエタロンを組合せてタンデム型のファブリ

ペロー分光器に仕上げ，合成分解能λ／△λ～1000を達成した．分光器全体は液体ヘリウム

で冷却され，環境放射の影響を除いて観測能力を格段と改善することに成功した．冷却時

にエタロンに多少の不整合が見られるが今後これを改良すれば，分解能3000～104に向上

させる目途がついた．

　ロケットによる黄道光の赤外線偏光観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之・助手芝井　広
　黄道光は惑星間空間に浮んだ固体微粒子による太陽光線の散乱現象であると考えられて

いる．この散乱光の偏光特性を測定することによって，固体微粒子の組成，大きさを推定

することができる．

　ロケットのスピンを利用した偏光計を考案して，波長域0．6～1．0μmに置いて測定でき

る観測器を製作中で昭和60年9月にK－9M－78号機によって観測を行う予定である．

ロケットによるサブミリ波背景放射光の観測

19

This document is provided by JAXA.



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨墨松本敏夫・早川幸畷大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NL浩（垂大゜）・騰綱（垂大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．L．　Richards（Univ．　of　California，　Ber－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　keley）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．Lange（Univ．　of　California，　Berkeley）

　100μm－1mmの問での背景放射光は3K宇宙黒体放射光を含む．大変興味ある対象で

あるが，これまでのところ信用できる観測はない．我々は液体ヘリウム冷却望遠鏡をロケ

ットに搭載し，この分野での世界初の観測を行うべく研究を進めている．現在観測装置の

製作にかかっており，K－9　M－78号機に搭載して85年9月に観測を行う予定である．

　ロケットによる近赤外背景放射光の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨是松本敏雄・NL浩（蓮大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋葉誠（蓮大’）

　1～5μm帯で空の明るさをロケットを用いて観測する．この波長帯では黄道光，星夜光

とともに系外銀河を重ね合わせた宇宙光の観測が可能である．我々はこれまでにK－9M－

75，K－9　M－77号機に液体窒素冷却赤外線望遠鏡を搭載し，これまでにない興味ある結果を

得た．これらの観測に基づいて宇宙初期，銀河形成期についての研究を進めるとともに次

回の観測計画の検討を行っている．

太陽系プラズマ研究系

　SEPAC（粒子加速器による宇宙科学実験）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　大林　辰蔵・教　授　栗木　恭一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人・助教授河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SEPACチーム

　スペースシャトルから，電子ビーム，プラズマ等を発射して，人工オーロラ，宇宙空間

プラズマとの相互作用，シャトルの帯電中和などを研究している．第1回目の実験は，1983

年11月28日～12月8日にスペースラブ1号機で行われた．大出力電子ビーム放射実験を

行うことができなかったが，データの解析が進んでおり，次にはどのような実験を行った

らよいかが検討されている．

　SEPAC（粒子加速器による宇宙科学実験）のデータ処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　柳澤　正久・助　手　佐々木　進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　河島　信樹・教　授　大林　辰蔵

　SEPACは1983年11～12月に行われ，スペースシャトルから電子ビームやプラズマな

どを宇宙空間に発射した．生の科学データは，さまざまな角度からデータ転送エラーなど

がチェックされ，値の変換などを行った後，当研究所の電子計算機に格納され，データベ

ースとして，誰でも簡単に利用できるようになっている．また，使い易い形にして磁気テ
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一プに納め，海外の研究者への配布も行っている．

月極周回衛星による磁気探査の計画

助手柳澤正久・臨是斎藤尚生

　現在，月極周回衛星による月の探査が計画されているが，この探査機に磁力計を載んで

磁気探査を行うことを計画している．計画通りにいけば，1990年代初期，高度20～50km

での月全面の探査により，月の地殼がもつ磁化の起源が何であるかが明らかになってくる

はずである．同時に，月近傍での惑星間磁場の観測も考えている．

　MAGSATデータの解析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　柳澤　正久

　地球磁場探査衛星MAGSATは，地磁気を精密に測定し，地殼の構造を研究するために，

NASAによって打ち上げられた．データ解析の結果，地球には，地磁気異常と呼ばれる，

磁気の特に強いところ，弱いところがあることがわかった．しかし，その起源が何である

かはわかっていない．この謎を解くべく研究が進められている．

　電場計測技術の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　鶴田浩一郎・助　手　早川　　基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　正人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　宇宙空間のプラズマ中に存在する微弱な電場を精度良く計測する技術の開発を行ってい

る．荷重粒子の軌道が電場の存在のために真円からずれる効果を検出する方法であるが，

我々はそのずれを粒子の飛行時間の差として測定する．使用するテスト粒子としてリチウ

ムイオンまたは電子を想定しEXOS－D及びGEOTAIL衛星への搭載を前提に開発を行っ

ている．今年度は，基本性能の試験を行うためにS－520－7号機を使った実験を行う．

　宇宙線嵐の数値実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西田篤弘・李糧門倉昭

　太陽面上でフレアーが発生すると，数日後，地上で観測される銀河宇宙線の強度は全地

球的に急激に減少する．宇宙線嵐，或いはForbush　Decreaseと呼ばれるこの現象は，惑

星間空間を伝搬する衝撃波によってもたらされると考えられるが，その機構は今だに完全

に解明されてはいない．我々は従来からあらゆる拡散一対流方程式を数値的に解くことによ

り，2次元的な宇宙線嵐の特徴を定性的，定量的に理解することを目指している．現在ま

での結果によると，惑星間空間磁場の極性に対応した反磁性ドリフトの役割が重要であり，

太陽磁場の22年周期の反転に伴って，宇宙線嵐の様子も変化することが示されている．

EXOS－C（大空）衝星によるインピーダンス計測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大林辰蔵・籔是大家寛
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官渡辺勇三・高橋忠利（東蓮大）

　1984年2月14日に打ち上げられたEXOS－C衛星は大空と名付けられた．遠地点約820

km近地点約350　km軌道傾斜角約75度の軌道に沿って電子密度の世界分布が測定され

ている．南極昭和基地との同時観測及び北欧のEISCATとの共同観測も行われつつある．

ロケット実験との協同観測は昭和基地及びWallops島での実験に続いて内の浦でも1985

年2月9日に打ち上げが予定されているS－520－7号機によって試みられる．また1985年

度には南極ロケットのS－310JA－11号機及び12号機iとの協同実験によって同時期に極域

電離層中でのインピーダンスの測定が計画されている．

lSTP／GEOTAIL衛星計画の立案

教授西田篤弘・教授大林辰蔵
籔墨木村磐根・籔墨大家寛

助教授　鶴田浩一郎・助教授　上杉　邦憲

助教授二宮鞭・臨是国分征

客　員
　　　　松本　　紘・助　手　向井　利典
助教授

助　手　寺沢　敏夫

　GEOTAIL衛星は地球磁気圏尾部の構造とダイナミックスの研究を目的とするもので，

アメリカ航空宇宙局と宇宙科学研究所の共同プロジェクトとして1991年に打上げるべく，

立案をすすめている．この衛星は月の引力を利用することによって遠地点約250　REに達

し，遠尾部領域でプラズマシートの起源に関わる観測を行うほか，近尾部領域にある時は

磁力線リコネクションによる加速過程の研究を行い，また昼間側にある時には磁気圏境界

面における太陽風エネルギーの流入過程を調べる．GEOTAIL　WGではこれらの観測目的

を達成するためのミッション設定作業をすすめている．

　プラズマ速度分布関数の最小二乗法による推定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西田　篤弘

　磁気圏のプラズマはしばしば複数の成分から成っている．多数のイオン種が存在すると

いうだけでなく，陽子成分の中に流速の異なる複数の成分が存在することもある．粒子間

の相互作用が弱いために，起源や経歴の異なるプラズマ成分が速度空間で十分混じり合わ

ず，元来の性質を残しているためにこのような事がおきるのである．逆に見れば，これら

の複数成分を正しく分離することはプラズマの起源や加速過程を調べるために重要な一歩

であるといえる．GEOTAIL衛星による磁気圏尾部観測のための準備の一つとして，非線

型最小二乗法の手法を用いて速度分布関数を分離するためのプログラム開発を行ってい

る．

木星磁気圏におけるプラズマ対流と磁場変動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西田　篤弘

地球の磁気圏においては，惑星間空間磁場と地球磁場の磁力線の結びつき（リコネクシ
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ヨン）を介して，太陽圏エネルギーの磁気圏流入がおきている．木星の磁気圏においても

本質的には同様な過程が進行しているはずであるが，木星磁気圏は極めて早い回転速度（境

界面では地球磁気圏の場合の約200倍）を持っているために相違が生ずる．この点を考慮

して，木星磁気圏と惑星間空間磁場の結びつきをモデル化し，それに基いて木星磁気圏に

おけるプラズマのダイナミックスと磁場の変動を考察する．

　MS・T　5用太陽風磁場観測装置の製作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窩教是斎藤尚生・湯元清文（東鐘大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸正弘（東北工大）・青山巌（東塗大’）

　太陽風磁場構造を観測研究するために，MS－T　5用高感度リングコア磁力計が製作され

た．地上設備による諸テスト（振動・真空・温度等）を総てクリアーした．中でも，特に

淵野辺に設備された三重球殼シールドルームを使用して，飛翔体用磁力計としては初めて

の三軸直交度・直線性等の検定がおこなわれた．最終試験も終了して，来年初頭の打ち上

げを待つばかりとなった．

　日濠共役点磁波同時観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窩教是藩尚生・湯元清文（東蓮大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田村臓（東蓮大゜）・田中義人（鵜㌫）

　ラルフメータを用いた海外多点同時観測プロジェクトのうちの第4次計画として，標記

の観測が空電研の協力により行われた．第1次は磁波の経度効果，第2次は緯度効果，第

3次は日食効果が主たる研究目的であったが，第4次の標記観測においては，低緯度観測

としては最も正確な共役点に近い2地点で，同時観測が行われた．低緯度脈動の共役性が，

午前と午後で異なるなどの新しい事実が見出された．

　太陽間ULF磁波同時観測によるインドネシア日食効果の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窩邊斎藤尚生暢元清文（東蓮大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田村臓（東蓮大゜）・瀬戸正弘（襲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北村保夫（東北工大）

　飛翔体用高感度リングコア磁力計を基礎にして考案された新しい脈動磁力計（ラルフメ

ータ）を用いて，標記の研究をおこなった．日本・台湾・インドネシア・オーストラリア

の4ケ国にまたがって5ケ所にラルフメータを設置して磁波の同時観測をおこない，日食

効果を解析検出した．Pc　3磁波が太陽風で励起されたのち，地球磁気圏と電離圏を経て地

上で脈動として観測されるに至る伝播機構が明らかにされた．そして電離層日食により，

皆既食帯でPc　3の異常が起こることが解明された．

太陽磁気圏構造の時間空間変化の研究
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨擾斎藤尚生

　太陽磁気圏の三次元磁場構造に関して提唱した二半球モデルを更に発展させた．太陽磁

気圏の11年変化に重要な役割を果している赤道面双極子の消長が，太陽面上の対蹟点巨大

斑磁場領域の消長によるものであることをつきとめた．この領域が異半球に生ずるか同半

球に生ずるかによって，2セクター構造や4セクター構造を容易に構成し得ることを示唆

した．この結果は，京都で11月に開催された太陽磁気圏に関する日米セミナーで発表され

た．

　EXOS・D衛星搭載の波動観測用DPUシステムの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是木村磐根・橋本弘蔵（至大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖秀隆（至大゜）・山本正幸（至大゜）

　EXOS・D衛星波動観測装置と主DHU（データハンドリングユニット）の間にあって波

動観測の各種装置の制御と観測データの受け渡しを司るデータ処理システムを80C85

CPUを用いたシングルボードのハードウェアとして試作し，搭載用装置の具体的設計を行

っている．

　ISIS衛星で観測されたオメガ信号からのトリガード放射の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是木村磐根・松尾敏郎（室大゜）

　南極昭和基地でトラッキングされたISIS衛星によるVLF観測データの中に含まれて

いるノルウェー・アルドラ局オメガ信号とそれからトリガーされた電波放射のデータを解

析し，そのドップラーシフト量から衛星位置における電波の伝搬ベクトル方向を求め，こ

れからレイトレイシングの手法を用いて磁気圏内の電子密度分布の推定を行った．また，

同時に観測されたトリガード放射が，赤道域の波動一粒子相互作用領域でもつ伝搬ベクトル

方向の推定を行った．

　lGRF一般磁場モデルのもとでの磁気圏中の3次元レイトレイシング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔是木村磐根・松尾敏郎（至大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潮雅彦（至大゜）

　科学衛星により磁気圏中で観測されるVLF・波動現象の解釈の上で電波の通路を求める

レイトレイシングの手法が用いられるが，これまで地球磁場としてダイポールモデルが用

いられて来た．しかし実際には地球の磁力線は，ダイポールモデルよりかなりずれるので，

より一般的なIGRF磁場モデルが適当である．この場合，プラズマ密度の分布が磁力線に

沿って与えられるので，レイトレイシング（3次元）が複雑になり，彪大な計算時間を要

する．本研究はこの問題を解決する手法の開発を行ったものである．

惑星研究系
電子エネルギー分析器の改良研究
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　平尾　邦雄・助　手　向井　利典

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手早川　基・賀谷信幸（神戸大）

　EXOS－C，　PLANET－Aおよび次に考えられるEXOS－Dなど，将来の科学衛星には益々

複雑なエネルギー分析器が，必要となってくる．これらには半球型，1／4球型などの静電分

析器以外に新しい型の分析器も考えられる．更に，これらの分析器の信頼性を確定するた

めには，較正装置を確定しておかなければ世界的に信頼されるものとなり得ない．現在新

型分析器の開発と同時に較正装置の整備を進めており，数十KeV迄の電子および各種イ

オンのエネルギー粒子較正装置の完成をめざしている．

　電子温度異常と熱的電子のHigh　Energy　Tail

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授平尾邦雄・助手小山孝一郎
　地磁気Sg電流系中心付近の高電子温度層や「たいよう」「極光」，「ひのとり」で観測さ

れるプラズマバブルに伴う電子温度異常，「極光」で観測されるプラズマ境界外縁の高温度

などの，一連の電子温度異常現象に対する統一的な解釈としての熱的電子のHigh　energy

tailについての研究が進められている．

　MS・T　5およびPLANE’rAによる観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授平尾邦雄・助手小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手向井利典・金田栄祐（轟大’）

MS－T　5に搭載する太陽風イオン観測器（SOW）は，小山，　PLANET－Aに搭載する太

陽風粒子三次元観測器（ESP）は向井，更に衛星の水素雲を撮像するための紫外線撮像装

置（UVI）は金田により，それぞれ主研究者となって開発製作がすすめられた．これらの

装置の較正もそれぞれの較正装置によって行われた．太陽風イオン観測器は，昭和60年1

月8日に打上げられた「さきがけ」に搭載されている．他の二つについては60年1月末よ

り始まるPLANET－Aの総合試験の後8月中頃には打上げられる．

　PLANET－A計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　平尾　邦雄・PLANET－A研究班

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　清水　幹夫・教　授　松尾　弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授上杉邦憲・教授広沢春任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手市川　満・助手橋本正之
　昭和57年度より着手したMS－T　5およびPLANET－Aの実機製作がほぼ予定通り進行

した．MS・T　5の総合試験は5月より相模原環境試験棟で11月迄行われ，12月中旬よりM－

3SII－1号機に組付けられ，昭和60年1月8日04時26分に太陽周回軌道に打hげられ

た．PLANET－Aは，8月～10月の問第一次計器合せ，噛合せが行われた．総合試験は60

年1月末より始められる予定である．

科学衛星およびその部品の帯磁についての研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　平尾 邦雄・助教授　鶴田浩一郎
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤　尚生・磁力計グループ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　MS－T　5は10～20　nTという弱磁場の中を飛しょうし惑星間空間磁場の構造やその中の

変動をはかることになっている．そのためMS－T　5は磁気的にも非常にクリーンであるこ

とが必要である．昨年に引き続き，リングコア型磁力計を用いた高速帯磁測定装置を用い，

部品及びサブシステムの帯磁測定を行った．また，このような測定にも，探査機自体の帯

磁の影響の測定にも絶対必要な磁気シールドルームが相模原試験棟に設置された．シール

ドルームは設計値以上の好成績が得られ，MS・T　5自体の帯磁，それによる磁力計センサー

位置における磁気的影響，さらに，MS－T　5の電磁干渉の測定が行われた．

　電子ビームと双極子磁場との相互作用の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　河島　信樹・技　官　矢守　　章

　表面磁界3（KG）の永久磁石を内蔵する6cmφの金属球に3（KeV）－200　nA）の電子

ビームを照射し，永久磁石の作る双極子磁場と電子ビームとの相互作用により金属球の周

辺に注入ガスに特有の光を発する．発光が効率良くおきるには，電子ビームが金属球周辺

まで飛びこみ，双極子磁場にトラップされ，長時間金属球周辺に存在する必要がある．又

金属球と周辺との間に電圧を印加して，発光強度・形状の変化を調べて電場の影響を調べ

る．

　科学衛星JIKIKEN（EXOS・B）電子ビーム放出実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授河島信樹・李樺赤井穂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提井信力（武蔵工大（工））

　科学衛星JIKIKENの観測データの解析を行い，特にビーム放出による磁気圏プラズマ

との粒子一波動相互作用，衛星の帯電現象の研究を行っている．電子ビーム放出に伴い，種々

のプラズマ波動が励起されるが，これは周囲のプラズマのfPe／f，，の値に強く依存して強

度が変化すること，ビームの速度変調の影響が衛星の帯電と密接に関連していること等が

明らかになった．

Beam　Plasma　Dischargeの研究

助教授　河島　信樹・助　手佐々木　進

奉糧高橋邦明・百々太郎（愛鐘大）

提井信力〔嚢駕

　中性気体中に電子ビームを入射してプラズマを生成するBeam　Plasma　Dischage現象

（B．P．　D）について調べている．　B．　P．　D発生前後での励起される波動の変化，及びB．　P．

D発生に伴って生成されるプラズマの密度，温度測定をおこなった．電子ビームのエネル

ギーが波動の励起，周辺プラズマの加熱に費される過程を明らかにするために，電子ビー

ムのエネルギー分布関数の変化を調べている．
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　プラズマ放電制御及検出技術の応用研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授河島信樹・助手佐々木進

　プラズマ発生・検出装置に用いられるパルスプラズマ放電制御技術並びにその検出技術

を応用して

　i）　高精度無接点位置検出器の開発及び

　ii）電子サイクロトロン共鳴により生成された高温高密度プラズマからの強力真空紫

　　　外線源の開発

　を行った．前者は磁歪素子中の磁歪パルスの伝播を利用して1／1000の精度を簡便な方法

で実現する事を目標としている．又後者は，水素，アルゴン，キセソンガスの放電により，

1，200A附近の強力な光源として最終的にはアモルファスシリコンの生成に応用する事を

目的とする．

　重力波検出を目的としたレーザー干渉計の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授鴻信樹・糞平尾淳一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川村　静児
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　将来のスペースステーションを利用した宇宙空間に配置するレーザー干渉計型重力波ア

ンテナの基礎開発として実験室において多重折し返し型マイケルソン干渉計を製作し試験

を行った．初年度として，固定ミラー方式を用いて10－12～10－13mのkHz　rangeの位置

変動の検出を試みほぼ目標を達成した．レーザーは50　mW　He－Neレーザーを用い光ビー

ムをポッケルセルで変調した．

　SEPAC実験で得られた科学データの解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　大林　辰蔵・教　授　栗木　恭一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　河島　信樹・助　手　佐々木　進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　柳沢　正久

　昭和58年来，スペースシャトルスペースラブ1号機で実施されたSEPAC実験（粒子

加速器を用いた宇宙科学実験）で得られた科学データを大型コンピュータを用いて処理・

解析した．電子ビーム放射にともなうオービターの帯電現象，電子ビーム放射中にプラズ

マ雲を放射した時の帯電中和現象，ビームと中性ガス同時放射時にみられたビームプラズ

マ放電現象，プラズマ雲放射にともなう臨界速度放電現象，電子ビーム及びプラズマ雲放

射にともなう波動励起現象，中性ガス放射時のプラズマ密度増加現象について，モデルを

設定し，実験データとの比較を行った．

　相対論的大電流電子ビームの伝播及輻射の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　河島　信樹・助　手　佐々木　進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　矢守　　章

　相対性論的電子ビーム（R．E．　B）を用いて，高速電子ビームのガス中伝播及び軟X線

の発生に関する実験を行った．併せて，R．　E．　Bの一部を改造してより高エネルギー・大電

流電子ビームの発生を可能ならしめる様にしている．R．E．Bの仕様は下記の通りである．
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加速電源……Marx高圧電源

　　　　　　60（nF）コンデンサー10個直列接続

　　　　　　最大充電電圧／500（KD）

PFL……ブルーム・ライン／パルス巾5ns・40Ω

ダイオード……Anode／20μm　Ti　foil

　　　　　　　Cathode／10φ丸棒

　磁気中性点における擾乱波動の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯塚哲（横浜国大）・助鞭河島醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　矢守　　章

　四重極磁場中を流れる電流シートは宇宙プラズマ方面において，地球磁気圏のTailに

おけるプラズマの加速・不安定性に関連して興味ある現象であるが，今までの高速度カメ

ラ（イメージ・コンバーター・カメラ）・プローグによる観測に加えて，本年度は電流シー

ト中に発生している波の観測を行い，その振る舞いを更に詳しく調べるために放電によっ

て発生する外乱ノイズ除去対策を行い，中心点の電流シートからの波動を区別して取り出

す事が出来た．

　日米共同デザーロケット実験のデータ解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授平尾邦雄・教授大林辰蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　河島　信樹・助　手　小山孝一・郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　佐々木　進

　1983年8月に実施された日米共同デザーロケット実験で得られたデータを解析した．主

として，電子ビーム放射時のBPD現象，帯電現象及びデザーワイヤー展開時の波動受信

効率の上昇について解析した．この結果，ビーム電流の増加にともない帯電電圧が増大す

るが，あるしきい値をこえると，放電現象が発生し，逆に帯電が抑圧されるということが

わかった．又電子ビームを変調した実験では，その変調周波数と同じ周波数のVLF波動

が励起されたことが見い出された．又本実験は1985年にも実施されることが決まり，これ

らのデータ解析の結果を基に，次期実験の方法について米国共同研究者との打ち合せ会議

を開き，再実験の準備作業を開始した．

　核酸と蛋白質問の基本的相互作用の検出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　清水　幹夫・研究生　米田　茂隆

　地球型生命は核酸と蛋白質から成るシステムであるが，この両者の間には基本的なレベ

ルで相互作用が存在するかどうかまだ明らかでない．複製を支える核酸塩基間の特異的相

互作用に匹敵する，塩基，アミノ酸問の特異的相互作用を親和係数，分子構造といったい

ろいろなレベルで検出する試みが進められている．当研究所宇宙生命科学客員部門の三浦

教授，渡辺助教授，東大薬学部の西村博士，日本電子の永山博士らとの共同研究も軌道に

乗った．紫外，ラマン，NMR法らによる塩基群，円二色，螢光法などによるtRNAを

対象にした実験が行われつつある．一方，この基本的相互作用が地球hでどのように生命

現象につながり，進化していったかという理論的推測も行われ，地球外宇宙生命の存在様
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式の議論との接点が求められつつある．

　彗星大気中の分子素過程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授清水幹夫・糞北村良実

　彗星大気分子の定常的な振舞いの研究に引きつづき，彗星のジェット現象に伴う水分子

の素過程を流体力学的計算を含めて調べつつある．彗星核近傍の小蒸気分布，温度分布が

二次元計算により求められ，ついでイオン分布，水素原子分布へと拡張される予定である．

　彗星核近傍における氷粒子の凝縮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山本哲生・技官足原　修
　彗星核表面から蒸発してきたH20ガスは，核付近における急速な冷却のため，微小な氷

粒子に凝縮することを見出した．粒子半径は約10Aで，その広がりは核のごく近傍から数

100kmに及ぶ．このような氷粒子はハレー彗星探査機によって検出される可能性がある．

理論的にもガスとダストの従来の流体力学に大きな変更をせまる．

　星間雲との遭遇による太陽系外塵の補獲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　山本　哲生

　太陽系形成後，現在までに星間空間から太陽系に流入したダストの総量を見積った．流

入の主要過程は星間雲との遭遇である．流入・捕獲ダクトの総量は5×10－6M．であること，

密度が～10cm－3のうすい雲，および～2×10　cm『3の比較的濃い雲との遭遇がこのうちの

それぞれ1／4を占めることがわかった．

　彗星の形成環境と起源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　山本　哲生

　彗星核の氷組成の観点から，原始太陽系における彗星の形成温度範囲と形成場所を調べ

た．その結果，彗星形成領域は太陽からの距離が14Au以遠，80～110　Auより内側であ

ることがわかった．内側の境界は土星・天王星形成領域に相当する．外側の境界は惑星形

成領域の外である．

　ロケット搭載用赤外分光装置の製作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　伊藤　富造・助教授　中村　良治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　松崎　章好

　昭和60年2月に打上げられるS－310－15号機搭載の赤外分光装置の製作とテストを行

っている．本装置は太陽を光源とする赤外吸光法により成層圏，中間圏における水蒸気の

高度分布を測定するもので，科学衛星「おおそら」とほぼ同時刻の観測を行う．

科学衛星「おおそら」による大気組成成分の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授伊藤富造・助教授中村良治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　松崎　章好

「おおそら」に搭載した大気周縁赤外分光観測装置により中層大気中の微量成分の測定
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を行っている．本装置は太陽光のCO2，　H20，　CH、および03による赤外吸収スペクトル

を観測するもので，衛星の日出，日没時を利用し，汎世界的な分析を得つつある．

　プラズマ中を伝播するソリトンの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中村　良治

地球磁気圏プラズマ中に最近観測されたソリトンは，プラズマ波動の典型的な非線形現

象である．そのソリトンの性質を室内実験により調べている．本年はプラズマが負イオン

を含む時，その密度がある値より大きいと，電位が負で電子密度が粗のソリトンが存在す

ることを明らかにした．

EXOS－D衛星計画の理学面からの実施

籔是嫁寛・教授大林騰
教　授　西田　篤弘・助教授　鶴田浩一郎

EXOS・Dワーキンググループ班員

　地球極域現象を代表するオーロラは，また，磁気圏と電離圏を結ぶ電磁現象の中核をな

す重要現象であるが，磁気圏の物理が判明し，さらに対応する電離圏の様相が解明される

とともに，その成因に関する謎はかえって深まってきた．EXOS－D衛星は，このオーロラ

粒子の源と見られている，地球半径の2～3倍の付近に発達するオーロラ粒子の加速域の存

在について，究明するため，1989年の打ち上げを目ざし計画されている．本年度は，いよ

いよPM製作の初年度として，観測機器の実現性を詳細に検討し，　EXOS－D衛星の具体

的な設計を開始した．

　EXOS・C衛星における惑星プラズマサウンダー

　（PPS）によるプラズマ波動の総合的観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難大家寛・森岡日畷北大’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫃隆博（轟北大゜）

　1984年2月14日打ち上げられたEXOS－C衛星の観測器の一つ，惑星プラズマサウンダ

ーにより，500Hz～20　kHz，のVLF帯から，100　kHz～22　MHzにわたるHF帯の自然

プラズマ波，及び電波の観測に加え，100kHz～22　MHzでの高周波域にて，　RFパルス伝

送をし，電離層構造が観測された．特に，極域において，オーロラ活動にともなう波動励

起現象の様々な姿を明確にする事ができたとともに，地磁気異常帯で，パルス状に生ずる

粒子降下にともなう電磁波の励起が明らかにされた．また高周波プラズマ波動の能動的な

励起，パルス伝送にもとつくエコーの観測等を通じ，オーロラ粒子の降下域における，擾

乱状プラズマ分布に関する立体的な構造を明らかにする事ができた．

EXOS・C（おおそら）衛星による広い緯度にわたる電子密度計測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾大家寛・高橋忠利（蓬北大’）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部重＋（轟北大゜）・技官渡辺勇三

　EXOS－C衛星には，「たいよう」および「ひのとり」衛星で大きな成果を出しているイン

ピーダンスプローブが搭載されている．特にEXOS－Cの場合，その情報伝送量が大巾に改

善されていて，詳細なデータが得られている．観測結果は，グローバルスケールで電子密

度分布を出したが，過去の我国の衛星で行ってきたような低緯度地帯の観測の他，オーロ

ラ域の電子密度分布に関し，擾乱の様相が明らかになった．特に，粒子注入とともに生ず

る極域電離層へのエネルギー流入の機構を明らかにするデータが得られた．

　EXOS・C衛星によるPPSならびにNEl観測から明らかにされた静電的プラズマ衝撃波

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾大家寛・森岡昭（轟北大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘重＋（轟北大゜）

　EXOS－C衛星の進行方向が磁力線方向に関し，0°～45°の範囲に入る時，40　m（tip　to　tip）

アンテナの位置関係に応じ，そのバックグランドレベルを上昇させる波動現象が観測され

ている．この波動のスペクトルの様相は，ESCH波動にかかわる系列的分散性共鳴（fPn）

現象と類似していて，強い非線形性を示していて，その実態が，ソリトン，あるいは衝撃

波にまで近づいて，静電的プラズマ波動で，飛翔体が電離層中のプラズマ中を運動する事

によって惹き起されたものである事が明らかにされた．

　MST－5（PLANET・Aプロジェクト）におけるプラズマ波動観測装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾大家寛・森岡昭（轟北大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三宅亘（轟北大゜）

　PLANET－Aに先行して飛翔するMST－5では，太陽風プラズマ，および太陽風とハレ

ー彗星との相互作用過程を明らかにする目的を，その工学実験の使命以外に携えている．

本年度は，飛翔直前として，観測機器の最終整備と，テストを完了し，発射を待つのみと

なった．なお，この観測は，ICE（米国），　VEGA（ソ連），　GIOTTO（ヨーロッパ）とい

った，諸外国のハレー彗星探査機による観測と共同観測することにより，太陽風プラズマ

や，太陽風と彗星の相互作用プロセスを明確にすることもめざしていて，特に，波動粒子

相互作用に焦点をおいている．

“たいよう”衛星観測データ解析

教　授

高橋忠利（轟北大゜

客　員
　　　　大家　寛・助手小山孝一郎

・森岡昭（轟北大゜）

　1975年に打ち上げられた電離層観測衛星「たいよう」によって観測されたデータのうち，

電r一密度分布，温度分布について，総合的な検討をし，X線放射，ライマンα放射のデ

ーターとともに，データーブックを製作出版する事になった．これにより，我国が，集中

的に進めてきた，低緯度電離層の研究に関し，「たいよう」データーが，広く学界に貢献す

31

This document is provided by JAXA.



る基礎が作られた．

　Geotail衛星搭載用磁力計の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籔墨國分征・G・・t・il鵬計測班

　Geotail衛星に搭載が予定されているフラックスゲート磁力計の開発を進めている．

OPEU－JからGeotailの計画変更に伴い，　NASAからの磁力計と併用のdual　systemに

より測定を行うことになり，このための設計を見直す必要が生じている．

　静止衛星軌道におけるPc　5帯活動の解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨是國分征・石田榔（轟大゜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樋・知之（轟大’）

　GOESシリーズ衛星のデータを用いて，静止衛星軌道におけるPc　5帯の波動の特性の

解析を進めている．この研究の主な目的は，午後側において磁気圏嵐に伴って発生する圧

縮性のPc　5波動の性質を詳しく調べ，この発生機構解明の手掛りを得ようとするものであ

る．これまで，自己回帰モデルによるスペクトルに解析を行ってきたが，圧縮性成分にの

み2倍の高調波が強く現れる場合があるという新しい知見を得ている．

　太陽のダストリングの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川博一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　1983年6月11日のインドネシア日食時に気球高度から近赤外多色測光観測を行った結

果を解析して，太陽中心から約4R◎（R◎は太陽半径）の黄道面上にダストリングが存在

することを確認した．リングは，太陽からの動径方向に約1Rcrn，それに垂直方向にやや小

さいひろがりを持ち，温度は約1300Kである．リング構成物質の有力な候補は100μm程

度の大きさのかんらん石である．

　彗星の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川博一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　彗星塵の物質を同定することを目的として，候補と考えられる鉱物の中間赤外域光学特

性を測定した．特に，種々の天然ガラスの吸収を測定し，吸収のピーク波長，ピーク幅等

の性質が，SiO2の含有量と極めて良い相関を有することを見出した．

　また，昭和59年10月30日に，小研究会「ハレー彗星の物質科学」を開催した．講演数

15，予想を上まわる多数の参加者があった．

月探査計画の準備研究

籔是長谷川Ri一

藤井直之助教授と協力し，月探査のための準備研究を行った．
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　宇宙における固体微粒子生成の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川博一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　星間塵の起源を明らかにするため，質量放出星の周囲での固体微粒｝の生成を理論的に

研究した．考えられる星の場合，放出されたガスが約1000Kに冷却したところで，シリケ

イト微粒子が凝縮する．生じた微粒子が中心星から受ける光圧の効果により，ガスは引続

いて星から放出される．ガスの放出速度回星の光度と，星の質量放出率・微粒子半径との

間に淀の関係がある．観測される前二者の量から推定すると，シリケイト微粒子の半径

は0．09±0．02μmの範囲にある．

　鉱物の反射スペクトルに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井　直之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　月や小惑星表面の鉱物組成を，可視・近赤外反射スペクトルから推定するために，種々

の鉱物種及びそれらの粒径分布などについて組織的なデータの蓄積，また，インバージョ

ンにより鉱物の混合比を求めるために，反射スペクトルの理論的研究を行いつつある．と

くに，惑星探査用測器で必要とされる情報の量と質とインバージョンの精度などについて，

種々の解析が進められている．この研究は，宮本正道氏（東大・教養），斉藤正徳氏（神戸

大・理）及び東　博美氏（神戸大・理・大学院生）らの協力のもとに行われている．

　惑星探査用反射スペクトロメータの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井　直之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　このテーマは，客員教授長谷川博一氏，名古屋大教授水谷仁氏らを中心として提案され

ている，月及び固体惑星探査計画の環として行われているもので，固体惑星表面の地質

学的探査のための反射スペクトロメータの開発研究である．これは，可視・近赤外の反射

スペクトルを高分解能で調べることによって，惑星表面の鉱物種同定を目指すものである．

測器は2次元のCCD受光素子を用い，プッシュブルーム方式による光学系・分光系，簡

単なCPUによるデータ処理系などで構成され，伊東敬祐氏・斉藤正徳氏（神戸大・理）

や東博美氏（神戸大大学院生）などの協力のもとに種々の検討を行っている．現在，概念

設計からプロトモデルを製作し，天体望遠鏡による月面反射スペクトル観測などの基礎的

な性能試験や，得られる情報の科学的意義について解析を進めている．

共通基礎研究系

人エオーロラに関する計算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫・籔是林　真

　SEPAC実験の理論的予測に関し，前年度から進めてきた計算を一応終了し，期待され

る電離率・発生率等をISAS　REPORTで発表した．その後の文献調査により，上記計算

で考慮に入れた素過程以外にも発光に寄与する反応があるらしいことがわかり，若干の追

加計算を行う必要がでてきた．そこで，これとあわせて低エネルギー電r一の寄与の見積り

の精度を高めることとし，電算機シミュレーションの準備を進めている．
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　電離層電子エネルギースペクトルの構造の解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫・助手市村　淳
　ロケット観測によると，電離層における電子のエネルギースペクトルは0．5～2．5eVの

エネルギー領域で熱分布からはずれ，いくつかの山と谷を持つ構造を示している．この現

象を素過程から説明するために，模型的な計算を行なっている．現在，準安定状態にある

大気分子との衝突に伴なう脱励起過程によって高エネルギー電子が作られることが，スペ

クトルの構造の原因ではないかという立場から，検討を進めている．

　極性分子衝突の理論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　高柳　和夫・研究生　和田　尚志

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣澤　　誠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　極性分子同士の低速度衝突による回転励起についてはさきに研究を行ったが，今年は二

つの極性分子間での回転エネルギー移行を調べた．分子が同種のときは，原子とイオンの

問の対称電荷移行からの類推で予想されるように，速度が低いほど大きな断面積になるこ

とが示された．さらに異種分子間のエネルギー移動についての計算を行っている．

　一方，対称こま分子であるアンモニアの低温気体に対して分子衝突断面積を計算しそれ

を使って輸送係数を求める仕事が進行中である．

　中間エネルギーでの分子衝突における回転遷移の理論的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫・奉讐中村正人

　分F衝突において，系のエネルギーが分子の回転定数に比べて十分大きく多くの回転状

態への励起が可能なとき，ある散乱角において，励起が特定の回転状態へ集中する現象

（Rotational　Rainbow）が見られる．我々は東北大学などの実験グループと協力しつつ，

中程度（～102eV）のエネルギー領域での回転遷移および，それと振動励起・解離等の現象

との関係についての量子論的研究を進めている．

　原子衝突による原子イオンの励起

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川　行和・助　手　崎本　一博

　電子衝突による原子イオンの励起過程を広範囲にわたって理論的に調べるために，dis－

torted　wave法による計算コードを作成した．その応用の手はじめとして，　He様および

Be様イオンについて計算を行った．得られた結果は，衝突エネルギーの低いところを除け

ば，かなり精度の高いものである．特に，高電離のイオンについてはほとんどのエネルギ

ー範囲で，また様々な励起過程について，我々の方法は信頼のおける結果を与える．現在，

さらに電子数の多いイオンについて計算を進めている．

原子分子の光電離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川　行和

真空柴外からX線領域の光は原子分子と強く相互作用し，様々な現象をひき起す．近年，
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シンクロトロン放射光の利用が可能になって，この方面の詳しい研究ができるようになっ

てきた．本研究は高エネルギー研放射光実験施設における共同研究の・つとして行われて

いるもので，アルカリ土類原子（Ca，　Srなど）の光吸収による多重電離を調べている．波

長によって2価イオンの方が1価イオンよりもはるかに多量に生成されることがあり，そ

の機構に関して検討を行った．これは，物理学的興味があるだけでなく，応用上も重要な

意味があると思われる．

　多価イオンの関与する電荷移行衝突

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川　行和・研究生　山口　知子

　多価イオンと原子との衝突における電荷移行過程，特に2電子移行の可能性を理論的に

研究している．速度の比較的遅いところを対象として，準分子モデルを用いる．まず，準

分子系の波動関数をできるだけ正確に求めた．現在，その結果を基に衝突断面積を計算す

ることが進行中である．

　原子イオンの電子衝突断面積データの収集と評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川　行和

　昨年度に引き続き標記の活動を行った．これは国際原子力機関（IAEA）が主として核融

合研究のために行っている原子分子データ収集・評価に協力するもので，当該データにつ

いて現状の調査，文献リストの作成，数値データの収集・評価，などが示された．特に，

炭素様イオンについて標準データのとりまとめが行われた．

　宇宙科学が必要とする原子分子データの収集と評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林真・教授高柳和夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川　行和・助　手　崎本　　一博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　市村　　淳

　昨年度に引き続いて窒素分子の関与するデータの収集が行われた．これは，N2の電子状

態等の諸性質，光吸収による電離や解離，電子衝突による種々の過程，についてデータを

集め，吟味した上でデータ集としてまとめるものである．データ収集の段階はほぼ終了し，

現在，データ集として編集する作業を行っている．

　SO，の電子衝突断面積と電子スオームパラメータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　　　真
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授

　イオ，金星の大気中にSO2が発見されたことから，　SO、の電子衝突断面積の値に関心が

強くなった．電子スオームのデータは少いが，そのデータを含め，現在の知見を整理して

いる．

電子と分子の衝突過程の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恩田　邦蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員

低エネルギー電子による分子の衝突断面積は，上層大気の熱収支の解析や気体レーザー
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発振機構の定量的議論には，欠かせない重要な物理量である．ここでは，応用上重要なN2

と0、分子を対象とした．現時点では，ビーム実験でこれら分子の回転励起断面積の信頼で

きる結果を得ることは難かしい．そこで，理論的計算を始め，結果をまとめる段階にある．

　N2分子では，2．4eV付近の入射電子エネルギー領域で共鳴が起り，回転励起断面積も

大きな値を持つ．特に，回転の基底状態（j＝0）から，j＝4への励起現無積が，　j＝2への

励起断面積よりも大きくなっている．この現象の直観的説明は難かしい．そこで，角運動

量の合成に関する議論を通して，この現象が解釈できることを示した．

　イオン分子反応の理論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　崎本　一博

　イオン分子反応を研究する際に，イオンと分子が直接衝突する速度係数kが重要な役割

を持つ．近年，イオンと直線形分子の衝突ではkに簡単なスチール則が成り立つことが見

出された．分子が直線形ではなく，対称こまの形をしていると，一般にkは直線形分子の

場合よりも大きな値になり，かつ簡単なスケール則が成り立たたなくなることが予想され

る．そこで，対称こま型分子の場合について，スケール則がどの程度成り立つものかを調

べている．

　荷電粒子と高励起原子の非弾性衝突の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恩田　邦蔵（上智大）・研究生　和田　尚志

　入射イオンの速度が，高励起状態にある電子の古典的軌道速度と同程度となる低速度衝

突で，表記過程の断面積は，n4・」～5・3のような主量子数n依存性を示すことが実験的に得ら

れている．従来の理論では，原子の幾何学的大きさ（n4に比例）程度より大きくなること

は説明できない．それは，異なるnの状態問の結合が，現象に寄与しないとしているため

と思われる．そこで，これを改善するための理論を展開し，これから数値計算をはじめる．

　一方，電子との衝突による遷移レL〆1ノで，有効主量子数の差v’一レを一定にし，レま

たはv’を整数に置き変えると形状因子の動径積分が解析的な形になることから，内挿法を

用いて非整数のり，ガに対しても遷移確率を見積ることができる．当面Born近似を用い

主量子数nが大きい（＞100）状態間の励起断面積の計算を準備中である．

システム研究系

　システムエ学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・教　授　長友　信人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・助教授上杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官林　紀幸・技官桜井洋子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　荒木　哲夫・技　官　東　　照久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　富田　　悦・技　官　中部　博雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　山脇　菊夫

　信頼性，安全性確保と形態管理のための資料整理，情報交流，打ヒげ作業，地上試験な

どの合理化を推進している．特にロケットの点火タイマ系管制盤の改良，データ収録装置

による地上燃焼実験データの高精度高能率処理に成果がみられた．また将来計画の打上げ
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方式の検討が続けられたほか，将来の大型打上げロケットのシステム計画が進められた．

　固体ロケットモータの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉鎗二郎・研究生　土井　隆雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手高野雅弘・奉糧山本F＃一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官荒木哲夫・糞騰康利

　（振動燃焼）　内部流速の大となる燃焼初期の線形安定限界を厳密に数値計算により与

え，更に燃焼面インピーダンスを実験的に簡略に求める方法を追究している．

　（混相流解析）　燃焼室内部からノズル迄の流れを一貫して扱うプログラムを開発中で

ある．又，アルミナ粒子を各種実用モニターより採取し基礎データを得た．

　（推進制御機構）　首振りノズル，伸展ノズルにつき機構上の研究がなされ，LITVCの

ノズル内流れの可視化で現象の解明がなされた．

　（点火）　点火過程の総合解析を進め設計基準の確立に役立てつつある．

　（残留推力）　加速度場と残留推力の関係に着目し主として実験的研究を進めている．

新形式マイクロスラスタの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉鎗二郎・研究生　土井　隆雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渥美　正博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　液体金属を用いたMPDアークジェットの特性解明，スプレージェットの実用研究，直

熱式電熱ヒドラジンスラスタの可能性研究が行われた．

　MS・T　5／PLANET・A計画の惑星間軌道修正に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　敏充・教　授　松尾　弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　上杉　邦憲・助　手　的川　泰宣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　横田　博樹・助　手　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官前田行雄・李糧功刀信人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　信明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　MS－T　5／PLANET－A探査機のターゲットは，ハレー彗星であり，到着時刻は固定され

ておらず，したがって惑星間軌道修正に，オペレーション上の1自由度を残すことになる．

本研究は，この自由度により，探査機の姿勢，燃料の制約を，遭遇時の距離誤差とバラン

スさせて，軌道修正計画を検討しているものである．

MS－T　5／PLANET－A計画の姿勢制御と軌道計画に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　敏充・教　授　松尾　弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　上杉　邦憲・助　手　的川　泰宣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　横田　博樹・助　手　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官前田行姫奉嘩功刀信人
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　信明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　惑星間探査機であるMS－T　5／PLANET－Aでは，その巡航姿勢が，星センサ，太陽角，

地球角により拘束されるため，その飛行軌道の選択もこれを考慮して選択されなければな

らない．本研究は，この2種類の要請を両立させるべく，評価，設計を行っているもので

ある．

　M3SII型ロケットの姿勢制御と空力荷重の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・教　授　松尾　弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中谷　一郎・助教授　小野田淳次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手川・淳一郎・李学笙細泰弘

　新設計のM3SII型ロケットは，従来に増してその柔軟体としての性質が顕著であり，

姿勢制御系により，もたらされる釣り合い迎角の大きさによっては，機体の破壊を生ずる

可能性があった．本研究では，この空力弾性的な荷重制限という観点から，姿勢制御系の

妥当性を評価検討している．

　深宇宙軌道決定プログラムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　敏充・助　手　山田　隆弘

　MS－T　5／プラネットーA用深宇宙軌道生成および軌道決定プログラムの研究を行い，そ

の開発を一一応完rした．

深宇宙軌道制御プログラムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　敏充・教　授　松尾　弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手的川泰宣・技官前田行雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手川口淳一郎

MS－T　5／プラネットAの軌道制御プログラムの研究を行い，その開発を一応完了した．

M3SIl型誘導プログラムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　敏充・助　手　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　前田　行雄

MS－T　5／プラネットーA打上用　M　3　S－II型ロケットの最終段誘導プログラムの研究お

よび開発を行い，特に目標値および制御量初期値を表形式に準備することによって，同プ

ログラムの高速化および解の安定化を達成した．

大重量気球の放球方式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村　純・教授広沢春任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　秋山　弘光・技　官　並木　道義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手岡部選司・技官高成定好
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　松坂　幸彦

観測機器の大型化にともない，大重量機器を安定に放球できる「立上げ放球方式」を開

38

This document is provided by JAXA.



発し，この方式を発展させた形の放球方式の検討を行ってきた．

新ブーメラン方式による長時間観測システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村　 純・教授広沢春任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山上隆正・助手藤井正美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　狛　　　豊

　従来のブーメラン気球を発展された「新ブーメラン気球」方式の検討を行い実行に移し

ている．「新ブーメラン気球」は気球を通常に上昇させ水平浮遊後長時間観測を行い，つい

で高度を下げて西風の強い中高度にとどめ東方に進行させ観測地点付近において回収する

方式である．この方式により，従来のブーメラン気球と比較してバラスト搭載量を軽減す

ることができる利点がある．

　気球観測器の方向制御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　　純・教　授　広沢　春任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手太田茂雄・技官狛　豊
　従来の“よりもどし方向制御”は観測に数多く利用され，いくつかの成果をあげてきた

が，指向精度がやな不十分であった．このため“リアクションホイール”による新しい方

式の研究開発を行ってきている．昭和58年度に実行したインドネシアの日食気球観測では

数秒角の精度で観測を行うことができた．

　高エネルギー　一次電子の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村　純・助手藤井正美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平良俊雄（神奈川大・工）・小林正〔享酬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会津英磁奈奨〕・野村良志磁関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丹生鵡大’）・西尾昭男（京大・教養）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧野みつ子曜大）

　米国との協同実験でエマルションチェンバーを用いて1012eVをこえる高エネルギー

電子の観測を行っている．このようなエネルギーの高い領域での電子の発生，銀河内の伝

播等についての研究を行っている．

ガンマ線バーストの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村　純・助手藤井正美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山上隆正・助手村上敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　李嘩加藤政博・李纏騰真之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾罐一郎・村上浩之礎大）

ガンマ線バーストの発生機構，特に従来観測の行われていなかったX線領域に焦点をあ
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て科学衛星「はくちょう」により観測されたバーストの解析を行っている．

　またASTRO－C搭載予定のガンマ線バースト検出器についてはアメリカのロスアラモ

ス研究所との協同研究を行い研究検討を行っている．

　放射線飛跡検出用プラスティック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村　純・助手藤井正美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林正（青山大　理）

　放射線検出用プラスティックCR　39につき，種々添加物を加え，特性のよい放射線検出

用プラスティックCR　39を得るべく研究を行っている．すでにHCBを添加したCR　39

ではエッチング特性のきわめてよいものが見出された．

　地磁気姿勢制御の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村　　純・教　授　雛田　元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手塚本茂樹・助手横田博樹
地磁気姿勢制御についての一般的な定式化がなされ，最適化され且つより効果のあるア

ルゴリズムが，他と比較した具体例と共に示された．

　スプレイスラスターの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・教　授　雛田　元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　安田　誠一・研究生　土井　隆雄

　揮発性液体を推進剤とするスプレイスラスターシステムの性能解析が実験的に進められ

ている．スプレイスラスターは，密度インパルスが大きいため，回収体などの小型姿勢制

御用スラスターとして有望である．

ロケットモータの爆発特性の研究

　ロケット打上げ実験の保安管制上から，

項の一つであり，従来より理論，実験両面より研究が進められてきた．

　今年度は，爆破時の破片の分散特性について理論的研究が行われ，破片の保安距離につ

いて外国等で実用されている方式と等価で，我国の基準となるべき方式が提案された．ま

た，爆風圧伝播について内之浦実験場の地形を念頭におき，地形などの条件による効果に

ついての理論的研究が行われた．

　教　授　秋葉鎗二郎・教　授　雛田　元紀

技官荒木哲夫・糞江・昭猶

李糧罐浩・奉嘩細｛・…一

ロケットモータ爆発特性の把握は最も重要な事

大型ロケットの安全計画

授
授
授

教
教
教

野村　民也・教　授　倉谷　健治

秋葉鎗二郎・教　授　雛田　元紀

松尾　弘毅・助教授　上杉　邦憲
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　的川　泰宣・助　手　塚本　茂樹

　新しく開発されたM－3SII－1号機ロケットの安全計画を策定し，宇宙開発委員会第3

部会の審議を経て，60年1月打上げ実験に備えた．

　パラシュート開傘運動解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授雛田元紀・助手稲谷芳文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田端　正記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　パラシュート開傘時の運動を流れ場を含めて解析し，パラシュート傘体の荷重分布等有

用な結果が得られた．

観測ロケット実験の安全性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　雛田　元紀・助　手　塚本　茂樹

　観測ロケットの落下危険区域の設定法，飛しょう径路に及ぼす風の影響の修正法，飛し

ょう分散の推定，飛しょうに伴う落下危険率，人命損傷率などの算定などの研究を行うと

ともに，飛しょう安全を管制するシステムとしての飛行安全監視システムの充実に努めて

いる．

　希薄気体力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　雛田　元紀・助　手　塚本　茂樹

　低密度風洞（マッハ4，静圧10～100μHg）を用いて，超高層飛行及び超高層観測に関

連する気体力学の問題を研究している．とくに希薄気流中における飛しょう体（科学衛星，

揚力飛しょう体模型など）の動的空力特性について研究を行っている．

　観測ロケットの空気力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田　元紀・助　手　塚本　茂樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官平山昇司・糞山下範夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田　　猛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　宇宙観測ロケットの飛しょう特性，特に安全性に関する空気力学の問題を研究し，これ

を実際のロケットの設計に応用している．

　今年度は，M－3SII型ロケットについてこれまでに得られた結果を見直し，万全を期し

た．

　基礎的な研究としては，ロケット頭部における揚力持込み現象効果について数値計算を

行った．

飛行安全監視計算機システムの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授野村民也・教授雛田元紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　塚本　茂樹

　飛行安全監視計算機システムは，実用化の段階にあるが，更により効果的なシステムに

するための改善が試みられつつある．その一つとして今年度は判断系自動化のソフトの開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41
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発が進められた．

　回収システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・教　授　西村　　純

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・教授雛田元紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾　弘毅・助　手　秋山　弘光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　塚本　茂樹・技　官　並木　道義

　開傘荷重軽減のため，近い将来主傘のリングスロット傘を1段階リーフィングで用いる

計画である．このためこれまでの回収システムを荷重の面から見直し，改めて設計された．

　このシステムの予備試験として60年5月大気球による実験が計画され，この試作が行わ

れた．

　3次元大迎角の物体の周りの流れの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・大島裕子（お蕩大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃＋￥石井良夫・講讃竹内俊二

　宇宙空間よりの回収体のように，鈍い形状をしている物体が，大きい迎角で飛行する際

の流れを，数値的に解析し，風洞実験，水槽実験と比較した．

　渦輪の生成と崩壊の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一鳩裕子礪大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉嘩野・利彦

　静止流体中に一定量の流体塊を射出して作った渦輪の生成・崩壊を実験的に測定し，ま

たナビエ・ストークス方程式の数値解と比較した．これにより乱流の発生の素過程につい

ての知見が得られた．

　数値流体力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・奉嘩井筒直樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李嘩坪井一洋

　渦系近似法，有限要素法によって，非定常・非圧縮性粘性流を解く手法を比較検討し，

特に鋭い後縁を周る場を検討した．また一定回転数で回転している楕円翼の周りの流れを

渦系近似法で解析した．特に，流れ場の映像表示の手法を改良した．

回転翼周りの流れの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・李筆摘直樹

2次元楕円翼周りの流れを数値的方法により解き，種々の回転数で回転している場合に
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ついて解き，平均モーメントを求めて，自励回転の起る条件を求めた．また，50cm×50　cm

回流水槽中の曳航模型による実験，1．6m風洞による試験を行った．

　宇宙環境試験法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　大島　耕一・技　官　徳永　好志

　衛星やその部品のスペースチェンバによる熱真空試験，ロケット回収体の高空における

空力特性の低圧風洞試験，同じく低圧風洞によるロケットの高空性能試験方法，試験装置

の改良，開発を行った．

　新しい概念による伝熱・集熱装置の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・醜墨fJ・・M〈辮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上正秀（羅杢）・根岸完二〔奎興〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餌取寛次（宮堕大）・大島裕子礪大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松下正鴎璽〕

　ヒートパイプなどの相変化をともなう過程，液体ヘリウムの起流動状態における伝熱過

程などの素過程を，理論的・実験的に研究し，このような熱力学過程を利用した伝熱・集

熱装置の開発を行う．

電子機器の温度制御法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一・灘費竹内俊二

　節点解析法によって電子機器の温度設計計算を行う手法を開発し，単純化した熱モデル

を製作し，その温度特性を測定し，節点法による結果と比較・検討した．

　飛翔体まわりの剥離流れの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授桑原邦郎・掛鰍（是大i）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信太　良文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　大迎角ロケット，あるいは有翼飛翔体まわりの流れのように大きな剥離がある場合の圧

縮性の流れを，ナヴィエ・ストークス方程式を直接差分法を用いて解き，その特性を調べ

ている．同時に，極めて非定常的であるこのような流れを精度よく効率的に解く方法の研

究も行っている．

熱対流の数値解析法の研究

助教授桑原邦郎・河村哲也（事大’）

受　託
　　　　増田　幸一
研究員
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　温度差が小さい熱対流は，特別の問題なしに，ブシネスク近似を用いた通常の差分法で

解くことができるが，温度差が大きくなると，圧縮性の影響が直接入りむつかしくなる．

ここでは，どんなに高い温度差があっても安定に精度よくかつ能率的に解を求める手法を

研究している．また，渦系近似法による熱対流の解析法も同時に調べている．

　パラシュートまわりの流れの数値的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授桑原邦郎駕禽〕R・H・X・〉／デス

　パラシュートまわりの流れを3次元離散渦法を用いて調べている．透過性を入れること

により，どの程度安定化できるかを中心に研究をしている．また，まだ未完成の3次元離

散渦法の改良も同時に誠みている．

　循環制御翼の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論費糊龍太郎・助搬桑原邦郎

　吸い込みによって循環制御することにより高揚力を得るためには，どのような型の翼型

がよいか，吸い込み量はいかにあるべきか，どの位置に吸い込みをおくのが効率的か等を

実験によるよりはるかに経済的である数値計算によって調べている．

高レイノルズ数流れの数値解析法の研究

助教授桑原邦郎・需煮姫野龍太郎

河村哲也（室大゜）

　数値計算によって求めることがむつかしい高レイノルズ数の流れを精度よく効率的に求

める手法を開発し，実際の問題に適用して流れ場を調べることを目的としている．高精度

の上流差分法でレイノルズ数106程度までの流れ場が安定的に求まることがわかってき

た．また有限要素法への拡張も試みられている．

　科学衛星計画のミッション解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾　弘毅・助　手　的川　泰宣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　周東三和子・技　官　前田　行雄

　科学衛星計画のミッション解析を行い飛しょう計画を立案した．とくに第11号科学衛星

ASTRO－Cおよび第12号科学衛星EXOS－Dについて軌道投入方式と軌道投入能力にっ

いて検討を行った．

M－3Sll－1号機の飛しょう計画
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　M－3SII－1号機の飛しょう計画を策定した．各段点火・分離秒時および各種制御系の開

始・終了秒時を設定すると同時に，KSCの冬期風モデルに基き飛しょう時動荷重，フレオ

ン消費量等を考慮して最適な姿勢基準履歴すなわち最適軌道を決定した．

　小型気象ロケットに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾　弘毅・教　授　雛田　元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　高野　雅弘

　小型気象ロケットの開発を行った．原型のMT－110型の打上げ実験は高度不足に帰した

が，代替機のMT－135　A型は打上げ結果により所定の高度60　kmを超える見通しを得た．

　空力制動型軌道間遷移に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・糞川島靖人

　軌道面変更を含む軌道間遷i移について空気力を用いることによる利得を研究している．

とくに大気中の運動部分に簡略化したモデルを用いることにより簡便な評価法を検討して

いる．

　月多重スウィングバイに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅・李輝細聖二

　高精度の3体モデルを用いて月多重スウィングバイとパーキング軌道を用いた場合の実

行手法について研究を行っている．

　月・惑星探査機のシステム設計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　上杉　邦憲・助教授　二宮　敬度

　月のダブル・スウィングバイ軌道を用いる探査機として計画中の工学実験衛星

（MUSES）およびGEOTAIL衛星のシステム設計を開始した．本年は予備段階として許

容重量，電力の条件下におけるシステム構成の検討を行っている．

　ヒドラジンSJの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・助教授　上杉　邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　高野　雅弘・技　官　安田　誠一

Mロケット第2段姿勢制御エンジン開発の一環としてM－3SII型SJ用の150Nスラ

スト・ヒドラジン・スラクターを完成し，飛しょう時の3軸制御およびスピン・アップを

シミュレートした長秒時噴射試験によって性能確認を行った．

　惑星間航行用制御エンジンに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎・助教授　上杉　邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手高野雅弘・技官安田誠一
　惑星間航行ミッションにおいて速度修正，姿勢制御を行う制御エンジンシステムの開発

研究を行っている．本年はMS－T　5／PLANET－A搭載用3Nスラスターシステムを完成
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した他，将来の探査機用として20N級スラスター及びブラダーを使用しない燃料タンク

の予備検討を開始した．

　ヒドラジン用触媒の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎・教授岩間彬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・助教授　上杉　邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手高野雅弘・技官斉藤敏
サイドジェット装置，姿勢制御エンジンに使用されているヒドラジン分解用触媒国産化

のため，材質，製作法の異なる3種類の試作品を製作した．オープン・カップ試験によっ

て反応特性を確認の後，一部をスラスターに充填して燃焼試験を実施する予定で準備を行

っている．

　SJ用電磁弁の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授上杉邦憲・助手高野雅弘
サイドジェット装置に使用されているヒドラジン用電磁弁国産化のため，試作品を製作

し，気密試験，流量試験，電流波形試験等を行っており，飛しょう型電磁弁開発の基礎デ

ータを取得中である．

新型ワイヤーカッターの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　上杉　邦憲・技　官　斉藤　　敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　大西　　晃

2．5㎜φSUSより線を切断するカッターの製作を完了し，飛しょう用資格認定試験を

実施中である．衛星への供用開始はASTRO－C（Yo－Yoおよび太陽電池パドル展開用）

を予定している．

宇宙輸送研究系

　観測ロケット計装に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　今澤　茂夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　平田　　安弘・技　官　山脇　菊夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官中田　篤・技官吉田邦子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富澤　利夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補佐員

　搭載機器の計装と関連して，振動・衝撃・スピン・動釣合などの環境試験法に関する研

究および試験条件の検討に資するための機体性能計測器に関する研究を行っている．本年

度はM－3S　II型に搭載する衛星の環境規準について過去のMロケットの計測結果より検

討した暫定値を用いてMS－T　5の試験を実施した．機体計装部については引続き見直しを

進めている．計装に関してはM－3SII－1号機について検討を完了した．

飛しょう体の構造動力学

助教授　小野田淳次郎・技　官　橋元　保雄

技　官　中田　　篤

46

This document is provided by JAXA.



　科学衛星打上げ用ロケットについて機体の動特性の評価を行い，制御系の設計等に資す

るとともに，ランチングオフ，風等に伴う機体の運動と荷重について研究を行っている．

　科学衛星打上げ用ロケットの構造と機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　市田　和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　橋元　　保雄・技　官　喜久里　豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　中田　　　篤・技　官　内田　右武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富澤　利夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補佐員

　M－3SII型ロケットの構造要素としてのキックモータケース，各段接手，大型ノーズフ

ェヤリング，尾翼，尾翼筒および大型サブブースタ切離し機構などについて研究開発を行

っているが，今年度は1～2段接手および尾翼筒の破壊試験，3段～キックモータ接手のス

ピン切離し試験を実施した．またノーズフェヤリングは開頭条件の変更により再度確認の

ため開頭試験を行い，その後破壊誠験を実施した．

　また，59年1月には，ST－735－1号機によるサブブースタ分離試験を実施し，　M－3SII

型用に新規開発したサブブースタ分離機構の飛翔状態での計画通りの機能の確認を行っ

た．

　科学衛星打上げ用ロケットの構造と機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　市田　和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　橋元　　保雄・技　官　喜久里　豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　中田　　　篤・技　官　内田　右武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富澤　利夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補佐員

　M－3SII型ロケットの構造要素としてのキックモータケース，各段接手，大型ノーズフ

ェヤリング，尾翼・尾翼筒および大型サブブースタ切離し機構などについて研究開発を行

っているが，今年度は1～2段接手および尾翼筒の破壊試験，3段～キックモータ接手のス

ピン切離し試験を実施した．またノーズフェヤリングは開頭条件の変更により再度確認の

ための開頭試験を行い，その後破壊誠験を実施した．

　飛しょう体の機体計測に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　今澤　茂夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官中田　篤・顯解利夫

　飛しょう体の開発計画の一環として，その飛しょう時の機体各部の状態および挙動を計

測するためのシステムの開発，取得データの解析および処理方式の研究を行っている．今

年度は主としてM－3SII－1号機の計測について検討を行った．また有翼飛しょう体の計

測方式の検討を着手した．

環境試験方式の開発研究

助教授　小野田淳次郎・助　手　今澤　茂夫

技官平田　安弘・技官中田　篤
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富澤　利夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補佐員

　飛しょう体および人工衛星の環境試験，特に動電型振動試験装置による振動・衝撃試験

方式について計算機の制御方式によるランダム振動試験，単一波形の衝撃試験法のシステ

ムを完成し，また供試体の複数点の取得データの処理方式，グラフィック化の研究を行っ

ているが，前年度に引続き大型計算機とリンクし処理能力の向上を行うことを進めた．

　パドルの展開機構の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・教　授　雛田　元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　今澤　茂夫

　センサ，太陽電池パネルなどは打上げ時に収納しておき，軌道上で展開する方法が必要

で，そのための技術開発を進めている．本年度は引続きASTRO－C用パドルの基礎設計検

討，多段折式パドルの検討を行った．

複合材料構造の最適化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小野田漱郎・纏合孫継桐

　CFRP等高強度・高剛性複合材料を前提として，宇宙用構造要素の最適化，特に座屈を

考慮した三角グリッド円筒の最適設計，積層円筒殻の最適種層構成に関して研究を行って

いる．

　二次元展開トラスの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助　手　市田　和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　橋元　保雄

　宇宙用大型アンテナ，大型構造物等用の新方式展開トラスを考案し，試験用モデルを試

作し研究を進めている．

　液水／液酸タンク共通隔壁の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎・助教授　棚次　亘弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手市田　和夫・助手今澤茂夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　成尾　　芳博・技　官　加勇田清勇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　小林　　清和・技　官　平山　舜司

　液水／液酸ロケット用タンクの共通隔壁製作上最も難点とされることの一つは漏洩の問

題であり，接着構造では接着部での気密性の保持確保のために高度の技術が必要とされる．

そこで液酸側圧力が液水側に比べて常に高いか同等となるオペレーションを前提に，接着

部で気密保持を必要としない製作容易な構造様式の共通隔壁の開発を行っている．

M型ロケット発射装置の動特性の計測
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　M型ロケット発射装置は昭和57年度完成し，M－3　S型2機の打上げに際して発射時の

諸特性を計測し本装置が機能および機械的特性について計画通りあることを確認するとと

もにM－3SII型に対しての諸データが得られた．本年度は引続きM－3SII－1号機iの打h

げに際して同様の計測を行い資料を得る予定である．

　飛翔体の剥離と乱流に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小口伯郎・助手井上　督
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　佐藤　俊逸

　飛翔体に付随する流れの基本的特性を明らかにするために，開口比の異なる網を使って

乱流勇断流を作り，その構造と特性を，主として流れの可視化により，実験的に調べた．

また渦系近似法を用いた数値的な流れの模擬を行い，実験と定性的に良い一致を得ること

ができた．

パラシュート型物体まわりの流れの数値解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小口伯郎・助手井lt　督
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤井　裕一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　パラシュート型状をもつ二次元多孔質物体まわりの流れの諸特性を，渦系近似法を用い

て，数値的に解析する試みを行っている．

気体力学における数値シミュレーションの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小・伯郎・李襟細徹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　雅也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

パラシュート回りなどの非定常な流れを数値的にシミュレートすることを行っている．

また，そこで必要とされる技法の開発を行っている．

　有翼飛翔体の自由飛行の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　小口　伯郎・助教授　安部　隆士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　船曳　勝之

　自由飛行発射装置を用いて，有翼飛翔体の自由飛行時における特性の把握とその問題点

の解明を行っている．

　ショック・チューブによるガスダイナミック・レーザーの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小口伯郎・助手船曳勝之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大上　　浩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　既設の高速バルブ型ショック・チューブをコンピュータ制御で操作できるように改良し，

GDL（ガスダイナミック・レーザー）用ノズルの特性試験を行っている．

レーザーによるPropulsion　Systemの解析
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授安部隆士・峯墾畑和三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞河内宏道

　レーザー推進の基礎となるレーザーによって維持される燃焼波について，解析を行って

いる．

有翼飛翔体の低速空力特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授小口伯郎・助教授安部隆士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　船曳　勝之

有翼飛翔体の発射上昇時の空力特性を把握するために，S－520をブースターとした模型

について低速風洞試験を行った．

　有翼飛翔体の大迎角空力特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　辛島　桂一・助　手　佐藤　　清

　有翼飛翔体S型実験機の原型模型を用いて航空宇宙技術研究所の1m×1m超音速風洞

で実験を行い，大迎角における6分力空力特性の測定を行った．迎角の変化範囲は0°～40°

であるが，この範囲では顕著な失速が認められず，既に得られている小迎角に関する宇宙

研データとの連続性も良好であるとの結果を得た．

　回収体の動安定特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　辛島　桂一・助　手　佐藤　　清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　谷勝　達哉

　回収体がその重心回りに比較的大きな振幅で非線型縦揺れ振動を行う場合をとりあげ，

振動特性と物体形状との関係を明らかにし，動安定力特性の評価方法を検討する目的で研

究を行っており，風洞実験で振動データを集収している．

大迎翼角まわりの流れの数値シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授鵯桂一・李糧越岡康弘

失速状態になる程度に大きな迎角をもつ翼のまわりの流れの数値シミュレーションを行

い，剥離の構造や粘性一非粘性干渉効果を明らかにする目的で研究を進めている．

　3次元任意形状物体まわりの流れの数値解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辛島桂一・研究生小野寺孝三

　3次元物体まわりの非粘性流の数値シミュレーションを目的として研究を行っており，

物体形状に適応し得る計算格子を作成し，有翼飛翔体をよぎる亜音速流の計算を進めてい

る．

飛翔体構造材料の1鍍と靱性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・助教授　栗林　一彦

マルエージ鋼などの飛翔体構造材料の強度と靱性の改善を目的とした研究．特に加工熱
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処理による強靱化，および溶接継手効率の100％近くまでの向上を目標とした研究を行っ

ている．

　18　Niマルエージ鋼の水素脆性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授堀内　良・助教授栗林一彦
　ロケットテヤンバー用18Niマルエージ鋼（HT　210）の水素脆性感受性の熱処理による

改善を目的とした研究を進めている．

　マルエージ鋼のマルテンサイト組織におよぼす熱処理の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・助教授　栗林　一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岸本　喜芳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　マルエージ鋼の強度を高めるためにはより微細なマルテンサイト組織を得ることが必要

と考えられるので，熱処理過程とマルテンサイト組織との関係，特にオーステナイトの未

再結晶状態からの熱処理のマルテンサイト組織へおよぼす影響を結晶学的に検討してい

る．

　分散強化合金の高温における強化機構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・助教授　栗林　一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸　一洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　第二相粒子を分散させた分散強化合金の強化機構はマトリックスより粒子が固く，粒子

と転位の相互作用が反発型であることを前提として解析が進められてきた．しかし粒子界

面で拡散緩和が生じるような高温では，粒子と転位の相互作用が吸引型となる可能性があ

る．このため，偏晶合金を利用して軟質粒子を分散させたモデル試料を作製し，転位と粒

子が吸引型の相互作用を持つ場合の高温変形応力の解析を進めている．

　Mechanical　Alloyingによる耐熱アルミニウム合金の製造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良

　高エネルギーボールミルにより合金粉未を混合，融着，粉砕することにより分散相の微

細分散をはかった新しい耐熱アルミニウム合金を開発することを目的としてMA合金の

性能とmillingの条件の関係を検討した．

　高温における変形と破壊に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良

　高強度材料は高温で粒界割れに基づく著しい延性低下を示すことが多い．本研究では

AI－Mg合金をモデル材料として，この高温脆性の現象の整理と原因の検討を行い，粒界移

動に伴う粒界の波状化とこの粒界の粒界すべりによる応力集中がボイド形成に主要な役割

を演じていることを組織的に明らかにした．

粒界すべりに関する研究
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授堀内良・李糧高橋徹

　粒界すべりにおける粒界転位の役割を明らかにし，粒界すべりを確立するため，方位制

御された亜鉛双結晶による測定を進めている．

　耐熱性高分子材料をマトリックスとした複合材料に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授堀内　良・技官横田力男
　複合材料のマトリックスとしては通常はエポキシ樹脂，特に耐熱性を必要とする場合は

フェノール樹脂が用いられている．耐熱性の改善には芳香族アミド系，イミド系が有望と

思われるが，これらの耐熱性高分子は溶剤に溶けにくく，これまでは複合材マトリックス

としてはほとんど用いられていない．このため，これらの耐熱性高分子の特性を損わずに

溶剤に可溶化する方途を中心に検討している．

　カッターの信頼性向上に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・技　官　森本　三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斉藤　　敏

　カッターの信頼性を確保するため，刃先角度等の形状，および刃とアンビルの材質，熱

処理等について改善を進めてきたが，その成果を踏まえ，さらに多芯ワイヤ切断用の大型

高性能カッターの開発研究を進めている．

　高圧溝構造燃焼器の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　　良・技　官　斉藤　　敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　三浦　康弘

　10トン溝構造燃焼器の試作，大気燃焼試験の成果を踏まえて，将来の高圧エンジンに対

応すべく燃焼室内外筒への高強度材料の適用，拡散溶融接合法の最適化，製造技術の改良

等の開発研究を進めている．

　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙推進研究系

　衝撃波管による高温反応速度の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　倉谷　健治・助　手　小倉　啓男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢野　敬幸（橋大）

　化学衝撃波管を用いて炭化水素＋窒素の始原大気系からのHCN生成機構を研究してい

る．メタン，アセチレンを用いての実験を終了し，コンピュータシミュレーションによる

解析を続行中である．

　反応速度定数の集成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　倉谷　健治

　当研究所で行われた高温反応での実測値と照合するためにシミュレーションを実施して

いるが，その際に必要となる各素反応速度定数を選定するため，C1化合物，　C2化合物の寄

与する反応速度をマイコンを用いて集成を終り，現在C3，　C、化合物の一部をまとめつつあ

る．
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高圧エンジン用基礎定数の理論的計算

教　授　倉谷　健治・小竹

佐野妙子（東海大Y　研）

進（事大’）

　将来型の高圧液水／液酸エンジン設計に必要な熱力学諸定数値，例えば熱伝達係数，粘性

係教および燃焼性能値（比推力，特性排気速度等）の理論的計算，並びに再生冷却管路に

おける伝熱の理論計算を実施中．

液水エンジンシステムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　倉谷　健治・助教授　山下　雅道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　丸田　秀雄・技　官　小田　欣司

　液水ステージのアンクシステムおよびエンジンシステムのオンボードシーケンサ，プロ

ペラント消費制御等を主として担当するほか，各種計測量の実単位表示を実施して運転作

用モニタに供すべくマイコンによるデータ処理も行っている．

　赤外多光子解離反応の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手小倉啓男・矢野敬幸（一橋大）

　1，2一ジクロルエタンのフッ素要換体の赤外多光子解離反応のガスセル実駅験を行なっ

た．反応機構を明らかにするため，反応生成物のエネルギー依存性，圧力依存性，添加物

効果等の実験を行なった．その結果，HCL，　HFの分子脱離が主反応であって，生成した

ハロゲム化エチレンは準連続領塔域の高振動状態に励起されているので，励起波長に無関

係に後続の赤外光子を吸収し，更にHCI，　HF分子脱離する他，塩素原子で脱離する過査

も並行して起っている事が明らかになった．

気体分子凝縮の素過程

助教授　山下　雅道・小竹

佐野妙子（東T）

進（東大・

H）

　気体凝縮の初期過程を明らかにするため，超音速自由噴流を用いて，温度・密度が急激

に低下する流れの中での気体分子　dimerの生成過程を実験的に調べた．多分子系の

Molecular　Dynamics法および3分子系の古典軌道一モンテカルロ法により，　dimerおよ

びclusterの生成・消滅について計算機実験を行い，分子の物理化学的性質と凝縮素過程

の関係を研究した．

　エレクトロスプレイの基本特性と応用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　山下　雅道

　高電界中で液体が帯電した微細液滴となり噴霧することを利用して，従来の方法ではイ

オン化が困難な極性分子，熱的に不安定な分子を溶存液中から直接イオン化する方法を開

発した．このエレクトロスプレイはイオンロケットへの応用も考えられ，また生化学，医
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学的に興味をもたれる化学種の質量分析に有用である．

宇宙エコシステムにおける物質流の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授山下雅道・谷田沢道彦（養大゜）

　地球外宇宙に新たな人類社会を建設するために，閉鎖生態系における物質の循環流につ

いて調査，基礎研究を行った．生物の宇宙環境での生理・生態，新しい視点から把え直し

た農業体系，物理化学的な物質変換と環境制御など検討し，エコシステムの構築とその安

定性について考察している．

　コンポジット推進薬におけるボンディング剤の作用機構に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授岩間彬・糞堀恵一

　ニトラミンおよびその誘導体を主成分とする数種のボンディング剤について作用機構を

明らかにするため，過塩素酸アンモニウム単結晶とバインダ（ボンディング剤を含む）と

の異面を観察，分析するとともに，バインダの機機的性質を計測した．

　マグネシウム／テフロン系点火剤の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授岩間　彬・技官山谷寿夫
　バイトンを結合剤とするマグネシウム／テフロン系点火剤を開発して着火性能を明らか

にする目的で，実験を行い，基礎的なデータを得た．

　ゲル化LPG単一滴の燃焼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　岩間　　彬

0／Wエマルションおよびわく組構造形ゲル化LPGを単一滴で加圧雰囲中で燃焼させ

た．これらは燃焼特性が従来全く知られていない燃料であり，多くの有用な燃焼データが

得られた．

　石炭／石油／水エマルションの燃焼特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　岩間　　彬

　貯蔵安定性が優れた標記燃料を開発し，単一自由落下滴のミクロ爆発による微粉体の分

散を観察した．石炭を国内，外国炭のなかから数種選び，それぞれの特徴を調べた．

　富酸素空気分離膜の燃焼器への応用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　岩間　　彬

　新たに開発された空気分離膜を用いCFR火花点火およびディーゼル機関に応用し，燃

焼排気特性，ノッキングへの影響，燃料消費率の改善などを実験で求めた．

　高圧酸化性雰囲気におけるグラファイトの燃焼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　岩間　　彬・技　官　青柳鐘一郎

　薄い板状グラファイトを純酸素および不活性ガス雰囲気のなかで着火・燃焼させ，着火
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温度と火災伝播速度を求め，グラファイトの調密度との関係を明らかにした．また，燃焼

ガス中のCO濃度の分析値をもとに反応機構についても考察している．

　コンポジット推進薬の低圧レーザ着火に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　岩間　　彬・助　手　斉藤　猛男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究生　原山美知子

　亜酸化クロム銅，グラファイト粉，ふっ化リチウム，フェロセンなどの燃焼触媒が低圧

レーザ着火特性におよぼす影響を調べ，とくにフェロセンが不安定着火領域を拡大するの

に対し，ふっ化リチウムでは低圧で燃焼可能領域が復活することを見出した．また，間欠

着火機構については新たな知見を得ている．

　MPDアークジェットの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木　恭一・助　手　都木恭一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕎薦清水幸夫・糞水・鰍

　1kW級MPDアークジェットのシステム開発として，100万回の連線耐久試験を行い

成功した．基磯開発としてはホロー陰極型および2段加速型MPDアークジェットの研究

が行われている．

　MPDスラスタを用いた月周回極軌道探査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一・助手柳沢正久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手都木恭一郎・蕎纏清水幸夫

　月の表面における岩石種類，重力及び磁気分布を計測するには10～20kmの低高度の極

軌道上を周回する宇宙船が有効である．lkW級MPQスラスタを3ケ月～1年間働かせ，

165kgの宇宙船を高度10　，　OOO　kmより上記高度まで下降する概念研究を行い，その可能性

を示した．

ホール型プラズマ推進機の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木　恭一・助　手　松田　　右

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山極　芳樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

1kW級ホール型スラスタのプラズマ源を試作，試験し，安定した動作特性を得た．これ

に外部電磁界を印加し，加速の実験が行われている．

　多重極プラズマ推進機の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一・蕎濃清水幸夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国井　喜則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　四重極の発展型として，陰極，陽型をメッシュ点に配置した．16極アークジェットの実

験を行った．四重極に比べ推進剤利用効率が向一ヒし，電極損耗の低減ももたらされた．
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　直流アークジェットの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一・蕎纏清水幸夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉纏国中均・奉讐石井雅博

比推力500～1，000秒，1kW級のスラスタとして，直流アークジェットの研究を行って

いる．まず，熱計測を中心に行い，熱効率50％以上，比推力600秒を得た．続いてプラズ

マパラメータの計測が行われている．

　レーザー推進の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一・助手都木恭一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉崎　高明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　大気中ノズル内に1J／200　nsのCO2レーザを照射し，0．5N／kW相当の性能を得た．

続いて，真空中での推進剤噴射，推力発生の実験が行われている．

宇宙探査工学研究系

　宇宙構造物の構造概念の創造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授三浦公亮・助教授名取通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手酒巻正守・技官小野　縁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李讐古谷寛・奉嘩萩野慎二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞吉田誠・李嘩関根功治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔大学院受　託学　生〕三浦浩一・凝岡崎覚万

　宇宙空間あるいは惑星大気等の環境において，種々のミッションより要求される機能を

果たしうる構造体の，構造概念の創造に関する研究を行っている．それは最も基本的な四

面体・八面体トラスから，膜構造に至る広い範囲の構造要素に関するものであり，また別

の観点からすると，固定的な構造から可変な構造へ，さらに適応的な構造にまで至ってい

る．これらの基礎研究の成果は，具体的に，伸展マスト，アンテナ，太陽電池アレイ，展

開および組立型大型宇宙構造物等に応用されている．

　衛星構造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授三浦公亮・助教授名取通弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　酒巻　正守

　人工衛星や惑星探査機の構造設計および解析に関する研究を行っている．1985年に打ち

上げる惑星探査機MS－T　4とPLANET－Aでは，主構体にカーボン複合材，太陽電池サ

ブストレートにケプラー複合材を用いた構造設計を行い，構体の軽量化の一つの方向を実

証した．
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　一次元展開組立構造物に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　三浦　公亮・助教授　名取　通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手酷正守・雷嶺岡崎覚万

　衛星や探査機の各種センサーのサポートとして，また大型宇宙構造物を構成する基本部

材として，重要である一次元展開組立構造物の構造概念に関する基礎および応用研究を行

っている．その過程で，シンプレックス・マスト，ヘリカル・マスト，可変立体トラス

（VARIABLE　GEOMETRY　TRUSS）等の新しい概念が創造され，またその力学的研究

が行われた．

　二次元展開構造物に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　三浦　公亮・助教授名取　通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手酷正守・奉糧吉田誠

　太陽電池ブランケットやアンテナ類等の構造物では，一次元展開方式を拡張した展開方

式や二次元展開方式が用いられる．これらの方式の概念や，対応する構造物のダイナミク

スを研究している．MIURA－ORIを応用した太陽電池ブランケット（2－d　array：二次元

展開太陽電池アレイ）を例として，将来の大型宇宙構造物に必須の張力安定化構造の概念

と基本設計の考え方を明らかにした．

宇宙アンテナの構造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　三浦　公亮・助教授　名取　通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手酷正守・奉糧古谷寛

超大型で，高精度を要求される宇宙アンテナについて，その展開組立の方式，高精度を

うるための方法等について，研究を行っている．また地上系では，臼田深宇宙局64Mア

ンテナの構造の設計施工を各方面の協力をえて完了した．

大型宇宙構造物の動特性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授三浦公亮・助教授名取通弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手酒巻正守・奉嘩萩野慎二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞関根功治・〔奮学漿〕舗海

　ブームアンテナや太陽電池アレイなどの動特性は直接に人工衛星の姿勢制御に影響す

る．また将来の大型宇宙構造物ではシステムの同定や，サブストラクチャの考え方などに

も構造物の動的な取扱いが必須である．膜構造や種々の構造様式について展開途中のダイ

ナミクスをも含めてそれらの動特性を研究している．

ゼータサンドイッチ，ゼータプレートの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　三浦 公亮・助手酒巻正守
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官掛縁・木内学齢゜）

　構造形態に関する一連の研究の代表的な成果として，サンドイッチ構造としてはゼータ

サンドイッチ板，補強板としてはゼータプレートが提案され，研究段階を終了して開発段

階に移行した．特に，鋼・アルミ薄板よりの連続成型法が東大生研木内教授をリーダーと

する共同研究で開発に成功し，この研究に新しい進展をもたらすことになった．またその

成果は新技術開発事業団の委託開発課題に選ばれ，57年度より3力年計画による開発が開

始された．

　飛翔体および宇宙探査機における動的弾性問題の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　名取　通弘・助教授　小野田淳次郎

　地球大気や惑星大気中における固定翼および回転翼の空力弾性不安定現象や，ヘリオジ

ャイロのような柔軟宇宙機の動的不安定問題を研究している．M－3　S　II型ロケットのフィ

ンのフラッタ特性やヘリコプタロータのような回転翼の不安定現象のメカニズムを明らか

にしてきた．

　Flexible　Channel　Electron　Multiplier

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助手橋本正之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　大島　　勉

　Channel型二次電子増倍管の二次電子放出材料に導電性Polymerを用いることにより，

この装置に可擁性を与え，耐震，耐衝撃特性を著しく改善している．この装置の諸特性を

さらに向上させ，より安定なものにするための研究を続行している．

　宇宙観測用小型高圧安定化電源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助手橋本正之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　大島　　勉

　宇宙観測用二次電子増倍管への応用をおもな目的とした小型，軽量，小電力の高圧安定

化電源の誠作並びに各種試験を行った．この高圧電源は出力側からの帰還による安定化回

路をもったCockcroft・Walton型整流器であり，真空中におけるポッティング等による放

電防止策がなされている．現在この種高圧電源の最適設計法を検討中である．

　宇宙機器の放電防止策に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助手橋本正之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官大島勉・李糧橋爪隆

　ロケット，衛星搭載用高圧機器において放電防止策は重要な問題であり，真空中でのポ

ッティング，コンフォーマルコーティングが必要である．この点を考慮し，ポッティング

用チェンバーを設計製作した．現在この種チェンバーと質量分析装置とを結合してのポッ

ティング法，コンフォーマルコーティング法の確立，真空天びんを使っての重量測定法，

放電防止対策に関する研究を行っている．
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有機材料の二次電子放出比測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助手橋本正之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官大島　勉・技官河田靖子
Channel型二次電子増倍管として用いる有機材料の二次電子放出比特性をパルス法によ

って測定した．その結果として材料による二次電子増倍への寄与が明らかになってきた．

さらに種々の有機材料の二次電子放出特性を知るために測定を行っている．

　NEA型二次電子増倍管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助手橋本正之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　大島　　勉

　NEA（Negative　Electron　AfHnity）型増倍管の開発研究を進めている．これに必要な

超高真空システムを製作し，基本的なデータの取得を行っている．

　海上浮遊位置探索システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・助手市川　満

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官大島　勉・技官前田行雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　鎌田　幸男

　ロランC電波を利用した位置探索システムを開発し，気球による回収実験および観測ロ

ケット搭載機器（S－520－4，S－520－6号機）の回収実験を行ってきた．現在さらに装置の性

能向上，小形軽量化の研究をすすめている．

　衛星熱制御材料の製作と評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　林　　友直・研究生　轟　　禎治

　衛星表面材料の分光学的性質は熱制御の上で重要である．特に黒色の拡散面は熱設計上

の基本要素として広く応用されているが拡散性に関しては満足すべきものが得られていな

いのが現状である．本研究ではカーボ繊維の静電植毛による試料を製作し，評価した．そ

の結果，可視域で1％以下の反射率を得ることができた．

　衛星熱制御材料の太陽光吸収率，熱放射率の測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・技官大西　晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河田　靖子

　太陽光吸収率の入射角度依存性について，種々の衛星熱制御材料について測定を行って

いる．

　熱放射率の測定は，420～70Kの温度範囲で測定可能であるが，現在，70～10　Kの極低

温での放射率特性の測定を準備中である．

　さらに，宇宙空間で材料の太陽光吸収率及び熱放射率の値を分離して測定する方法を考

案し，解析した．その結果良好なる値が得られたので，現在，地上実験を準備している．

衛星熱制御用塗料の劣化に関する研究

教授林友直・奉讐橋爪隆
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　衛星の長寿命への要求に伴ない熱制御用材料の劣化についての検討が必要となった．

　本研究では塗膜の太陽光吸収率及び熱放射率を基本的な物性パラメータと関連付け，理

論と実験の両面から吸収ならびに放射特性の劣化の機構を解明している．

　衛星熱制御材料の柴外線及び電子線劣化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・技官大西　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉糧重松晶行・奉嘩構昭一

　熱制御材料である白色塗料，Al蒸着テフロン及びカブトンの柴外線による太陽光吸収率

の劣化について検討を行って来た．現在は，白色塗料に注目し，塗料のピグメントとビー

クルを分離して柴外線を照射し，分子構造により深く結びついている光学定数の変化を測

定して，劣化の機構を解明している．

　さらに，電子線による劣化を考え，電子銃の製作を行っている．

大型宇宙機の熱解析に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林　友直・技官大西　晃
大型宇宙機の熱解析について熱真空試験を含めて新しい方法を提案し，解析を行ってお

り，現在，実験準備をしている．

　慣性基準姿勢センサの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬慶

　4個のレート積分ジャイロを基本構成要素とする科学衛星用慣性基準姿勢センサに関し

ASTRO－C搭載用のプロトタイプモデルの製作・試験を完了し，フライトモデルの製作を

行っている．ひきつづき，より高精度の装置の可能性を検討するとともに，装置の厳密な

数字モデルを確立するために基礎的研究を継続している．

　恒星基準姿勢センサの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・助教授　小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官広川英治

　2次元CCDを検出素子としマイクロプロセサにより動作制御およびデータ処理を行う

方式の恒星トラッカに関し，ASTRO－C用のプロトタイプ・モデルの製作・試験を完了し，

フライトモデルの設計を行っている．得られたデータの解析を通じてより高精度を実現す

るための具体的方法および数字モデルの検討を行っている．また，半導体光検出器を用い

たスピン衛星用恒星スキャナの開発のための研究に着手した．

　太陽基準姿勢センサの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・助教授　小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　広川　英治

　スリットの後方に配置されたリニアCCDアレイを2個直交して用いることにより太陽

方向を2次元的に検出する高精度太陽センサに関し，ASTRO－C用プロットタイプモデル

の製作・試験を完了し，フライトモデルの設計を行っている．また，高精度化の研究およ
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びスピン衛星への適用法の研究を実施している．

　人工衛星の姿勢決定法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・教　授　中谷　一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官広川英治・奉讐田中利幸

　恒星スキャナと太陽センサデータにもとつくスピン衛星の姿勢推定法については，MS－

T5およびPLANET－Aで実施実用される段階にまで完成した．

　慣性基準姿勢センサと恒星トラッカによる人工衛星の高精度姿勢決定法につき研究して

いる．衛星姿勢運動のキネマティックスを考慮することによって，必要となる衛星のボデ

ィーレート情報を慣性基準センサから得て姿勢をプロパゲートし，恒温トラッカあるいは

高精度太陽センサによる観測によってアップデートする方式のカルマンフィルタを具体的

に定式化し計算機シミュレーションを実施している．

　またこれら機器のミスアライメントを軌道上で較正する新しい方法を考え提案した．恒

星の同定法の具体的検討をも行っている．

　さらに衛星の運動方程式を慣性センサデータと組合せて，微小な姿勢変化を機上にて高

精度で推定する方式を検討している．

　磁気トルカの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度

　パーマロイを磁芯として用いる姿勢制御用磁気トルカの開発を開始し，本年度は最大発

生磁気モーメント100Am2の線形特性をもつトルカを試作，環境試験を実施した．その結

果，ASTRO－CやEXOS－Dに使用できる磁気トルカの開発の目途がえられた．

　バイアス角運動量安定化衛星の姿勢制御方式の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・助教授　中谷　一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　哲雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　バイアス角運動量安定化した天文観測衛星の姿勢指向制御及び姿勢変更制御に関し，す

でに提案した磁気制御則を詳細に検討して精度の限界を明らかにするとともに，この制御

則を科学衛星にて実施する際の諸問題を明確にし解決した．

　より高い制御精度を実現するための制御則（磁気トルカ以外のアクチュエータによる）

についても検討を行っている．

　高精度姿勢制御法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・助教授　中谷　　一郎

　将来の中～大型天文観測用科学衛星を想定して，高精度の姿勢安定化および変更制御を

実現するための諸問題全般にわたり研究している．姿勢センサ及びアクチュエータのモデ

リング，姿勢パラメータの積分誤差の解析，機上姿勢決定系（カルマンフィルタ）の検討，

柔軟構造物の対応法や最適制御則などの基礎的・原始的な研究のほか，搭載コンピュータ

を含む機上制御系の構成法や系の開発・試験法についても，現存データやP備的実験をも
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とに検討を行っている．

科学衛星運用管制システム
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　テレメトリ・トラッキングおよびコマンド（TT＆C）用地上装置の自動運用による効率

化をめざして，テレメトリデータあるいはトラッキングデータから複数個の人工衛星の運

用管制に必要な工学データを抽出，伝送処理システム及び処理結果にもとづきコマンドを

生成し各衛星に司令する地上管制システムの実現法と最適化について，地上設備の自動運

用や衛星状態監視機能などを含め実際のプロジェクトに関連づけて具体的に研究してい
る．

　従来においても，TT＆C用地上装置を商用電話回線によって中央のコンピュータに結ば

れたミニコンピュータ群に接続して運用管制を行うシステムの逐次的実施と改善に努めて

来たが，最近ミニコンピュータの機能増強と更新により複雑化する科学衛星管制への対応

と効率化が可能なことがわかったので，その実施に努力している．また，深宇宙局を通じ

ての惑星探査機の運用・管制のシステムとの関連についても検討している．

ロケットの姿勢制御系の研究
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佐藤　忠直

　S－520シリーズ，およびMシリーズのロケットの姿勢制御系に関し，次の研究を行った．

①姿勢制御機器の高精度化，小型・軽量化，設計の自由度の増大等を目的にした，ディジ

タル化，②高次の振動を有し，不確実なパラメータを含むロケットの姿勢制御系の安定化，

③近代制御理論を導入した制御系の特性の向上，④ミニコンを導入した地上支援操置の操

作性の向上

飛翔体姿勢制御系動作試験法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬度・助教授　中谷　一郎

　科学衛星やロケットの姿勢制御系の，3軸モーションシミュレータ装置を用いた動作，

機能試験法につき研究している．

　59年度は，ASTRO－Cの姿勢制御系及びM－3　S　II－1の誘導制御系に関し，閉ループ動

作シミュレーション試験を実施した．

　慣性航法装置の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中谷　一郎

　回収型の有翼飛翔体を当面の目標として，慣性航法装置の研究を行った．テユーン・ド

ライジャイロと加速度計をストラップダウンで用いる方式につき，ハードウェアの試作，
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搭載ソフトウェアの計算方式の検討を進めた．

　有翼飛翔体の航法系の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　二宮　敬慶・助教授　中谷　一・郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手川・淳一郎・奉嘩田中利幸

　有翼飛翔体の航法系として，レーダ1青報を用いる．複合航法系の検討を進めた．搭載計

算機の負担を軽減するために，新たにマルチレート型のカルマンフィルタを提案し，その

性能を計算機シミュレーションで確認した．

　ランデブ・ドッキング技術の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　林　　友直・助教授　中谷　一郎

　ランデブ・ドッキング技術衛星および，衛星回収実験を想定した基礎的研究を行ってい

る．高い精度で，相手の衛星の距離と方向を測定するためのスキャニング・レーザレーダ

につき研究を行った．特に，今年度は，高精度で相対姿勢を検出するための四象限検出器

の構成につき，試作を含めて，検討を進めた．

　ロボットアームの可操作性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川　恒夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　ロボットアームの設計，制御，作業計画などの際に手先効果器の操作をしやすいことが

1つの重要な目安となる．この操作のしやすさを定量化したものとして，アームの可操作

度という概念を提案し，その性質，有用性などについて調べている．

　ロボットアームの位置と力の動的ハイブリッド制御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨是吉川厭・杉江俊治（族府）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　正樹（京都大）

　ロボットを用いて組立，切削，研削などの作業を行う際には手先効果器の位置だけでな

く，対象物に加える力の制御も必要となる．これに対処する方法としてすでに位置と力の

ハイブリッド制御法が知られているが，我々は，アームの動特性をさらに考慮に入れた動

的ハイブリッド制御法を提案し，実験的に検討している．

　　　　　　　　　　　　　　衛星応用工学研究系

　衛星用太陽電池に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　高橋　慶治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河端　征彦

　太陽電池は，表面部品として高真空中でかなり振幅の大きい熱的ストレスを長期間くり

返し受けるなど，衛星中最も苛酷な環境にさらされる．その安定動作を確保するため，実

装法の改良とともに，熱・真空試験などをくり返し，1～5号衛星とも100サイクルの資格

試験に合格した．

　その結果，1号衛星は4年以h，3号衛星も4年11ケ月の作動をみて，設計を上回る成
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果を得た．なお，低温および放射線損傷特性の解明とともに一層の高能率・軽量化に努力

しているが，6号衛星で帯電防止等のためConductive　Coatingを太陽電池のカバーガラ

スに施し“磁気圏”の成功に導いた．また電力需要の増大に対処するため，高効率のGaAs

太陽電池，薄形Si太陽電池等を用いた大形パドルやバス電圧の高圧化を検討したい．

　気球による衛星用太陽電池の較正実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　高橋　慶治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河端　征彦

　従来から太陽電池の出力評化試験の照度設定には仕方なく米国マウントの標準太陽電池

が用いられているが，出力の正確な評価のためには，測定試料と同類のスペクトル応答を

持ちかつ誤差の少ない使い易い形での標準を作る必要がある．そのような標準太陽電池の

設定のためには，まず回収可能な気球による太陽電池の較正が必要になる．そこで昭和51

年5月にB5気球によって高度約27　kmでの較正実験を行い，標準太陽電池設定化への

目途をつけた．その後“磁気圏”や泊鳥”，“淡青4号”によるSCM実験で得られた成

果も検討の結果，本実験の改良のため例えば飛しょう高度のアップ，試料の気球頭部搭載

等を進めたい．

　Ni－CdおよびAg（＞Znの衛星用電池に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　高橋　慶治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河端　征彦

　衛星用二次電池は，地上用と異なるので，まず宇宙研仕様書に基づいて，各種環境試験

を行って設計・製造面での改良に役立て，Ni・Cd電池については電力制御器と関連した設

計および飛しょう後の電池管理のための特性をも収集・解析し，9号衛星までの成功に導

いた．とくにSN新星”の電池は裏付けデータによると一11～58℃の宇宙環境を経て少なく

とも3年5ケ月良好に使命を果した．さらに，6号衛星以後新規に角形電池及び　Under

Voltage　Control装置の積載を行ったが，“磁気圏”では5年3ケ月間の信頼性が確認され

た．なお“天馬”や“大空”で問題になった不活性化及びメモリ現象については解析を続

行している．

　人工衛星搭載用の電池容量積算計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　高橋　慶治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河端　征彦

　衛星用Ni－Cd蓄電池（BAT）は，衛星各部への円滑な電力供給のために極めて重要で

あるが，過放電や過充電に対して特性劣化があるため従来電力制御器（PCU）によってそ

の管理が行われてきた．しかし，BAT残存容量あるいは放電深度による放電制御及び将来

長寿命化を指向するためにより高精度の充放電制御を行うには，必ずしも十分ではない．

そこでBATの容量を自動的に計測できる衛星搭載用の電池容量積算計（AHM）を開発

し，“淡青4号”で飛しょう実験を行い，所期の性能を確認した．引続きASTRO－C以後

の衛星で，AHM主体の容量管理を行うべく努力している．

太陽電池の評価法の確立
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　藁品　正敏

　太陽電池の直列抵抗，シャント抵抗，ダイオード因子などが，どのように性能に影響す

るかを明らかにするための評価法を確立し，入射光強度，周囲温度の変動による影響を検

討している．さらにスペクトル応答からべ一ス中の少数キャリア拡散長，表面拡散長，表

面拡散層の表面再結合速度，表面層の厚さ，空乏層幅などを求める手法を開発し，非晶質

シリコン太陽電池の試作とその評価に適用している．

　非晶質半導体の作成とその電気的特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　藁品　正敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三谷　英三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　非晶質Si半導体は光吸収係数が大きいので，薄膜であるにもかかわらず，太陽光のほと

んどを吸収し，太陽電池として適した素材である．水素化非晶質Si（a－Si：H）半導体を

誘導形プラズマ放電法で作成し，その半導体膜の光電導度を測定することにより電子輸送

機構を調べている．非晶質半導体のギャップ状態，欠陥状態のエネルギー分布，キャリア

寿命を求め，光照射による膜質の構造変化，アニール効果などの性質を明らかにすること

により，a－Si：H太陽電池の高効率化のための作成法とその評価法を確立する．

　化合物半導体のMlS構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川　昭雄・助　手　藁品　正敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李糧古谷章

　III－v族化合物半導体を用いたデバイスは，常温においてSiの4～5倍の界面移動度が

報告され，信号処理の分野でその超高速性能を発揮しつつあるが，化合物半導体一絶縁物界

面の基礎物性およびそれを基盤にした表面，界面の制御，不活性化技術は未確立の段階に

ある．

　そこで，III－V族化合物半導体に，主として，陽極酸化法を用いて半導体一絶縁物界面を

実測し，容量法，DLTS法などを用いて界面の電気的特性について詳しく調査，界面制御

法について検討している．

　MOSトランジスタと界面準位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・助手藁品正敏

　ICの安定性，信頼性の向上のためにMOS構造の交流コンダクタンス（G）の周波数特

性，容量（C）のバイアス（V）特性等の測定によって絶縁層と半導体間の界面現象の研究，

特に，Si－SiO2の界面準位の発生機構の解明を進めている．これまでに，2元パラメータ

MOSコンダクタンス法，簡易GV法及びG－V法等を完成しつつ界面準位密度を総合的

に評価し，界面準位に関するモデルの確立をめざしている．

Mos・c－t法の解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄・大西一J」J（是杢゜）

MOS構造，　CCD，太陽電池等の電荷発生・再結合が特性に影響を持つ半導体素f一では，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65

This document is provided by JAXA.



少数キャリア発生時定数に関する情報を得る事は重要である．本研究は，MOS反転層の過

渡応答を解析し，従来のZerbst法より簡便に発生時定数を知り得る方法を提案した．さら

に恒温槽，高速容量計，ディジタルメモリなどを用いた高確度の測定系により，半導体ト

ラップのエネルギーレベル，捕獲断面積などを評価している．

半導体メモリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川畷・大西一功（是杢゜）

　Random　Access　MemoryとしてのMNOS（Meta1－Nitride－Oxide－Semiconductor）

半導体素子の記憶動作の高速化，低消費電力化を目的として，書き込み及び保持特性並び

にその機能の安定化と，異種絶縁層界面（N－O界面）及び酸化膜と半導体の界面（0－S界

面）状態との関係を調べてMNOSの記憶機構のモデル化を試みている．

将来型宇宙システムの研究

教授長友信人・教授松尾弘毅
技官橋本保成・糞牧野隆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚原　克己
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　将来型宇宙システムとして以下の4つのシステムを研究対象としている．

　フリーフライヤー・システム：低軌道宇宙基地からの制御により，その近傍宇宙空間を

自由に飛行し，種々の観測機器を展開して自然の電離層状態の観察や人工的に電磁波を発

生させ電離層への影響等を調べることができるようなフリーフライヤー・システムを研究

している．

　低軌道宇宙基地システム：低軌道宇宙基地を特に大型宇宙構造物の観点からとらえ，そ

の基本システム，構造及び機能等の研究を行っている．

　大型軌道間輸送システム：静止軌道ミッションの多様化や大型化に即応できる高性能，

低コストの将来型軌道間輸送システム（OTVシステム）の研究を行っている．特に，低軌

道上の中継基地を利用した再使用型OTVなども研究課題に含めている．

　低軌道輸送中継基地システム：地球・低軌道間輸送システムと軌道間輸送システムの中

継基地を低軌道上に設けることが将来の宇宙輸送システムに与える効果について，中継基

地システムに必要な機能，構造等を含めて研究している．このシステムは汎用宇宙基地と

の組合せやその規模，時間，コスト等が重要な要素になる．

有翼宇宙ロケットシステムの研究

教授小口伯郎・教授西村　純
教　授　秋葉鎗二郎・教　授　辛島　桂一

教授長友信人・教授雛田元紀
教　授　松尾　弘毅・助教授　棚沢　亘弘

助教授　名取　通弘・助教授　小野田淳二郎

助教授　中谷一郎・助教授　安部　隆士

助　手　稲谷　芳文・助　手　川口淳一郎
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞牧野隆・奉讐騰恵一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞顯克己・糞中村哲也

　将来の宇宙輸送システムとして考えられている有翼飛翔体の基礎研究として，有翼飛翔

体による弾道飛行および低地球周回軌道からの大気圏再突入飛行計画を対象としてシステ

ムの総合的な検討を行っている．

　小型の飛翔体を用いて弾道飛行を行うS型計画では，機体システム，打上げ時の制御，

空気力学，飛行力学，構造，耐熱，誘導，航法および制御技術について検討を行った．ま

た，機体の第一次設計を行い，モックアップを製作して搭載機器配置および計装の検討も

行っている．

　有翼飛翔体の設計システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授安部隆士・助手稲谷芳文

　有翼飛翔体の第一次的設計を，大型計算機を使って対話形式で行うためのソフトウェア

の開発を行っている．飛翔体の設計は空力性能，構造，重量，推進，軌道投入，能力，コ

スト等広範囲な分野の総合的な観点から行う必要があるが，これらを有機的に結合させた

設計システムを目標として，それぞれのサブプログラムに数値解析の技術を採用したシス

テムを試作している．またこのシステムを使用して，S型有翼飛翔体の空力的機体形状の

計設を行った．

液氷／液酸エキスパンダーサイクルエンジン予備研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　倉谷　健治・助教授　棚次　亘弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　成尾　芳博

　昭和50年度から進めて来た液水／液酸エンジン基礎開発研究は，昭和58年12月に実施

した推力10トン級準フライト型ステージ燃焼試験の成功により所期の目的を達成して完

了し，本年度より高性能液水／液酸のエンジンの開発を目標とした第二期計画「高圧エキス

パンダサイクルエンジンの予備研究」を開始した．今までの検討により燃焼室内に熱交換

器を設けることによって高燃焼圧力を達成できる見通しを得ており，燃焼内圧100kgf／

cm2　A，推力15トン級のエンジンを最終的な開発目標として設定し，サイクル解析及び主

要コンポーネントの概念設計を行った．またエキスパンダーサイクルエンジンの基礎デー

タを修得するため，笑一期計画において製作したコンポーネントを改造して用いることを

計画し，本年度はTC－1002溝構造燃焼室との組合せが可能な「熱交換器付噴射器」の設計，

製作を行った．

液水／液酸ロケットエンジン用タービンの試験研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　倉谷　健治・助教授　棚次　亘弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　丸田　秀雄・助　手　成尾　芳博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　加勇田清勇・技　官　小田　欣司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　橋本　保成・技　官　小林　清和

推力7トン級，10トン級ターボポンプに採用した「超音速段を持つ二段式逆回転タービ
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ン」の設計点外性能及び負荷変動特性等を調査するため，能代ロケット実験場のターボポ

ンプ試験設備を用いてタービン性能確認試験を実施した．タービン出力の測定に当っては

作動流体の温度上昇からポンプ効率を求め，液水，液酸の両ポンプを動力計として代用す

ることを試みた．結果は良好で，ポンプと組合せた実機形態での試験によって，実際の運

転状態に近い条件下での諸データを取得することができた．

　現在試験結果の解析を進めており，その結果を基に次年度より高圧エキスパンダーサイ

クルエンジン用タービンの基本設計を開始する予定である．

　Air・Breathing　Engineを用いた将来型宇宙輸送システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　棚次　亘弘

　将来のロケットは大気中（高度30～40km）で60～70％の推進剤を消費して約2km／sの

速度まで加速し宇宙空間へ飛しょうしている．そこで大気中を飛しょうする間に大気から

酸素を吸い込む推進機関（Air－Breathing　Engine）を用いると，同程度の規模の宇宙輸送

機で2～3倍のペイロードを宇宙に輸送できる．現在Stuttgant大学付属航空研究所（IRA）

と共同でAriane　5クラスにこの推進システムを利用する概念設計を行っている．

　宇宙基地における太陽光供給システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　棚次　亘弘・助教授　山下　雅道

　宇宙基地においては，太陽光をそのままの形で利用する研究（たとえば，光合成を行う

植物の栽培，光化学プラント，太陽光励起レーザー，および乗組員の日光浴など）が提案

されている．そこで太陽光をフレネルレンズで集光し，光ファイバーによって必要な場所

に供給するシステムの概念設計を行った．研究の結果は米国宇宙基地計画の要請による

International　Study　Taskの一つとしてまとめ，宇宙開発事業団を通じて米国に提案した．

このシステムは太陽光を他のエネルギーに変換することなく直接伝送するため効率が高

く，スペクトルも自然のものに近い．

　粗い面及びランダム媒質からのマイクロ波後方散乱に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任・技官松坂幸彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石田　　等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　能動マイクロ波リモートセンシングの基礎研究として行っているもので，粗い表面およ

びランダム媒質からのマイクロ波の後方散乱の過程を実験的ならびに理論的に研究してい

る．今年度は植物をモデル媒質としてXおよびCバンドでの散乱実験を行い，主に体積

散乱過程について研究を行った．

粗い面からのレーダ後方散乱波の統計的性質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任・馨上・野秀幸

照射面内に有限個の散乱中心を含むような散乱面からのレーダ後方散乱波の統計的性質

を計算機シミュレーションによって明らかにした．
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　開ロ合成過程における複素振幅反射係数の再現性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　広沢　春任

　レーリーターゲットの振幅反射係数の振幅と位相は，開口合成という過程を経るとき，

サイドローブの影響のために，完全に忠実には再現されない．本研究では，その誤差を定

量的に調べ，窓関数との関係を明らかにした．

　干渉計を用いたレーダ画像の三次元化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任・奉握琳直哉

　合成開ロレーダに干渉計を組合せて地球表面の3次元情報を得る方法について研究し

た．特に位相推定の精度について詳しく検討し，衛星高度から地形高度を推定する上で，

理論的に期待できる精度および限界等を明らかにした．

　レーダ画像とマイクロ波シグナチュア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　広沢　春任・技　官　狛　　　豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　松坂　幸彦

昭和58年秋にわが国で合成開ロレーダ航空機実験が行われたが，そこで観測されたレー

ダ画像を用いて，マイクロ波シグナチュアの研究を行っている．

　複速度測距方式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　野村　民也・教　授　広沢　春任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　善一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　生

　PN測距方式における最大可測距離の制限を大きく改善する方法として，複速度PN測

距方式を提案し，その特性について解析を行っている．

　グロー放電を利用した風向風速計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任・糞山中大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　松坂　幸彦

　10mbから数10　mbの低圧大気中の風速を高感度・高時間分解能で測定することを目的

として，グロー放電を利用した風向風速計について研究している．風速計として十分動作

することは既に確認できており，現在，特性の明確化・最適化に重点を置いて研究を進め

ている．

　グロー放電を利用した風向風速計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　康雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　主としてMS／－T　5／PLANET－Aの熱設計を中心に仕事を進め，小型プラットフォーム

のワーキンググループではその構体システム系の概念設計に参画した．

　上記プロジエクト以外の研究では，ヒートパイプエンジンの開発モデルを完成し，先に

発表した「ヒートパイプ熱機関の概念」の正当性を実証した．目下，ヒートバイプ冷却機
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の設計に取りかかっている．また，密閉容器内での相変化を伴う熱流体現象の実験的研究

を続行中で，従来のデータをさらに詳細に見直し，再実験も含めて整理中である．

宇宙科学資料解析センター

　磁気中性面におけるティアリング不安定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手寺沢敏夫・李耀星野真弘

　地球磁気圏での大規模な磁場のエネルギーの解放過程は磁気中性面におけるプラズマ不

安定が関与しているとされているが，その評価について十分に理解されていない．我々は，

磁気中性面でのプラズマ不安定現象の一つとして注目されているティアリング不安定につ

いて研究を行っている．従来の理論においては，ホール電流の効果が無視されていたが，

地球磁気圏のような高温プラズマ中では，その効果は無視出来ないと考えられる．我々は，

すでにCollisionalなプラズマ中では，ホール電流の果たす役割が重要であることを証明し

たが，現在Collisionlessのプラズマ中での効果について研究を進めている．

　定在衝撃波による粒子加速現象及び関連現象の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手寺沢敏夫・奉讐星野真弘

　地球前面の定在衝撃波上流域には，数十KeV／Qから数十keV／Qにおよぶ非熱的イオ

ンが存在することが知られている．我々は先にこれらの粒子の起源を，衝撃波とその上流

域で粒子自身により励起される磁気流体波乱流の間に働く一・次のフェルミ加速過程に求め

る仮説を提唱した．その後の衛星観測により，この仮説はほぼ定説化されるに至ったが，

過程の定量的検討は今後に残されている．我々は粒子の空間分布・位相空間分布の詳細な

解析によるデータ解析研究と，乱流波動の励起機構に関する理論的研究の両面からこの問

題に取り組んでいる．前者のデータ解析研究はISEE衛星解析チーム（西独マックス・プ

ランク研究所，アメリカ合衆国メリーランド大学及びジェット推進研究所，在オランダ・

ヨーロッパ宇宙機構科学研究所）との国際共同研究である．後者の理論的研究には宇宙科

学研究所の大型計算機システムを利用したシミュレーションの手法が大きな役割を果たし

ている．

　SEPAC電子ビーム実験の計算機シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨是松本紘

　電離層プラズマ中に電子ビームを注入する事により，波動一粒子相互作用に関する非線形

応答を実験的に研究する試みがSEPACによって行われた．本研究は，　SEPAC実験で得

られた結果を理論的に解釈するために始められた．強い非線形性とビームの非一様性のた

めに解析的理論は，この種の問題にはあまり有効ではない．そこで，プラズマ粒子と電磁

界との非線形自己無撞着相－互作用の時間的発展を追う粒子コード計算機シミュレーション

手法が採用された．

　11／2次元モデルによるスラブ・ビームが電離層プラズマ中に注入されたと仮定し，そ

のビーム・プラズマ系（電f・イオン・ビーム電子）のその後の時間発展が追跡された．

電子ビーム注入によって作り出される強い静電界が，最初XモードのUHR波を励起し，
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イオンの運動が始まると共に，LHR波パルスを生み出すことが確認された．　LHR波パル

スの強い静電界による電離層電子の加速が外部磁界と直角方向に引き起こされることも明

らかにされた．このシミュレーション結果はSEPAC実験で発見されたピッチ角がほぼ

90°の高エネルギー電子群の発生の機構の1つとして有望である．

　MINIXロケット実験結果の理論的検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　　紘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　MINIXロケット実験において，強いマイクロ波の送信が電離層中に電子サイクロトロ

ン波の第1～第3高調波を発生させる事が見い出された．本研究は，この現象に理論的検討

を加えるために行われている．粒子コード・シミュレーションにより，送信マイクロ波を

ポンプ波とするパラメトリック不安定性のシミュレーション解析が進められている．

　GEOTAlL衛星のプラズマ波計測装置の基本設計と開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　　紘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　1990年初頭に打ち上げが予定されているGEOTAIL衛星のプラズマ波計測装置の基本

設計と開発がGEOTAILプラズマ波動班の手で進められている．本年は特に波形キャプチ

ャーの基本設計ヒの問題点と，多チャンネル受信機とのインターフェースに重点が置かれ

ている．

重イオン加熱の計算機シミュレーション研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　　紘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

地球磁気圏や木星イオ・トーラス中に見い出される熱い重イオンの発生メカニズムを探

る目的で幾つかの粒子コード・計算機シミュレーションが行われた．特に多種類の重イオ

ン系の中でのエネルギーの流れ，加熱のメカニズムを明らかにすべく研究が進められてい

る．

　ショック前面におけるイオン・ビーム不安定性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　客　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　　紘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授

　宇宙空間プラズマ中の無衝突ショックの前後で見い出される強い静電波，ホイッスラー

乱波のメカニズムとして，ショックにおいて生成されるイオン・ビーム，電子ビームの引

き起す各種のプラズマ・インスタビリティーのパラメータ依存性の研究が始められた．線

形分散式によるチェックと粒子シミュレーションが計画されている．
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2．総合研究

a．宇宙観測事業

　観測ロケット及び科学衛星による科学観測

　我国の観測ロケットを用いた宇宙科学研究は，国際観測年から始まり約4半世紀を経た．

その間，昭和45年に我国初の人工衛星「おおすみ」の成功を見てより，科学衛星による観

測が加わり，更に昭和60年1月8日，我国初の惑星間探査機「さきがけ」を，太陽を回り，

かつ，61年3月にハレー彗星と約700万粁の距離をもって会合しうる軌道に乗せることに

成功している．この事業は当初，東京大学生産技術研究所により実施されていたが，途中

約15年間東京大学宇宙航空研究所に引き継がれ，更に，昭和56年4月14日から国立大学

共同利用機関として宇宙科学研究所が設立され，ここにおいて行なわれることとなった．

これまでも国際地球観測年をはじめ，国際磁気研究計画や，最近の太陽活動期における国

際協力あるいはX線天文学などにおける国際的な研究事業などに対し，我国の科学衛星は

非常に大きな貢献をしているし，また，いくつかの国際協力ロケット実験を行なうなど，

我国の宇宙観測が果した国際的役割は非常に大きい．また，ロケット及び科学衛星による

科学衛星の成果は，大気球観測や実験室における基礎的な実験結果にも負う所が多く，宇

宙科学研究所に参加している50に余る研究機関と，250人を上まわる宇宙科学研究者との

協力によって行なわれているこの事業は，我国における巨大科学の一つとして，大きな成

果をあげているということができる．科学観測については，全国の宇宙科学研究者から観

測項目の公募を行い，これに基づいて所内所外約半数ずつのメンバーで構成される宇宙理

学委員会で実行立案している．もちろん，これらの観測項目あるいは科学衛星の計画など

については，宇宙観測シンポジウムや，科学衛星シンポジウムなどであらかじめ討議され

ている．

　昭和58年度第二次観測ロケット実験では1機の観測ロケットが打上げられた．昭和59

年度第一次実験は，相模原環境試験棟への移転などのため，2機の気象ロケットの試験の

みが行なわれた．また，科学衛星は，昭和59年2月14日「EXOS－C」が打上げられ，「お

おそら」と命名されて国際的なMAP国際協力計画に参加する中層大気観測衛星が誕生し

た．更に昭和59年度第二次実験の第一番機として我国初の惑星間探査機，MS－T　5が打ち

hげられ「さきがけ」と命名された．現在，種々のIl学技術のテストを行いつつあり，2

月中旬頃より太陽風の観測を始め，61年3月にはハレー彗星に接近して，国際的なハレー

探査計画の一環として，ハレー彗星に大きな影響を与える太陽風のデータを取り，彗星研

究に大きな寄与をしようとしている．また，「じきけん」「はくちょう」，及び「ひのとり」

「てんま」が観測を続けており，「はくちょう」および「てんま」はX線パルサー，X線

バースト，X線新星の観測を行い，また，国際共同観測に活躍しており，それぞれ世界的

にみても第一級の新らしい研究を行っている．「おおそら」も，打上げ以降，彗星研究に大

きな寄与をしようとしている．中層大気微量成分の観測や，南米上空における電離層の観

測を続けており，次々に新しい結果を得ている．今後打kげられるものとして，PLANET－

Aのフライトモデル試験中であり，ASTRO－Cはフライトモデル製作中である．明年より

EXOS－D計画も新しく発足する．

　また，新らしい観測装置の開発のための基礎開発研究が行われており，これもほぼ観測
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と同じプロセスによって計画実行がされている．これらの研究の成果は，各シンポジウム

のプロシーディングに出されるとともに，研究所出版物や学会誌によって公表されている．

　科学衛星計画における国際協力としては，「ASTRO－C」に，英国および米国の実験を搭

載すること，また，「EXOS－D」にカナダの実験を搭載することとして進められている．日

米協力テザーロケット実験は昭和60年度に再実験を行なう計画であり，SEPAC実験は諸

種条件が伴なえば，将来再実験を行うこととなっている．「さきがけ」は我国としての，初

の試験探査機ではあるが，昭和60年8月予定の「PLANET－A」とともに，国際的ハレー

彗星探査計画の一環として観測を行うこととなっている．

　　　　　　　　　　　　　第1表昭和59年度観測ロケット表

　　　　　　　　List　of　Sounding　Rockets，　Kagoshima　Space　Center，1984

（1）昭和59年（度）観測ロケット実験

No． Rocket Date　Time
（13S°　EMT）

Alt．

（km）
Experiment

8－171 K－9M－77 ’84　　1／14　　04　　30 317 GIR（10），　STS（10），　GXR
（10）

Satellite

SA－9

Satellite

SA－10

1984－015A

M－4S－4
1nclination

Semi－major
　Axis
Eccentricity

Nodal　Period
Apogee
Perigee

1985－001A

M－3　SII－1

Epoch
Semi－major
　Axis
Eccentricity
InClinatiOn
Ascending
　Node
Argument　of
　Perihelion
Mean　Anomaly
　Perihelion
Aphelion
Period

’84　2／14　　17　　00

’85　1／　8　　04　　26

　74．598
6987．382

　0．036614
96．918

353．406
865．074

EXOS－C“OHZORA”
degrees

km

mln．

km
IRA（09），　ALA（11），　BUV
（04，66），LAS（02），　ESP
（02），PPS（26，24），HEP（39，

43，09），TEL（02），　NEI（26，

02），PLR（29）

00hOOmOOs　Jan。14，
　136．561

　O．1088
　1．448
287．213

319．089
236．870

121．706
151．415
318．6

MS－T　5“SAKIGAKE”
　　　　1985（UTC）
Million　km

degrees

degrees

degrees
degrees
Million　km
Million　km
day

PV㌧「P（26），　IMF（26），　SOV㌧T

（02）

（　　）は，担当機関を表す．

Location　of　the　Center：13r　O4’45”E，31°15’00”N

観測器略号表

ALA　エアゾル・オゾン観測装置

BUV　中間紫外大気光
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ESP：低エネルギー粒子の観測

GIR：銀河赤外線

GXR：銀河X線
IMF：惑星間磁場観測

HEP：高エネルギー粒子計測

IRA：中間圏オゾン観測装置

LAS：大気周縁赤外分光観測装置

NEI：電子密度

PLR：パワーライン観測装置

PPS：惑星プラズマサウンダー

PWP：プラズマ波伝播

SOW：太陽風測定

STS：星位置検出器

TEL：電子温度

第2表観測ロケット

Sounding　Rockets

　　　　　DiameterRocket
　　　　　　（mm）

Length
（mm） 儲ht No．　of

stage
Rayload＊　　Altitude
　（kg）　　　　（km）

S－210

S－310

S－520

ST－735

K－9M
K－10

L－3H

210

310

520

735

420

420

735

5．2

7．1

7．9

4．6

11．1

9。8

16．5

260

700

2110

7431

1500

1750

9500

1
1
1
よ
1
1
り
乙
り
乙
Q
U

　
　
0
　
　
70

－。

穀
f
㎜
謂

　110

　190

430／350

　350

　250

200／450

第3表科学衛星打上げ用ロケット

　　　　　DiameterSatellite
　　　　　　（mm） 腎h 驚ht No，　of　　Weight

Stages　　　（Statellite）

M－4　S

M－3C
M－3　H

M－3S

1410

1410

1410

1410

23，6

20．2

23．8

23．8

43499

41701

48843

49384

4
0
0
9
0
り
0

65

95

200

190

1
0
0
に
り
7
置
9
　
4

0
0
0
0
0
　

7

郵政省電波研究所

東京大学教養学部

東京大学東京天文台

東海大学航空宇宙学科

立教大学理学部

担　当　機　関

　　　02　宇宙科学研究所

　　　04　東京大学理学部地球物理研究施設

　　　06筑波大学
　　　08　理化学研究所板橋分所

　　　10　名古屋大学理学部
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11名古屋大学空電研究所

13　京都大学電子工学科

15　〃　太陽電波研究センター

17大阪市立大学原子力研究所

19　神戸大学工学部

21東京大学天文学教室

23　理化学研究所大和町研究所

25　機械技術研究所

27大阪市立大学理学部

29　電気通信大学

31東京大学理学部鉱物学教室

33　金沢大学工学部

35　青山学院大学理工学部

37　神奈川大学工学部

39　早稲田大学理工学研究所

41宮崎大学工学部

43　玉川大学

45宇都宮大学

47　京都産業大学

49京都教育大学

51　九州大学教養学部

53　東北工業大学

55　郵政省電波研究所犬吠電波観測所

57　名古屋大学宇宙線研究所

59　兵庫医科大学理学教室

61　新潟大学理学部

63　京都大学飛弾観測所

65　東京都立大学

67　中京大学

2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6

1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6

岐阜大学教養学部

京都大学理学部

大阪市立大学工学部

大阪大学工学部

東京大学　〃

　〃　宇宙線研究所

極地研究所

東北大学理学部

神戸大学教養部

東京大学物性研究所

神戸大学理学部

東京大学原子核研究所

日本大学理工学部習志野校舎

東京大学理学部化学教室

九州大学理学部物理学教室

東京農業工業大学工学部

高エネルギー物理学研究所

大阪大学理学部

甲南大学理学部

大阪大学理学部

気象庁柿岡地磁気観測所

岩手大学物理教室

東京天文台太陽電波観測所

中部工業大学

福島大学物理教室

信州大学物理学教室

愛媛大学

横浜国立大学教育学部

観測器略号表

AGL－77：大気光一7700A

　　－63：　　〃　　－6300A

　ESE：電子のエネルギー分布

観測及び科学衛星打上げロケットの研究

　昭和30年以来東京大学生産技術研究所で行われていた観測ロケットの研究開発と，それ

による宇宙の観測は，昭和39年東京大学宇宙航空研究所に移され，その後科学衛星と大気

球の計画に加えた宇宙観測特別事業として各種専門委員会を通じて研究，開発の計画立案

とその実施に当り多大の成果を挙げてきた．これによりわが国の宇宙理学，宇宙工学研究

は発展を続けその規模も拡大し，国際的連携体制への配慮も必要となるに至った．この趨
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勢に対応するため昭和50年10月に「宇宙科学研究の推進」について文部省学術審議会に

よる答申が行われ，わが国の宇宙科学研究を推進するための中枢となるべき研究所の必要

性が強調され，その結果昭和56年4月14日付をもって東京大学宇宙航空研究所を発展的

に改組し，国立大学共同利用研究所の一つとして文部省直轄の宇宙科学研究所が発足する

運びとなった．附属施設としての鹿児島宇宙空間観測所，三陸大気球観測所，能代ロケッ

ト実験場，宇宙科学資料解析センターはすべて東京大学から宇宙科学研究所に引き継がれ

ている．

　観測および科学衛星打kげロケットに関わる工学諸分野の研究開発は，宇宙工学委員会

が担当し，本所内のみならず外部の研究者の参加を得て推進，空力，構造，材料，エレク

トロニクス，制御など諸分野の研究・開発の推進にあたっている．

　昭和42年4月以降，種子島周辺地域における漁業問題のため，約1年半にわたって内之

浦における観測ロケット実験が中断されたが，翌43年8月に問題が解決し，9月から実験

が再開され，以後8～9月および1～2月の2期に実験が行われている．科学衛星打上げ用

4段式ミューロケットM－4S型の研究開発については，昭和41年10月のM－1－1号機（第

1段性能試験），44年8月のM－3D－1号機（第3段ダミー）の飛しょう実験等を実施する

一方，L－4　S型を用いて，　M－4　S型の衛星打上げ方式の研究を行ってきた．そして昭和45

年2月11日，L－4S－5号機の実験において，ロケットのすべての動作が」頂調に行われた結

果，第4段の燃えがら14．9kgを付けた23．8kgの物体が地球をまわる軌道にのり，わが

国初の人工衛星となった．これは“おおすみ（大隅）”と命名され，国際標識1970－11Aが

与えられた．

　引きつづいてM－4S型による衛星打上げが行われることになり，昭和45年9月にはM－

4S－1号機の発射が行われた．これはミューロケットによる最初の衛星打上げであること

から，衛星は当初第1号科学衛星の最初のフライトモデルとして作られたものを若干改造

し，科学観測は短波帯太陽電池の1項目にかぎり，温度，振動等の工学測定に重点をおい

たものとした．しかしこの打上げは，第4段ロケット不点火により，衛星を実現すること

ができなかった．つづくM－4S－2号機には，1≒｝機の不具合に対する対策を織り込んだ改

良を加え，また衛星は，化学電池を電源とする試験衛星として，これにより，軌道上にお

ける衛星の環境，機能の試験を行うこととなった．この打上げは46年2月16日に行われ，

重さ63kgの衛星“たんせい（淡青）”（国際標識1971－011A）が軌道にのった．そして当

初の計画どおり1週間にわたって衛星各部の温度，電源電圧，電流，姿勢，各機器の作動

状況等のデータを取ることができた．

　昭和46年9月28日，第1号科学衛星MS－F　2がM－4　S－3号機によって打上げられた．

短波帯太陽電波，電離層プラズマおよび宇宙線の観測を目的とするこの衛星の重量は66

kgで，軌道にのった後，“しんせい（新星）”と命名された．国際標識は1971－080　Aであ

る．“しんせい”は打上げ時，開頭に際して空力加熱のため電f温度測定のためのプロープ

が損傷し，また，第40周頃から宇宙観測のためのガイガー計数管の1個が，電源系統の故

障で動作しなくなった以外は順調に観測を続け，昭和46年12月末には，当初に予定した

3か月にわたる宇宙観測の目的を達成した．“しんせい”は打hげ後約3年半にわたって，

前記以外の各部は概ね正常な機能を発揮したが，その後次第に劣化が目㍍つようになり，

データも妥当性を欠くようになって来た．昭和50年秋頃よりは，搭載電池の劣化のため，

日照時のみ送信が行われるようになっているが，軌道上長期にわたる衛星動作に関する1二
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学上の資料をうるため，現在も随時データ取得を行っている．

　昭和47年8月19日には，M－4　S－4号機によって，第2号科学衛星REXSが打」二げら

れ，“でんぱ（電波）”と命名された．国際標識は1972－064Aである．“でんぱ”は，電離

層上部と磁気圏のプラズマ構造，磁気圏内の電磁波とプラズマ波動現象，地磁気で捕捉さ

れた荷電粒子の空間的ならびに時間的変動，地球磁場の変動などの観測を目的としたもの

で，重量75kgの衛星である．“でんぱ”は打上げ3日後の8月22日，はじめ電子フラッ

クス測定器の電源を投入した際，高電圧回路に放電を生じ，電源系統および搭載機器の・

部が異常となって，以後意味あるデータが送信されなくなった．

　科学衛星打上げのためのロケットの開発は，M－4　S型の2，3，4号機の成功でその第1

段階を完了した．第2段階は，M－4　S型の2，3段にSITVC装置を備えたM－4　SC型の

開発を行う計画であった．その後の検討により，第2段の推進薬改良による性能向上を図

るとともにSITVC装置を装着し，第3段に直径1．14　mφの球形モータを使用する3段

式ロケットは，当初M－4SC型で打上げることに計画されていた第3号および第4号科学

衛星を打上げることが可能であるとの見通しがえられたので，従来の計画を変更し，以ヒ

の3段式ロケットをM－3C型と名付け，その開発を進めることにした．

　M－3C型の開発に必要な二次流体噴射推力方向制御（SITVC）技術の開発は昭和42年

度より地上燃焼実験による研究が進められ，小型からミュー第1段にいたる各種のロケッ

トについて，制御ループ試験，比例制御試験を含めて，10回以上の実験が行われている．

飛しょう実験は，昭和44年からカッパ型で開始され，昭和45年に同型による実験を終了，

次いで，昭和46年からはL－4SC型による飛しょう実験を行い，その成果をふまえてM－

3C型による科学衛星の打Lげに至っている．

　昭和49年2月16日には，M－3　C－1号機によって衛星の姿勢制御その他の工学的試験を

目的とした重量56kgの試験衛星が打上げられ，“たんせい（淡青）2号”と命名され所期

の目的を達成した．国際標識は1974－08Aである．

　昭和50年2月24日には，M－3　C－2号機により第3号科学衛星SRATSが打上げられ，

“たいよう（太陽）”と命名された．国際標識は1975－014Aである．“たいよう”は太陽軟

X線，太陽真空紫外放射線，紫外地球コロナ輝線，正イオン組成・温度・密度，電子温度・

密度の観測を目的としたもので，重量86kgの衛星である．“たいよう”は軌道上において

スピン軸方向をホイールモードに制御した後観測を行う計画となっていたが，地磁気を利

用した姿勢の制御，およびその維持も順調であった．搭載各装置も，正イオン組成分析器

のデータが不十分であった以外はすべて正常で，多くの観測資料をもたらした．

　これに続いて，昭和51年2月4日に，M－3　C－3号機により第4号科学衛星CORSAの

打上げが行われたが，制御精度の向上を目的として新らしく開発された姿勢基準装置の誤

作動により，CORSAを軌道にのせることは不成功に終った．そのため，　CORSAとほぼ

同じ設計ながら観測機能の若干の向kを図った衛星CORSA－bを，昭和54年2月に，再

度M－3C型で打ヒげることにした．

　M－3C型に続く打上げロケットとしてかねてより研究，開発を進めて来たM－3　H型の

1号機の飛しょう実験は，昭和52年2月19日に行われ，重さ約130kgの試験衛星“たん

せい（淡青）3号”（国際標識：1977－012　A）を所定の軌道に打上げることに成功した．

　M－3H型は，　M－3C型と第2，3段はほぼ同じであるが，第1段モータの長さを約1／3

延長とし，且つ推進薬が高性能のものに改められている．これらによる第1段の推力増強
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により，M－3　H型の衛星打上げ能力は，　M－3C型の1．5倍となっている．　M－3　H－1号機

の発射は，昭和52年度に予定した2号機による第5号科学衛星EXOS－Aの打上げに備え

て，初めて南南東に向けて行われ，傾斜角66°の軌道を実現した．また，遠地点を北球上空

にもってくるため，衛星上端にキックモータを取り付け，いったんこれらをパーキング軌

道に打ち出した後，地球を約半周した所でキックモータに点火し，北半球側の軌道を拡大

する方式を採用したが，これも順調であった．

　軌道上における“たんせい3号”は，沿磁力線安定化実験をはじめ，予定した多くの工

学的実験を概ね順調に遂行し，所期の成果を収めた．

　M－3H型2号機の打上げは昭和53年2月4日に行われ，重量126　kgのEXOS－Aを所

期に近い軌道に打上げた．EXOS－Aは，北極圏におけるオーロラおよびそれに関連する諸

現象を併せて，電離層，磁気圏の諸特性を観測する目的をもっている．軌道にのった衛星

は“きょっこう（極光）”と命名され，国際標識1978－014Aが与えられた．“きょっこう”

は，“たんせい3号”で試験した沿磁力線姿勢安定を採用し，衛星が北極圏上空を通過する

際，オーロラの鳥瞼像を紫外線で観測するためのテレビ装置の開口部がある底面が，常に

磁極方向に向くよう設計されており，紫外線オーロラ像をはじめ，各種の豊富なデータを

取得した．

　M－3H型3号機は昭和53年9月16日に打上げられ，第6号科学衛星EXOS・Bを遠地

点高度3057kmの長楕円軌道に投入した．　EXOS－Bは，　EXOS・A（きょっこう）とならん

で国際磁気圏観測計画に沿って地球電磁圏の探査を目的として計画されたものである．軌

道に乗った衛星は“じきけん（磁気圏）”と命名され，国際標識1978－087Aが与えられた．

長大アンテナを使用した受動的ならびに能動的方法による磁気圏の直投観測などがすべて

順調に行われ貴重な成果が得られ，現在もなお稼動中である．

　昭和54年2月21日には前述の経違により再計画された第4号科学衛星CORSA－bを

M－3C－4号機により打上げた．　CORSA・bは“はくちょう（白鳥）”と命名され，国際標識

は1979－014Aである．“はくちょう”はX線天文学衛星で新X線源の発見，　X線バース

トの監視ならびに発見，広帯域X線スペクトルの時間変動の観測を重点目標とし計画設計

された．“はくちょう”のすべての動作は正常で，すでにいくつかの超軟X線新星や最大

級のX線バーストが観測され本分野における貴重な役割を果しつつある．

　M－3H型の第1段にもSITVC装置をつけ，ロール制御のためにはSMRC（固体モー

タロール制御ジェット）装置を取り付けて飛行制御を行うよう改良したのがM－3S型であ

る．この第1段の飛行制御には大気の中でのピッチ・ヨー比例制御，SMRCによるロール

制御等の新技術の研究開発が必要であるので，昭和50年のM－13TVC－1と昭和54年の

M－13TVC－2の地上燃焼実験では比例制御TVCの動作試験，また昭和50年のK－10　C，

昭和51年のL－4SC－4号機，昭和54年のL－4　SC－5号機等で飛行制御実験が行われた．

　M－3S型の1号機の飛しょう実験は，昭和55年2月17日に行われ，第1段飛行制御は

所期の性能を発揮し，重量185kgの試験衛星“たんせい（淡青）4号”（国際標識：1980

－015A）を所定の軌道に打上げた．“たんせい4号”では各種の姿勢制御をはじめ以後の科

学衛星のために必要な多くの試験が順調に実施されつつある．

　M－3S型2号機の実験は，昭和56年2月21日に行われ，第7号科学衛星ASTRO－Aを

所定の軌道に打上げた．ASTRO・Aは“ひのとり（火の鳥）”と命名され，国際標識は1981

－017Aである．“ひのとり”は太陽活動期におけるフレア現象の精密観測を主な目的とし
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て計画設計された．“ひのとり”の動作は正常で，X線によるフレア観測において多大の成

果積分ジャイロを用いるSFAP（スピンフリー解析プラットフォーム）型姿勢基準装置が

研究され，L－4　SC－4，　M－3　H－1，2，3号機ならびにM－3　C－4号機の実験で，これが所期

の性能を有することが確認された．現在は更に制御性能の拡大を目指して，マイクロプロ

セッサを組み入れた全ディジタル方式の基準装置の研究が進められている．

　ロケット打上げ実験における安全確保は極めて重要な課題であり，宇宙開発委員会は安

全部会を置いて，周到な検討を行っている．本研究所でも，先に安全専門委員会を設けて，

特にMロケット打上げに対する安全確保の為の技術的問題の研究を進め，M－3　H－1，2号

機の打上げに際して，一応の基本的体制を整えることが出来たが，安全確保は全てに優先

するものとして，更に改良の為の研究が進められている．

　上記の電波誘導および保安活動をより充実させるために，昭和54年からKSCに新しく

大型計算機（ACOS）を設置されている．これを用いて，各種追跡情報や飛しょう動作デー

タの取込み処理による実時間動作の総合的な管制システムが開発されている．

　観測技術の高度化に伴い，ロケットを希望の対象の方向に指向させる技術が要望されて

いる．K－9　M型に対しては，スピンしたままの第2段設計部を太陽方向に指向させる制御

装置が開発され，昭和44年2月，K－9M－22号機で実際に使用，ほぼ目的を達成した．昭

和56年8月には，衛星打上げの姿勢制御技術を応用したK－10－6号機の実験を行い，良好

な結果を収めた．この方式は，以来天文系のロケット観測に大きな貢献を果している．

　我が国の観測ロケットは，研究開発の発足以来多段式が専らであったが，昭和37年頃よ

り1段式ロケットの宇宙が行われるようになり，これまで，現在，気象庁が気象ロケット

として経常的に打上げているMT－135　P型以下，一連の1段式ロケットが生れている．こ

のうちS－210型（観測器40kg，高度110　km）とS－310型（観測器70　kg，高度190　km）

は，内之浦のみならず南極昭和基地においてもオーロラ現象等の観測に使用されている．

　さらに昭和55年にはS－520型一1号機（観測器200kg，高度350　km）同56年には2号

機，および4号機のフライトが成功し，今後の活躍が期待されている．

　なおS－520－4号機においてはペイロード部のパラシュートによる緩降下，炭酸ガス・ブ

イによる海上浮遊，ロランCシステムを利用した回収船の接近など回収技術に関する一連

の試験に成功した．昭和58年8月には，S－520－6号機iにおいても再度回収に成功し，将来

の観測に新しい手法の導入を可能にし，また高価な機器の回収，再使用による観測の経済

化への途が拓かれた．

　観測ロケット用電子機器としては，大型ロケットにおいて大量，高速のデータ取得を目

的とする高速度PCMテレメータ装置，振動特性測定のためのSS－FMテレメータ装置，

精測レーダトランスポンダおよび電波指令制御のデコーダなど，新しい方式の高性能装置

の開発も行われている．これとともに，来るべきMS－T　5／PLANET－Aの飛しょうに備え

て，超遠距離にわたる通信確保のための効率のよい方式の研究開発も鋭意進められている．

　そのほか，高抗張力鋼やFRPを用いたモータケースやノズルの研究開発，推力中断装

置や落下点予測方式など，一連の発射安全方式の開発など，種々の基礎技術についても多

くの成果が得られている．

　また，将来における我が国のロケット打上げ能力の拡大に資するため，液体水素体酸素

エンジンに関する研究も行われている．当初は研究室レベルでの小規模な研究活動であっ

たが，昭和51年度からは，宇宙開発事業団におけるH－1の開発に資するため，宇宙開発
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委員会の要請，調整の下に，タンク等を含め総合的な性能確保を目標として拡大した規模

の本格的基確開発研究を開始した．

　昭和54年度までにタービンポンプ，7トンエンジン等の試作および一部の組合せ試験が

行われ，システム試験を目標として，データの収集，経験の蓄積がなされてきたが，55年

度には7トンエンジンシステムの実験が成功裡に行われ，わが国の液水エンジン開発に一

時期を画した．こうした実験はいずれも能代実験場で行われており，真空燃焼テストスタ

ンドをはじめ同実験場における所要施設，設備の充実も進んだ．昭和56年からは，推力10

t級のエンジンシステムに関する研究開発が進められ，昭和58年には，燃料タンクとも一

体とした総合システム試験が行われる段階にまで達して，このクラスの液体エンジンシス

テムに関する研究は一段落した．これら一連の研究活動は，新しい燃焼室形成技術の研究

開発等，我が国における液水エンジン技術の育成に多大の貢献を果したが，液水エンジン

技術は宇宙推進の分野で今後とも重要な役割をもつので，更に燃焼の高圧化を始め，その

高成能化に関する研究を進めることとしている．

　なお昭和58年5月には，日本海中部地震に伴う津波のため，能代実験場はかなり大きな

被害をうけたが，幸いその後最小必要限度の修復が行われ，当面の研究活動はできる状態

になっている．

　大気球による科学観測

　昭和59年度は5月に第一次実験，8，9月に第二次実験を行い，計7機iの放球，実験を三

陸において行った．なお，明年2，3月にオーストラリア，アリススプリングスにおいて銀

河赤外線の観測のため2機放球する予定である．

昭和59年度第1，2次大気球観測一覧表

放球日 気　球 目　　　　的 担当者 到達高度 回収位置 備　　　考

5／17 B5－120 成層圏の乱流 田中　　浩 24km
5／19，40°53’N，

P46°28’E

コントロールゴ

塔hラのみ

5／19 B30－47
オートレベルコン

gロール
西村　　純 34km

5／20，40°22’N，

P39°50’E
清水丸

5／25 Bl5－56
宇宙線粒子と大気

�ﾊ成分
和田／北村 29km

5／25，39°07’N，

P41°55’E
第32佐賀丸

9／6 B5－122 地磁気異状の観測 青山／瀬戸 25km
9／18，小砂川北

撃R．5マイル
小型漁船

9／7 B15－57
成層圏大気のサン

vリング
伊藤　富造 28km

9／7，綾里岬東北

撃P5km
第65佐賀丸

9／8 B5－121 宇宙塵の採集 長谷川博一 24km
9／10，気仙沼北

福P0km山林
回収班

9／11 B30－48
30cm望遠鏡によ

髑ｾ陽観測
平山　　淳 29km

9／12，久慈市東

福T0km海上
第32佐賀丸
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」

9　／24

2月予定iB3。－A6

B「33
電力線放射の分布1芳野

赴

B30－A6

ファブリーペロー

ｪ光器による南天奥田 治

遠赤外線源の観測

〃隊☆
グレーティング分1

，28．0　km

光量による南天遠締俊憲i　31・°km

アルコズシステ

ム東方海h約
1800km迄追尾
観測

一＿＿＿＿＿＿一＿ v＿＿＿＿

　　　　　　オーストラリア

アリススプリン

グス

ノノ

　観測関係は現在解析が進行中であるが，気球工学関係としては，一定高度保持のための

オートバラストコントロール，アルゴスシステム利用の長距離観測でともに予期した成果

を得ることができた．とくにアルゴスシステムを利用した観測では50時間，三陸受信点か

ら東方約2000km迄追尾を行うことができた．

　なお本件の実験結果の詳細については，昭和59年度大気球シンポジウムに述べられてい

る．

b．宇宙プラズマ実験設備を用いた共同利用研究

　プラズマ発生装置を用いた共同研究

・宇宙空間における帯電現象の研究　堤井信力（武蔵L大）

・双極f磁場と電子ビームの相互作用　矢守　章（宇宙研）

・Beam　Plasma　DischargeとTurbulent　Plasma　河島信樹（宇宙研）

・地tlから電子ビームエコー実験のための基礎開発　河島信樹（宇宙研）

・高温高密度プラズマからの軟X線幅射及びその応用　河野　汀（相模工大）

・ワイヤ連結型親子ロケット分離実験の室内模擬i実験　佐々木進（宇宙研）

・SEPAC実験関連の追試実験　佐々木進（宇宙研）

・磁力線再結合を伴う電流シートにおける不安定性に関する研究　飯塚　哲（横浜国大工）

・多チャンネル分光画像カメラの開発と応用　横田俊昭（愛媛大・教養）

・極小磁場配位におけるプラズマ巨動の研究　南　繁行（阪市大・工）

・ビーム・プラズマ放電の研究　百々太郎（愛媛大・理）

　スペースチェンバー室を用いた共同利用研究

　宇宙プラズマ実験のためのスペースチェンバー室設備を用いた昭和59年度の研究テー

マは次の通りである．

・MS－T　5搭載高感度Ring－core磁力計の単体性能試験　斎藤尚生（東北大・理）

・大気球搭載用NO測定器の試験　高木増美（名大空電研）

・MS－T5搭載アラズマ波動検出装置（PWP）のテスト　大家　寛（東北大・理）

・低エネノレギー荷電粒チ計測器較正装置を用いたロケット搭載用粒子観測器の較正実験　宮岡

　宏（国立極地研）

・PLANET－A　ESPの特性　向井利典（宇宙研）

・高速エオン・エネ’しギー質量分析器（FIMS）の較II｛賀谷信幸（神戸大・工）

・太陽風プラズマ測定用ファラデーカップの最終試験　小山孝一一郎（宇宙研）

・SEPAC／GPSの真空テスト　河島信樹（宇宙研）
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・MS－T　5搭載5mアンテナ耐真空確認試験　大家　寛（東北大・理）

・PLANET－A搭載UVI較正装置の作成及びUVI較正　金田栄祐（東大・理）

・気球搭載用Cryogenic　Samplerの調整　久保治也（宇宙研）

・SEPAC　MTV真空試験　佐々木進（宇宙研）

・EXOS－B（じきけん）電子ビーム実験のシミュレーション　宮武貞夫（電通大）

・変調荷電粒子ビームによる電磁波動励振に関する研究　大沼俊朗（東北大・工）

・ダブルレア中のエネルギー分布関数の測定　雨宮　宏（理研）

・イオンビームを用いた電場計測機の試験　早川　基（宇宙研）

・負極性イオン波ソリトン　西田　靖（宇都宮大・工）

・大口径磁化プラズマの生成　河合良信（九大応力研）

・イオンセンシテイブプローブによる負イオンパラメータ測定法の開発　南　繁行（阪市大・工）

・電荷二重層における電位のへこみの形成　矢倉信也（佐賀大・理工）

・負イオンを含むプラズマ中のソリトンの研究　塚林　功（日本工大）

・不安定系におけるイオン波ソリトンの研究　中村良治（宇宙研）

・イオン波ソリトンの電子ビーム依存性　池沢俊治郎（中部工大）

宇宙放射線施設を用いた共同利用研究

昭和59年度宇宙放射線共同利用施設による研究テーマと研究者を下記に示す．

・X線反射鏡の特性測定　国枝秀世（名大・理）

・多層膜分光素子の開発　山下広順（阪大・理）

・硬X線偏光度検出器の開発桜井敬久（山形大・理）

・X線検出器の較正　常深　博（阪大・理）

・超軟X線用高分解能X線カウンターの開発　井上　一（宇宙研）

・㏄Dセンサーの開発　小川原嘉明（宇宙研）

・ASTRO－C搭載用X線検出器の較正　村上敏夫（宇宙研）

・遠赤外分光観測による星生成領域の元素組成の研究　舞原俊憲（京大・理）

・搭載用赤外線分光装置の製作　奥田治之（宇宙研）

・銀河系の構造とマゼラン雲流の星　石田葱一（東京天文台）

・X線星の光学的研究　高岸邦夫（宮崎大・工）

・X線観測衛星のデータ解析　長瀬文昭（名大・理）

・科学衛星データ処理　宮本重徳（阪大・理）

・宇宙線短周期変動のダイナミックスペクトル解析　北村正亟（気象研）

・CygX－1，　Her　X－1の短周期変動の解析　中川道夫（阪市立大・理）

・X線天文衛星データ処理　三好　蕃（京産大・理）

・CCDセンサーによるX線星・光学観測のデジタル処理　松岡　勝（宇宙研）

・宇宙X線データ処理牧島一夫（宇宙研）

・星姿勢計のデータ処理　小川原嘉明（宇宙研）
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　　　　　　　　　　　　　　C．その他の共同研究

1．飛翔体による観測実験に係る基礎開発実験

テーマ名称 内　　　　　　　　　　　　容

搭載用機器の基礎研究 電場計ほか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98件

宇宙飛しょう体エレクト （推進班）

ロニクスに関する研究 ヒドラジン電熱推進の研究ほか　　　　　　　　　　　　　7件
（空力班）

複合飛しょう体の発射上昇時特性の研究ほか　　　　　　　　6件

（構造班）

スペースマニプレータの研究ほか　　　　　　　　　　　2件
（材料班）

マルエージング鋼の研究ほか　　　　　　　　　　　　　2件

（エレクトロニクス班）

TDRSSの調査研究ほか　　　　　　　　　　　　　　　7件
（制御班）

軌道決定追跡管制装置の研究ほか　　　　　　　　　　　　　4件

惑星間空間観測用搭載機 高エネルギー粒子計測ほか　　　　　　　　　　　　　　　9件

器開発の基礎研究

大型天文衛星搭載装置の 紫外域グリズム光学系の開発ほか　　　　　　　　　　　　　8件

基礎研究

2．宇宙活動を支える理工学基礎開発研究

テーマ名称

（宇宙理学）

・原始地球及び惑星上に

　おける生命発生に関す

　る研究

・赤外線観測器開発用設

　備

（宇宙工学）

・宇宙レーザエネルギー

変換の研究

・高性能固体推進薬の危

　検予測に関する研究

・宇宙農業エコシステム

　に関する評価・研究

・ロケット誘導制御

・惑星間航行における姿

　勢決定及び制御に関す

　る研究

研　　究　　代　　表　　者

清　水　教　授

奥　田　教　授

栗　木　教　授

岩　間　教　授

山　下　助教授

西　村　教　授

松　尾　教　授
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・宇宙用エネルギー利用

　トータルシステムの基

礎研究

・惑星探査用耐環強化デ

バイスに関する研究

・空力利用軌道間輸送機

の空気力学

・有翼飛翔体の再突入空

気力学

・宇宙構造物のシミュレ

ーソヨノ

・微小重力環境下におけ

る凝固，結晶成長に関

する研究

・マルエージ鋼の環境強

度とその改善に関する

研究

大　島　教　授

後　川　教　授

小　口　教　授

辛　島　教　授

三　浦　教　授

堀　内　教　授

栗　林　助教授
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3．昭和59年度所内教官申請による小規模個別共同研究
「
氏
名
1 現　職　名　　研究系名 部　門　名 研究期間 研究テーマ

恩田　邦蔵

P

L智大学非常勤

u師
共通基礎

宇宙空間原f物理

w

59・4・1

@～
U0・3・31

原」㍉分jζ素過程の理論

I研究

　　　　　一「
¥請教官名　　1－一

v�@教　授

@　　　授
　　　　　9

c
大
島
剃
裏
毒
工
大
理
学
部
1 惑　星1惑駄気物理学

59・4・1

@～
U0・3・31

宇宙生命科学の将来の問

闢_

　　一一一一一一

ｴ水　教

　　　　　！
J田沢道彦1名大農学部教授 宇宙推進 推進機構学

59・4・1

@～
U0・3・31

宇宙農業，エコシステム

ﾌ研究　　　　　　　1
倉谷　教　授

矢野　敬幸 一橋大学助教授 推進系 推進機構
59・4．1

@～
U0・3・31

ハロゲン置換炭化水素のl
@　　　　　　　　　　I倉谷　教　授分解機構の研究　　　　　　　　　　　1

本間　弘樹
千葉大工学部教

宇宙輸送 気体力学
59・4・1

@～
U0．3・31

有翼飛しょう体空力特牲；　　　　　　　　　　　小L：教　授の数値解析　　　　！

一

：
レ

大島　裕子
お茶の水女子
≠ｭ・理助手

システム 宇宙環境1二学
59・4・1

@～
U0・3．31

流体力学の実験的研究 大島　教　授

ド

狼　　嘉彰
航技研主任研究

ｯ
字宙探査

P二　学
宇宙構造物工学

59・4・1

@～
U0．3・31

大型宇宙構造物の力学特

ｫと制御に関する研究

前野　　決

Pト
P

室蘭工業大助教
宇宙輸送 気体力学

59・4・1
@　～

U0・3・31

　　　　　　　　一一　一
戟[ザー推進システムの

J発

三浦　教　授

鼈鼈鼈鼈鼈鼈鼈

ﾀ部助教授

河村　哲也 東大工学部助手 システム 宇宙環境工学
59・4・1
@　～

U0・3・31

熱流体力学の数値解析

桑
原
助
教
授
1

小野　清秋
日大理工学部助

システム 宇宙環境丁学
59，4・1

@～
U0・3・31

三次元Navier．Stokes

羽�ｮの数値解析　　　1
桑原助教授1　　　　　　1

井戸　　剛
P

東海大工学部教

�
P

衛星応力

H　　学
宇宙エネノレギ1二学

59・4．1

@～
U0・3・31

有翼宇宙ロケットのマン

}シンシステム

1　　　　　　　　　　　　一一寸

@　　　　　Ih長反　教　授

r
l
六
　　　　　　@　　　　　名大環境医研助林　　滋夫1

@　　　　」教授

衛星応用

H　　学
宇宙エネルギ工学

59・4・1

@～
U0・3・31

無重力状態ドでの魚の姿

ｨ制御機能の研究
長友　教　授

中村　　士
1東京大学東京天

ｶ台助手
宇宙圏

高エネルギ天体物

搖w第2

59・4・1

@～
U0・3・31

人工衛星による天体観測

fータの処理方法の研究
田中　教　授

ヒ井　恒成 芝高等学校教諭 宇宙圏
高エネルギ天体物

搖w第2

59・4・1

@～
U0。3．31

X線検出器の開発 小川原助教授

矢島　信之
機械技研主任研

?
システム 気球工学

59・4・1

@～
U0・3・31

気球の方向制御シスη・ 西村純教授

藤井　孝蔵
航空宇宙技研研

?
宇宙輸送 気体力学

59・7・1

@～
U0・3．31

i有翼飛しょう体の数1直シ
P
ミ
ュ
。
＿
シ
。
ン
1

　　　　　　i安部助教授l

s｝　一　

鶴田　幸子
モンタ＋州立大

ｳ授

一＿
搦ｱ

　　　　1高エネルギ天体物宇宙圏1　　　　　’と皆 59・11・11
@！　鼠線天文学60・3・311

日沖　教　授

1　　　計　17名一

＿L 1　　　　　　　　－一
　　　　　1－　＿＿＿＿＿」
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　　　　　　　　　　　　　　　　d．受託研究

　官公庁などの研究機関，会社等の委託に基づいて進められた受託研究は，昭和59年度に

おいて9件，歳入総額計4，699万円であって，その研究担当者はつぎのとおりである．

SI／絶縁膜界面の放射線照射効果の基礎的研

　究

LSI素子の宇宙環境防護法の研究

衛星の精密姿勢制御法に関する研究

スペース・ステーションからの大型通信衛星

　輸送法に関する研究

無重力下における生体系試料の分離・調整の

　基礎技術実験

非混合合金系の凝固・成長に関する研究

液相焼結機構の研究及び粒子分散型合金の作

　製

無重力中でのガス蒸発実験及びシリコン球結

　晶の成長とその表面酸化

無重力におけるSi－As－Teアモルファス半導

　体等の製造

衛星応用工学研究系

教授　後川昭
システム研究系

教　授　　西　村

宇宙探査工学研究系

助教授　　二　宮　敬

衛星応用工学研究系

教　授　　長　友　信

衛星応用工学研究系

教　授　　長　友　信

宇宙輸送研究系

教　授　　堀　内

宇宙輸送研究系

教　授　　堀　内

宇宙輸送研究系

教　授　　堀　内

宇宙輸送研究系

教　授　　堀　内
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3．シンポジウム等

太陽系科学シンポジウム

昭和58年11月29日～30日

　　参加人員　延63名

月の極周回衛星による探査計画

惑星探査用ペネトレータの開発

惑星探査用反射スペクトロメーターについて

月周回探査衛星用リレー衛星の軌道について

金星計画一金星大気と太陽風の相互作用の現状と歴史

太陽風共回転Shock構造のSimulation

太陽磁気圏構造の計算機解析

1973年の火星南極冠

Balloon　Observation　of　the　1983　Total　Solar　Eclipse

インドネシア日食観測望遠鏡の姿勢制御とデータ処理

気球によるFコロナの可視光測光偏光観測

インドネシア日食気球による赤外観測

太陽ダスト環粒子の鉱物組成について

太陽リング鉱物の蒸発と変成

STUDY　OF　THE　HELIO－AND　COMETARY－MAGNETOS－
　PHERES　BY　MEANS　OF　MS－T　5

電波天体シンチレーション法によるHalley彗星のPlasma　Tailの

　観測

彗星塵の可視・赤外同時測定について

Observing　Program　for　Photometry　and　Polarimetry　of　Comet

　Halley

IRAS－Araki－Alcock彗星の写真測光観測

すい星のC2およびC3発光の起源について

太陽系外の物質を入手する方法

彗星とのランデブー・ミッション
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　　MAPシンポジウム

昭和58年12月15日～17日

　　参加人員延151名

MAPの動向（国内）

MAP国際活動の近況

MUレーダーの活動開始

MUレーダーのビーム高速走査機能を利用した風ベクトルの観測

MUレーダーを用いた対流圏観測

多周波レーダー技術による成層圏下部・対流圏の観測

アレシボUHFレーダによる中層大気の観測

アレシボレーダーによる中間圏大気波動の観測：慣性重力波と長周

　期波動

大気球による成層圏乱流観測

ブロー風速計の性能について

TMA発光雲の観測
愛知教育大学のインフラソニック波観測設備について

京都大学流星レーダによる長期間観測

電離層高度における中性大気波動

HFドップラー多点観測

HFドップラー法によるMS－TIDの三点観測

電離層F領域における大気波動の分散特性の分類

冬季F層大気波動の分散特性

FM放送波受信によるEs層観測網と初期結果

SSCによるHFドップラー周波数変動

HF波伝搬，衛星VHF波及びイオノゾンデによるEs層共同観測

　一実験のあらまし一

HF波斜伝搬，衛星VHF波及びイオンゾンデによるEs層共同観

　測一衛星電波シンチレーション特性一

HF波斜伝搬，衛星VHF波及びイオノゾンデによるEs層共同観

　測一Es層によるHFドップラー偏移の特性一

昭和基地におけるオゾン特別観測一観測成果の概要一

昭和基地受信TIROS／NOAA系衛星による南極大気オゾン全量導

　出の試み

極域成層圏二酸化窒素大気球観測

昭和基地50MHzレーダ実験1982年2月～1983年1月

南極域気象ポケット観測計画

第26次南極観測隊MAP実施計画
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EXOS－C・南極共同観測実施計画

対流圏オゾンのバックグラウンド濃度

オゾン遠隔探査用赤外レーザーヘテロダイン分光計の開発

エキシマーライダーによるオゾン観測

LHS局発用PbSnTe半導体レーザーの特性
グラブサンプリング法による成層圏大気微量成分の観測

航空機によるCO、濃度，　N，0濃度及びδ13C，δ180，δ15Nの観測

成層圏NO密度の測定一MAP　Globusキャンペーンー

対流圏NO。密度の航空機観測

成層圏気球国際比較観測

上層大気中NO2量の観測と解析

大気中のハロカーボンおよびメタンの分布と挙動

航空機によるオゾン・フレオン・亜酸化窒素の観測

磁気嵐に伴なう極域成層圏炭酸ガスの分解

自由大気中の電離強度一異なる検出器を用いた気球観測結果一

航空機による放射観測

赤外放射スラックスの高度分布の測定

El　Chichon火山噴火後の成層圏エアロゾル層一ライダー観測一

ANumerical　Simulation　of　EI　Chichon　Volcanic　Cloud

YAGライダーでみた1983年成層圏エアロゾルの動向

気象研における成層圏エアロゾルのライダー観測

航空機・大気球による成層圏エアロゾルの直接観測

自由対流圏エアロゾルの空間分布の測定

光化学反応による有機気体からのエアロゾル生成

レーザースノーの生成と粒径分布の時間変化

EXOS－Cによるプラズマ観測一データ処理を中心として一

EXOS－Cによる中間紫外大気光観測（BUV）

Sqの遂日変化

中層大気擾乱に関連する地磁気口変化変動

D領域冬季異常吸収の要因について

オゾン全量の4年周期振動

最近の気象衛星資料とその解析例

中層大気中のNormal　Mode　Rossby　Waves

成層圏突然昇温とポテンシャル渦度混合

QBO：1953－1982

成層圏，中間圏の平均東西風について

半年振動の数値モデルII

中層大気大循環と内部重力波の作用の数値シミュレーション

アレシボレーダーデータを用いた中間圏内部重力波（周基1～2時

　間）の解析
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宇宙航行の力学シンポジウム

昭和58年11月24日～26日

　　参加人員　延215名

無条件安定な陽的方法と陰的方法の比較

非定常な境界を持つ流れ場の数値計算

3次元渦モデルによるバーストの数値解析

MPDスラスター内流れの数値解析

超音速二次元流・軸対称流のランダム・チョイス解析

遷音速三次元翼の非粘性・粘性干渉

分子中における亜励起電子の熱電子化過程のモンテカルロ・シミュ

　レーション

Ar自由噴流中におけるN2の回転緩和

Stochastic　Solution　Method　of　the　Master　Equation　and　the

　Model　Boltzmann　Equation

厳密な直接シミュレーション法による衝撃波構造の解析

回転緩和を伴なう自由噴流の構造

吸着層をもつ固体表面の散乱分布モデル

ヒートパイプの作動流体としての超流動ヘリウム

　膜流の熱特性に関する考察

長尺ヒートパイプの開発と適用研究

“編組”ウィックを用いたヒートパイプの寿命試験

金網ウィックの透過率について

二相サーモサイフォンの非定常現象（II）

AIAA　21st　Aerospace　Sciences　Meeting（Jannary　10－13，1983

　MGM　Grand　H　otel　Reno，　Nevada）

T字型ヒートパイプの動作特性

熱サイフォン型ヒートパイプの作動限界における流動様式

コイル内蔵型回転式ヒートパイプの実験的研究

太陽熱の地中長期蓄熱用サーモサイフォンヒートパイプ

地下水流れを入熱源とするヒートパイプ蒸発部外壁の熱伝達につい

　て

ヒートパイプ式潜熱蓄熱システムの研究

気球赤外線望遠鏡（BIRT）の姿勢制御システム

リアクションホイールによる気球観測器の制御

気球搭載大型システムのCMGによる方向制御の検討

姿勢の表現と推定について
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PLANET－A：ハレー彗星観測時における衛星スピンレート制御の

　安定性

「PLANET－Aスタースキャナによる姿勢決定」

スタートラッカ用フード性能評価プログラムー概説一

Bias　Momentum　Wheelを用いた衛星の姿勢不安定について

きく4号（ETS－III）姿勢制御系の運用評価（その1）

きく4号（ETS－III）姿勢制御系の運用評価（その2）

地球重力ポテンシャルモデルの精度評価

M－3S－3号機の姿勢制御

Direct　Ascenf方式による最終段ロケット制御

スペース・ステーションを起点としたタグの特性解析

フレキシブル衛星の姿勢制御

重力傾度安定に及ぼす遅いヨー運動の影響
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　宇宙輸送シンポジウム

昭和58年12月21日～22日

　　参加人員延124名

MPDアークジェットシステムの開発

MPDアークジェット性能に及ぼす電極形状効果

MPDアークジェットの熱解析

MPDアークジェット用推薬供給システムの検討

軽量化スィルムコンデンサの開発

MPDスラスターの数値解析

種々の形状をもつMPDアークジェットの推力特性一大電流放電と

　電極表面温度一

永久磁石を用いたMPDアークジェット

ETS－IIIイオンエンEM長時間試験

不活性ガスを用いたイオンスラスターのカスプ損失

多極磁場イオンスラスターの電子エネルギー分布

ETS－IIIイオンエンジンの宇宙実験

ホローカソードの長時間試験

パルス型プラズマエンジンの電磁雑音放射とその測定

GPSによる人工衛星の軌道推定

星画像系と慣性系の結合による人工衛星の姿勢推定について

1ないし2インパルスを用いた最適惑星間軌道

非線型光学を用いた化学種の測定

H－1アポジモータの開発現状

H－1第3段モータの開発現状
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H－1ロケット上段点火，分離，破壊系火工品システム

M－3SII型ロケットSB735可動ノズルの開発

M－3SII型ロケット用ノーズフェアリングの開発

HTPB推進薬の疲労特性の温度・周波数依存性

X線CT法による固体モータの非破壊検査

二段燃焼の実験（3）

高圧液水ターボポンプの試作試験

液水／液酸高圧エキスハンダーサイクルエンジンの検討

3段液酸液水ステージの研究

空気吸込型ロケットエンジン

液酸・液水エンジン（LE－5）の実機型燃腕試験

宇宙研ステージ燃焼試験用薄肉小型タンクの製作

10トン液水／液酸ステージ試験

10トン液水／液酸タンク加圧特性

10トン液水／液酸燃焼器用固体折推進薬点火器

液水／液酸エンジン制御用オンボートコンピュータ

10トン液水／液酸エンジンジンバルアクチュエータ

H－1ロケットガスジェット推薬タンク用プラダの開発

CIP成形法による高圧溝構造燃焼室の試作　銅一錫系多孔質焼結接

　合層の形成条件について一

CIP形成法による高圧溝構造燃焼室の試作（その2）

微小重力下における推進薬の挙動

電子およびイオン反応を考慮した極低温における酸水素着火

噴射器流量係数について

次期大型ロケットの基本的考え方について

次期大型ロケットの予備検討

宇宙輸送系計画立案のための衛星ミッションの動向と予測

S型有翼飛翔体の飛行計画

S型有翼飛翔体の打上げ時の問題点について

M型有翼飛翔体（PREX）の予備検討（その2）

S型有翼飛翔体の構造について

有翼飛翔体用INSの計算誤差

有翼飛翔体の航法，誘導，制御系に関する検討

GPSを用いた複合慣性航法システムの構成とその特性

NUMERICAL　SIMULATION　OF　THE　VISCOUS　TRAN－
　SONIC　FLOW　OVER　SPACE　SHUTTLE　CONFIGURA－
　TION
有翼飛翔体の高速空力特性

有翼飛翔体の極超音速大迎角空力特性

カレット翼の極超音速空力特性について

有翼飛翔体の熱伝達と表面温度の予測
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純頭物体風ヒ側側面における高温領域の発達

有翼飛翔体用パラシュートの基本形状の抵抗について

有翻飛翔体の自由飛行による動特性同定実足

有翼飛翔体模型滑空試験によるパラメータ同定

有翼飛翔体の最適径路の計算例

滑空性能を考慮した有翼飛翔体の最適設計の試み

有翼飛翔体自動設計システムの試み
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スペース・プラズマ研究会

　昭和59年1月31日
　参加人員　延29名

講　　演　　テ　　ー　　マ 講　演　者

負イオンを含むプラズマ中の希薄ソリトン

ダブルレアー形成時における弧立電子ホイールの観測

EXB速度シャー中の対流胞の実験

弱電離プラズマ内のダブノレレイヤー

宇宙プラズマにおけるリコネクションの最近の話題

核融合プラズマにおけるDisruptive不安定性

ニュートラシートのプラズマ物性

トーラスプラズマにおける磁気再結合

宇宙実験におけるビームプラズマ放電

Beam　Plasma　Dischargeの比例則

ビーム・プラズマ放電の研究

S－310－13号機ロケット搭載及びMS－T　5搭載用高度感度Ring・

　core磁力計の単体性能試験

EXOS・C搭載PPS装置試験
EXOS－C搭載低エネルギー粒子観測器（ESP）の較正実験

S－520－6号機MINIXロケット実験のためのチェンバー実験

ロケット搭載用Liイオン銃の性能試験

EXOS－C搭載NEI装置実験
ロケット搭載による電子エネルギー分布測定

低エネルギー荷電粒子計測器較正装置の特性

EXB型質量分析器の較正実験

多チャンネル分光画像カメラの開発と応用

ヘリカル型リジターノコイルによる大口径プラズマの生成II

電子注入によるイオン波ソリトンの変化

プラズマ中の非様振幅ソリトン

ダブルレア中のエネノレギー分布関数の測定
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孝長井

プラズマ中における起電力体の電気的性質に関する実験的研究一宇

宙プラズマ現象への応用一

宇宙圏　宇宙放射線合同シンポジウム

　　昭和59年2月27日～29日
　　　　参加人員　延112名
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天馬によるX線バースト

Quasi－periodicity　of　Bursts　from　the　Rapid　Burster

ラビット・バスターII；定常X線成分の解析

X線バーストの理論，球対称ツェルフラッシュモデルの到達点

われわれの銀河内でのX線バースターの空間分布

XB1715－321；Long　burstの成因と中性子星の内部温度

An　Inhomogeneously　Buming　Model　of　X－Ray　Bursters

An　Interpretation　of　the　Absorption　Line　from　X・Ray　Burste］

　MXB　1636－53

超新星とX線観測

ガンマ線バースト観測計画

HESP（ひのとり2号）計画

赤外線天文将来計画について

宇宙基地計画について（SPACE　STATION）

LACによる新しい観測方法

鉄輝線／吸収線の精密観測計画

X線ミラー設計指針

1トン衛星による超軽量ミラー望遠鏡

多重反射鏡X線衛星

LSMを用いたX線分光観測衛星

大面積低バックグラウンド・カウンターによる宇宙X線観測

CXGT報告
X線天文学をいかに進めるか一COSPAR　1984，　WORKSHOI

　“INTERNATIONAL　COOPERATION　IN　X－RAY　ASTRO
　NOMY”に向けて一

X線天文学の将来について

シンポジウム　自由討論

バルジ・ソースのモデル

CYG　X－1のDipの観測

Cyg　X－2のスペクトル変動

Cyg　X－3の時間変動

Cas・A，　Tychoの観測
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トランジェントX線源XO331十53

AO535＋26の軌道要素について

4u1626－67の観潰りから

Be型星を主星とした低1uminosity　X線源（γ一Casの場合）

ブラックホール候補の研究の現状

てんまXFCによる観測

AN　UMaの光学観測

BL　Lac天体Mkn　421のX線観測

MKN　421の多波長同時観測一II．近赤外JHK測光

Mkn　421多周波同時観測一NRO　45　m鏡による電波観測一

BL　Lac天体PKS　2155－304

SS　433の観測

NGC　4151からのX線観測

NGC　4151／×0331＋53の光学観測

「てんま」蛍光比例計数管のバックグラウンドの解析

オリオン星雲からのX線

γ線バーストの軟X線成分

NGC　4151中心核のえんぺい
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The　Third　ISAS　Space　Energy　Symposium

　　　　　　昭和59年3月1日

　　　　　　参加人員　延68名

講 演 テニー
Space　Energetics　and　Environment　Laboratory

Electric　Propulsion　Test　Onboard　Space　Station

Microwave　Energy　Transmission　Test　toward　the　SPS　Using　the

　Space　Station

Proposal　for　Test　Operation　of　Electron　Linacs　on　a　Space

　Station　and　Radiation　Processing　of　the　Eruption　Cloud

　Materials

Conceptual　Design　of　Solar－Ray　Supply　System　in　Space　Station

ASolar－Pumped　Laser　on　the　Space　Station

Advanced　Scheme　of　CO2　Laser　for　Space　Propulsion

Laser　Propulsion　Test　Onboard　Space　Station

Space　Semiconductor　Processing　Factory

Fundamental　Study　of　Fuel　Cell　System　for　Space　Vehicle

lKy。i。hiKu，iki

　Yoshihiro

　Nakamura

Nobuyuki　Kaya

Takio

Tomimasu
Nobuhiro

Tanatsugu

Haruo　Arashi

Kazuo　Maeno

Takashi　Abe

Isao　Kudo

Ken　Kikuchi

95

This document is provided by JAXA.



Wire　Harness　Design　of　Large　Power　Solar　Arrays

Solar　Cell　and　Its　Application

Cryogenic　Power　Distribution　on　a　Space　Power　Station（2）

APreliminary　Study　on　Decentralized　Control　of　Large－Scale

　Flexible　SPS

Fundamental　Study　on　SPS　Rectenna　Printed　on　a　Sheet　of

　CoPPer　Clad　Laminate

Theoretical　and　Experimental　Study　on　Rectenna　Array　for

　Microwave　Power　Transmission

Concept　of　SPS　Off－Shore　Receiving　Station　and　Potential　Sites

Electric　Power　Producible　by　SPS　in　Japan

Masatoshi

Ohmura
Shintaro

Hayashi

Noboru　Higuchi

Takashi　Kida

Kiyohiko　Ito

　Saburo　Adachi

　Yoshihiko

　Yamashita

　Hiroshi

lHashimoto

システム計画研究会

昭和59年3月19日
参加人員　延37名

T”’－M”T””””’”’

講　　演　　テ　　ー　　マ 講 演 者

新気象ロケットシステム解析 松 尾 弘 毅

1990年代の大型ロケットのためのシステム 長 友 信 人

科学衛星のシステム解析 林 友 直

NASAにおける宇宙ステーションのシステム解析 山 中 龍 夫

宇宙基地各種モジュールの概念研究 斎 藤 勝 利

宇宙基地ミッションモデルについて 狼 嘉 彰

科学衛星シンポジウム

昭和59年6月7日～9日
　参加人員　延155名

講　　演　　テ　　ー マ 講　演 者

XOS－D計画の現状 大　家 寛

XOS－D　PI用CPU　ICの検討 橋　本 弘 蔵

XOS－Dによる半導体の放射線損傷の測定 愼　野 文 命

EOTAIL計画 西　田 篤 弘

EOTAIL（OPEN－J／GTL）計画 寺　沢 敏 夫

eotail（OPEN－J／GTL）計画 木　村 磐 根
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GEOTAIL（OPEN－J／GTL）計画

ASTRO－Cの現状

大面積X線望遠鏡（LAC）の現状

ASTRぐ）－Cの姿勢制御系

ASTRO－C搭載用バブルファイルメモリ

HESP衛星計画（総論）

HESP－R衛星の科学的意義

HESP－R衛星搭戴の硬軟X線望遠鏡計画について

HESP／Rによる太陽軟X線分光観測と像観測

HESP－R衛星による太陽ガンマの観測計画

HESP－Rに対する天文X線モニタの提案

太陽放射総量計について

HESP衛星による太陽重粒子（Z＞30）観測計画

HESP衛星による太陽フレア粒子同位体の観測計画

UVSAT用グリズム分光器の開発

MS－T　5の現状

MS－T　5搭載用磁力計の性能について

ハレー探査機に対するダストの衝突の影響

一般相対論検証衛星一ドプラーによる重力波検出一

MS－T　5／PLANET－Aの運用管制設備

MS－T　5／PLANET－Aの地上データ伝送システム

MS－T　5／PLANET－A姿勢・軌道制御系運用ソフトウェア

“おおそら”の現状

「おおそら」のSパンドレンジングによる軌道推定と精度

「おおそら」の蓄電池電源に関するリコンディショニング実験計画

「おおそら」搭載の太陽電池特性計測装置（SCM）

“てんま”，“はくちょう”の現状

ASTRO－D計画

ASTRO－Dの観測目的

ASTRO－DのX線光学系

ASTRO－DのX線検出器
高分解能X線像検出器

X線反射鏡の開発（1）一表面素材の研究一

X線反射鏡の開発（II）一光学設計一

多層膜を用いたX線反射望遠鏡

低バックグラウンド蛍光比例計数管によるX線天体観測計画

ガンマ線バーストモニター

スペースにおける赤外線観測計画

高精度天文衛星の姿勢制御

静電微粒罫加速器について

極周回衛星による月探査計画
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月探査用地震計の開発

MPDスラスタを用いた月極軌道低高度探査

リレー衛星による月裏側局所重力場の測定について

ルナー・スウィングバイ・ミッション
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　宇宙利用シンポジウム

昭和59年6月11日～12日

　参加人員　延158名

無重力下におけるシリコン球結晶の成長とその表面酸化

無重力下における拡散による有機金属の結晶成長

無（弱）重力下で生成したと考えられるいん石とその構成鉱物の性

　質と宇宙実験

自己潤滑複合材の開発

スペーススラボ化学実験一無重力下におけるエアロゾル粒子生成反

　応研究の提案

無重力下での気相反応

無重力下において生成可能なポリマーガスのレオロジー的性質

宇宙空間での偏晶系合金の凝固現象

固液界面安定性に対する重力の影響に関する研究

凝固現象と宇宙実験

無重力下における半導体結晶の製造

浮遊帯域溶融法による化合物半導体単結晶の作製

生物学的増殖機構に基づく電気エネルギーの大量生産に関する研究

吸気分析質量分析計一コンピュータシステムによる低重力環境にお

　ける呼吸循環代謝生理の多次元測定

無重力時の食欲の神経生理学的研究

動揺病とアミン

宇宙空間における突然変異誘発と発がん

宇宙ステーションにおける高等植物の継代繁殖試験

宇宙生物有機化学

宇宙空間における植物の生長

無重力場における植物培養細胞の再分化

CO2－02交換体およびバイオマス生産体としてのクロレラ

宇宙における食事成分のリサイクル

生命維持技術と宇宙農業の接点について

バイオリアクタンスシステムによる閉鎖系の物質循環

固定化カラム・バイオリアクターを利用した工学的宇宙農業

宇宙における電気泳動装置の利用
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宇宙での基礎生物学研究の諸課題

CELSSの開発に要する農業生物研究の諸課題

宇宙における無重力順応および地上重力への再順応

宇宙バイオテクノロジーの展開

大型バルーンを利用した無重力生物実験

TT－500　A型ロケットの材料実験装置

TT－500　Aロケットによる宙宙材料実験の内容および有効性につい

　て

ゲッタウェイ・スペシャル計画と人工雪実験

スペースシャトルによる科学実験

自由落下実験のすすめ

小型ロケット用宇宙材料実験装置の改良案

気球を用いた無重力実験体

S－520による無重力実験の可能性について

スペースシャトル・ミッドデッキロッカー搭載・動物用前庭実験装

　置の試作

宇宙ステーションを利用した宇宙材料実験に関する一考察

スペースステーションと宇宙利用

今後の宇宙材料実験の問題点

これまでの宇宙ライフサイエンス実験

植物バイオテクノロジーと計測技術
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　宇宙観測シンポジウム

昭和59年7月25日～27日

　参加人員　延116名

講　　演　　テ　　ー　　マ 講　演　者

“てんま”の観測の概要 小川原　嘉　明

天馬によるラピット・バースターのスペクトル観測 田　原　　　譲

Vela　X－1の星食中のスペクトル 長　瀬　文　昭

天馬によるGX　301－2の観測 河　合　誠　之

“天馬”による活動銀河核の観測 松　岡　　　勝

“天馬”によるLow　mass　binaryの観測 満　田　和　久

天馬による4U1608－52のバースト観測 井　上　　　一

てんまによる超新星残骸のX線観測 常　深　　　博

“てんま”によるComa　Cluster及びA754の観測 山　下　広　順

Cyg　X－3の4．8時間周期変動 北　本　俊　二

Cir　X－1のスペクトル変化 宮　本　重　徳

ひのとり鉄輝線解析によるフレア高温プラズマの温度分布 秋　田　　　亨

太陽ガンマ線の観測 吉　森　正　人
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「ひのとり」による太陽フレアのモデル

Low　mass　X－ray　binariesからのX線放射機構

セイファート銀河NGC　4151の光学・X線同時観測計画

CCDによる微弱光の画像処理

大気球，スペースシャトルによる高エネルギー宇宙粒子線の観測

ロケットによる近赤外拡散光の偏光観測計面

K－9M－78号機によるサブミリ波背景放射の観測

近赤外線背景放射のロケット観測

遠赤外グレーティング分光器の性能と観測計画

銀河の紫外観測

30cm気球望遠鏡BAT－2号のシステム・アップ

遠赤外ファブリ・ペロー分光器の開発

科学衛星「おおそら」の概要

EXOS－C（おおそら）NEIによって観測された電子密度分布

‘おおそら’による電子温度測定

EXOS－C（おおそら）によるPPS波動総合観測

EXOS・CにおけるPPSによるプラズマ波動の観測

宇宙空間飛翔体によってひき起される衝撃波一EXOS－Cの結果一

EXOS－C（おおそら）PPSによって観測されたプラズマ構造と擾乱

「おおそら」による電力線放射（PLR）観測

“大空”衛星による低エネルギー粒チの観測

「大空」高工ヘルギー粒子観測

「大空」MUMによるMUレーダアンテナ・パターン測定結果速報

科学衛星「おおそら」による成層圏エアロゾル・オゾンの観測（速

　報）

中間圏オゾンーおおそら速報一

科学衛星「おおそら」による大気周縁赤外分光観測

「おおそら」搭載BUV初期観測結果

成層圏気体遠隔測定の国際比較実験

S－310－14によるオゾン観測

太陽活動極大期後における熱圏NO分子密度分布

K－9　M－76号機による大気光赤線観測の結果

Spacelab－1　SEPAC実験で観測された電f一ビーム放射にともなう

　オービター帯電と放電現象

Spacelab－1　SEPAC実験で行われたプラズマ及び中性ガス放出に

　よるオービターの帯電中和実験

Spacelab－1　SEPAC実験で行われたプラズマ放射による臨界速度

　電離現象の研究

Spacelab－1　SEPAC実験で観測された中性ガス放射にともなう異

　常電離現象

宇宙空間におけるArプラズマジェット放出に伴う現象：SEPAC
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S－520－6号機MINIX実験

VLF観測用オンボードデータ処理システムの開発

衛星搭載用波動伝搬ベクトル観測システムの開発

単・スペクトル線光ポンピング磁力計

多層膜反射鏡のX線光学特性

Multi－Anode　3段MCPの特性

粒子束の高速変動成分の検出II

270c球型静電エネルギー分析器の特性

ブーメラン法による電場計測一イオン銃における　deflection　sys－

　tem－

Drag－Freeシミュレータ

日米共同デザードペイロード実験

地球磁場の空間的変化を用いたロケットの姿勢決定法（2）

Star　SensorによるK－9　M－76号機の姿勢解析

科学衛星JIKIKENにおける電子ビーム放出実験

太陽タイプIII型バースト電波による惑星間空間粒子流の研究一

　EXOS－Bの結果一

人工衛星で観測された磁気嵐中のイオン・ホイスラ

準周期的プラズマバブルー科学衛星“ひのとり”による電子密度計

　測一

S－310－14号機による熱的電子のエネルギー分布観測結果

宇宙γ線用検出器としてのLiquid　Xe　Detectors

BGOガンマ線スペクトロメータの開発

低バックグラウンド比例計数管の開発

「ひのとり軟X線分光観測によるフレア蒸発モデルの検証」

X線反射集光鏡の開発

多芯多層型低バックグラウンド比例計数管の開発

位置検出型比例計数管の開発

低バックグラウンド比例計数管の開発

Cyg　X－2からの鉄輝線の観測

X線反射鏡及び焦点面検出器の開発

X線パルサーのパルス波形について

気球搭載用令却赤外分光装置の開発（ハレー彗星の赤外分光の応用）

サブミリ波領域での光学素子の開発

冷却型赤外グレーティング分光器の開発

S－310－14号機による太陽HLy一α線の観測

“真空紫外観測機器較正装置の開発”

地平線検出のシミュレーション実効地平線高度のピッチ角依存性

形状記億合金を用いたふた開機構

放射計較正装置の改良

中間赤外大気光放射計の製作
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気球観測用NOx測定値の開発

電離式風速計の開発

惑星探査用高集積度素子の開発報告一高周波プラズマ波動受信機中

　間周波段のIC化一

S－310－14号機のインピーダンス計測

アンテナのベクトルインピーダンス測定装置の開発

衛星上でのVLF／ELF放射の方位測定

ブーメラン法による電場計測一ビーム制御・データ処理技術一

ブーメラン法による電場計測一大有効面積広視野角粒子計測器の開

　発一

可変入射スリッパの開発

E×B型イオン質量・エネルギー分析器の開発（FIMSの基礎開発）

単一コアによる3成分フラッグゲート磁力計の試作

SEPAC実験における波報励起の研究

S－520－6号機子ロケットの姿勢測定

S－520－6号機MINIX実験一非線形波動の励起一

Proposal　of　Magnetospheric　Sounding　by　Ground　based　Electron

　Beam　Propaqation

スペースラブ1号に於けるSEPAC実験報告一〇verview及び技術

　的問題点一

高　木　増　美

山　中　大　学

寛
三
蔵
士
郎

　
　
　
　
一
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大　林　辰　蔵

　月・惑星シンポジウム

昭和59年8月22日～24日

　参加人員延105名

　　　　　　　　講　　演

Light　Reflection　From　A　Vertically　Inhomogeneous　Planetary

　Atmosphere

APhase　Angle　Dependence　of　Infrared　Flux　of　Venus

Interannual　Difference　in　the　Regression　of　the　South　Polar　Cap

　of　Mars

Reflected　lntensity　of　the　White　Cloud　of　Mars

Inhomogeneous　Planetary K

The　Optical　Depth　of　the　Blue　Cloud　near　Nix　Olympica　of　Mars

　in　1982

High　Electron　Density　Condition　Produced　by　Precipitating

　Electrons　in　the　Pole　Region　of　Jovian　Ionosphere

Observation　of　Jovian　Decametric　Radiation　with　75km　Baseline

　Interferometer

Kiyoshi

Kawabata

S．Mukai

Kyosuke

Iwasaki

Yasunori

Narumi

Tokuhide

Akabane

Hiroshi　Oya

Hiroshi　Oya
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Stability　of　Pluto’s　Orbit

Heliomagnetic　Sector　Beundary　and　Coronal　Configuration

OnIHW
Condensation　of　Fine　Ice　Particles　near　a　Cometary　Nucleus

Heterogeneous　Icy　Grain　Model　in　Comets

Scaling　Analyses　of　Cratering　Flow　Field

Fractal　Dimensions　of　Rock　Fragments

Impact　Fragmentation　Experiments　of　Basalts－three・

　dimensional　determination　of　fragment　velocities－

Impact　Experiments　on　Metals

Catastrophic　Impact　into　Multi－Colored　Targets

Fine　Fragments　in　High－Velocity　Impact　Experiments　III

Breakup　Conditions　of　Asteroid　Families

Spinel　Group　Minerals　in　Unequilibrated　Ordinary　Chondrites

Chemical　Fractionation　of　Lanthanide　and　Actinide　Elements　in

　　Chondrites－For　Evaluation　of　the　Possibility　of　244Pu　Chrono－

　　10gy

Some　New　Ureilites　and　A　Working　Hypothesis　on　the　Origin　of

　　Ureilites

Observations　of　Visible　and　Near－Infrared　Spectral　Refiectance

　　－Empirical　relations　of　the　mixture　of　minerals－

Infrared　Spectra　of　Amorphous　Silicates

Amount　and　Time　Variation　of　lnflow　of　Extrasolar－system　Dust

　　during　the　Age　of　the　Solar　System

Effects　of　Magnetic　Field　on　the　Solar　Nebula

The　Formation　of　Iron　Grains　in　the　Primordial　Solar　Nelula

Tentative　Explanations　of　Jupiter’s　Mass

Origin　and　Formation　Environment　of　Cometary　Nuclei

Earth’s　Melting　Due　to　Blanketing　Effect　of　An

　　Generated　Atmosphere

Evolution　of　an　Impact－（｝enerated　H20　Atmosphere

　　Implication　for　Origin　of　Ccean

Internal　Evolution　of　the　Growing　Earth

Impact一

and　Its

Hiroshi

Kinoshita

Takao　Saito

Yoshihide　Kozai

　Tetsuo

Yamamoto
　T．Mukai

　Shin・ichi

Kawakami
Muneyoshi

　Furumoto

Yasuhiko

　Takagi

　Tomohiko

　Naide

Akira　Fujiwara

　Noriaki　Asada

　Yasuhiko

　Takagi

Makoto　Kimura

Mitsuru　Ebihara
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　　Chiyoe　Koike
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Takashi　Kozasa
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3He／4He　Ratios　in　Deep　Sea　Sediments－－Evidence　for　the　lncor－

　poration　of　Extraterrestrial　Material　to　Sediment－

Physicochemical　Necessity　of　the　Appearance　of　Life　on　the

　Primitive　Earth

Masahiro

Takayanagi

Mikio　Shimizu

　衝撃工学シンポジウム

昭和59年9月28日～29日

　参加人員　延116名

　　　　　　　　講　　演　　テ

ショック・チューブの自動化とそれによる噴流混合の実験1

無隔膜ショック・チューブによる常温以下の気体中の衝撃波実験

自由飛翔体発射装置の特性について

水素酸素ロケット振動燃焼の数値シミュレーション法

衝撃波管によるすすの酸化速度の測定

衝撃波管によるアセトアルデヒドの熱分野と酸化反応

衝撃波による微粉体の導体化を用いた磁束濃縮法

キー付火薬衝撃銃の試作とその応用

高速ジェットの発生と応用

入口衝撃波予備電離をともなう非平衡ホール型MHD発電（入口衝

　撃波角度の影響）

気体デトネーションによって開始される爆風の数値解析

衝撃波を伴なう非粘性流に対する差分法の解の収束性の検討

圧力比の大きな低圧大気中への自由噴流の構造

高いレイノルズ数流れのシミュレーション

固体微粒子浮遊気体中を伝ぱする衝撃波に関する実験

強制混合型CO2ガスダイナミック・レーザに関する衝撃波管の実験

　的研究

衝撃波後方境界層内における非平衡壁面凝縮

粉塵層Lにおけるマッハ反射の特性

各種物体からの衝撃波の反射について

マッハ反射における反射衝撃波の強さについて

超音速乱流混合層に対する弱い衝撃波の影響

衝撃波収束に関する考察

炭酸ガス中の弱い衝撃波の多孔壁からの反射

液体中の2個の非球形気泡と発生圧力波の相互作用一問題の定式化

導線放電爆発による水中衝撃波の計測

反射衝撃波の収束について
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　　　　　　　4．国際協力

日米科学技術協力事業非エネルギー分野「宇宙」科学協力（1）
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　2）ASTRO－Cにおける国際協力

　（1）ASTRO－Cにおける日英協力

　第11号科学衛星ASTRO－Cは，わが国三機目のX線天文衛星で，昭和61年度の打上げが

予定されている。この衛星の主要装置である大面積比例計数管（LAC）の開発が，日本と英

国の協力で進められている．この計画は文部省と英国SERC（科学工学研究会議）の間の

協定メモにもとづき，日本側からは宇宙研，名古屋大学および大阪大学が参加し，英国側

からはLeicester大学とRutherford　ApPleton　Laboratoryが参加している．

　LACの開発，設計，評価および試験は，日英の科学者の緊密な共同作業で進められてい

る．58年度には英国で2台の比例計数管プロトモデルが製作され，また日本では電子回路

プロトモデルが製作された．これらプロトモデルの評価・試験にもとづき，59年度にはフ

ライトモデルの製作が進行している．

　この協力に伴い，56年度から日英間の活発な交流が行なわれている．59年度にはLeice－

ster大学のDr．　Turnerらが3回にわたり来日し，フライトモデルの設計の確認を行った．

また日本側からは小川原（宇宙研），牧島（宇宙研），小山（宇宙研），常深（阪大理），山下（阪

大理）がLeicester大学を訪問している．

　（2）ASTRO－Cにおける日米協力

　ASTRO－C搭載のガンマ線バースト検出器（GBD）の開発・製作が日米協力で行なわれ

ている．米国側は，ガンマ線バーストの観測に多大な実績をもつロスアラモス国立研究所

が参加している．

　58年度には米国で検出器プロトモデルが，また日本で電子回路プロトモデルが製作され，

ともに59年6月に宇宙研で実施されたASTRO－Cプロトモデル試験に供出された．この成

果にもとづき，59年度にはフライトモデルの製作が進められた．

　この協力に伴い，57年度から日米間の交流が続いている．59年度には，6月にDr．　Klebasade1

ら3名が来所してプロトモデル試験に立ち会ったほか，12月にはDr．　Evansら5名が来日

して，フライトモデルの設計の確認を行った．また日本からは村上（宇宙研）がロスアラ

モス国立研究所を訪問して協力事業を進めた．

　3）ESRANGE（Sweden）における「おおそら」のテレメータ受信

　昭和59年2月に打上げられた第9号科学衛星「おおそら」は準極軌道を周回するため，

高緯度地方に受信局を設けることにより受信データ量を大きく増すことができる．このた

め北極圏内にあるスウェーデンのESRANGE局にテレメータデータ受信を依頼すること

を計画し，56年度から打診を始め，57年度にはSwedish　Space　Corporationの関係者と具

体的な折衝が進められた．

　58年9月には，林（宇宙研），中村（宇宙研），井上（宇宙研）がESRANGEを訪問し，

細部にわたる技術的な調査を行うとともに，EXOS－Cの総合試験中に作成した衛星テレメ

ータデータの擬似テープを持参し，ESRANGE局の受信装置，データー次処理系のチェッ

クを行い，支障なく受信が行えることを確認した．

　「おおそら」が打上げられた2月中旬以降，昭和59年度末まで順調に受信が続けられ，観

測データを記録した磁気テープが次々と宇宙研に送られてきている．
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4）　日豪気球協力

　オーストラリアは，銀河中心部及び南天球固有天体の観測に最適地であり，従来より数

多くの気球実験が行われてきていた．

　昭和56年，オーストラリア中央部に位置するアリススプリングス気球基地を管理してい

るメルボルン大学U）Prof．　Thomasとの問に協同実験の話しがまとまり，58年3月・メル

ボルン大学と宇宙研の問で協力覚書が交換された．

　本事業は59年度も引き続き，銀河中心部の赤外スペクトル観測が昭和60年2月，3月に

実施され，その計画内容は次に示すとおりである．

気　球

B3。－A

　　　　　　観　測　　目　的
亦・ブリベ・一分光器による

　　　　南天遠赤外線源の観測

　B5、rA　7
1

L一

担　当　者＊ 所 属

奥　田　治　之　　宇宙科学研究所

グ。，テ，ング分光器による舞原俊憲京都大学理学訓

南天遠赤外線源の観測

＊オーストラリア側の担当者はズノレボルン大学のトーマス教授，スード助教授である．

5）　EXOS－Dにおける日加協力

　極域プラズマ中でのオーロラ粒子の生成とその影響の解明を目的として第12号科学衛星

EXOS－D計画が進められている．その観測項目のひとつである極域プラズマにおけるイオ

ンのエネルギー及び質量の同定測定のための観測装置，スプラサーマルエネルギー粒子質

量分析装置を日加協力で開発・製作し，EXOS－Dに搭載する可能性が検討されている・

　このため，カナダ側担当機関であるカナダ国家研究会議Ilerzberg天体物理学研究所の

研究グループ（代表者Dr．　B，A．　Whalen）がEXOS－D　W・Gに参加している・

　6）　日中気球協力計画

　この計画は，内之浦の鹿児島宇宙空間観測所から観測機器を搭載した気球を放球し，東

シナ海上空を経て南京付近で回収，更に将来は，北京から放球し，ゴビ砂漠で回収する長

時間観測により，宇宙線，X線，ガンマ線の観測，ヒ層大気の研究を日中協力で行おうと

するもので，日本側は宇宙研，中国側は中国科学院上海天文台がそれぞれの代表機関とな

っている．

　この計画の実現のため，宇宙研（代表者西村純）と中国科学院内に設けられた大気球委

員会の間で技術的検討が進められている．

7）　日本・ESA科学関係協力

　日本とESAとの間の宇宙開発協力の増進を目的とする第10回日本・ESA行政官会議が，

昭和59年11月12・13日の両日，東京で開かれた．会議は総会と5分野の分科会に別れてい

る．総会出席者は，ESA側はリュスト事務局長，プラド次長以下9名，日本側は科学技術

庁内田研究調整局長以下21名で，文部省からは佐藤研究機関課長と草原研究調整官，宇宙

研からは小田所長と野村企画調整主幹が参加した．

　宇宙科学分科会は，11丹1・2の両日，ESA科学者が宇宙研で開かれたNASAを含む3

機関合同のISTP計画会議iに参加した機会を捉えて行われ，昨年話題となった各事項を受
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けて討議を行った．分科会には奥田，西田両教授も参加した．双方はX線天文学，ハレ．一一

彗星探査，ISTP計画について協力が実質的な成果を挙げていることに満足の意を表明し，

今後更にその増進を図ることに合意した．また宇宙VLBI，赤外線天文学，人材交流，共

通ア：一タベース，臼田局利用にっいては，引続き密接に情報の交換等を行’、ていくことと

した．

　双方の事情も絡んで難しい問題のある国際協力であるが，宇宙科学の分野で実り多い成

果が挙がっていることは大変喜ばしいヒ，総会の席h2度にわたってESA側は述べ，この

分野における協力関係を高く評価した．

　8）ハレー彗星探査における国際協力

　第4回・・レー彗星探査関係機関連絡協議会（IACG－lnter－Agency　C（msultative　Group）

ノぐ口4～こ

　1981年イタリア（・・ドヴーi’　，）で結成されたIACGは，　欧州宇宙機構（ESA），　ソ連（INTER・

COSMOS），米国航空宇宙局（NASA），宇宙研（ISAS）の4機関ヒ地卜観測の相／11連辛1｝

を行う国際’・し一・一観測IIIIW｝リーゲーとで構成されており，WG－1：・・し一一環境，、VG．－

II：フラズマ科学，及びGIOTTO（ESA探査機i）のためのpathfinderについての実f∫委

員会がある．

　二のIACG第4回会言義1之び2WGヒpathfillder　steeril199r（）uPの会合が，昭和5g年11月

12日～16日までソ連”1リン市で開催され，各機i関代表’者等計60数名が参加した．

　2WG会i－）（ll月12，13，141D　L・i）・｝ち，　WG－1では，・ルー彗1淘球わりω謬挺，特に突

然噴き出すジェットに伴う塵についての研究報告があり，WG－IIでは，・・レー彗星会合

圭での各探査機に1：るフラズマ観測，特に，各探査機澗の相互連けい観測については昭和

60年5月中旬以1条約1ヶ月，VEGA，金星，　MS－T5，　ICEがまく陽風の流れにそってほぼ

並ぶ期間，金星のwakeの研cit－tをする．ついてはICEは宇宙研でデーyをとってほしいと

いう勧告が出された．また，Pathfinder　GrouP　lよ実行計画案を確認した．

　本会議（11月15，16口）では，2WG及び各機関の進捗状況を確認し，　Pathfinder　WGの

実行計画案を含む各WGの勧告が承認された．また，．二のIACGがこれまでに例をみない

国際協力体制であることから，ヘレー彗星観測後も新しい目標設定を行い，存続させたい

という昨年の希望に対する貝体案も議論されたが，結論は来年以降に持越された．

　9）SEPAC計画
　スへ一スシャ｝・ルを利用した宇宙科学実験SEPAC（荷電粒子加速度器による科学実験）

は，スへ一スラブ（Spacelab）が初めてフ、ヘースシャトルに搭載されるスへ一スラブー1ミ

ッションの一一部ヒして，111128〕～12月8日」）間にわたって実施された．この打ヒげは，ス

へ一スシャトルとしては9号機であって，使用されたオービyは「コロンビアーであった．

また，スへ一スラブはESAが開発したもu）で，今回実施された実験には，欧州11か国，

．米，加，日の研究者が．参加し，スペースシャトル利用によるこれまで最大規模の国際協力

宇宙研究であった．

　SEPACは，　NASAの搭載実験の一つとして採択されたもので，フラでト中の実験班の

構成は，宇宙研大林教授を主研究者（Principal　Investigat（）r）とし，［本側12名，米国側

13名であり，スへ一スラブー1t／STS－9フライト中，　NASAジョンソン宇宙センターのPOCC
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（P。yl。ad　Ope・ati（）ns　C・・t・・I　Ce・t・・パ・お・1て，搭郵IS（Missi・n　Spe・i・li・t・）”：ノPS

（Payl。。d　Spe、i。li・t・）ヒ連絡をしつ一・行わオ・たが，途・P・耐銃1二fく賄姓！∴蝿’LT

モードでの運用は出来なかったが，所期の科学目的の嬬ll分を達成するこヒが出斗乏た．

　特に，国際協力事業としてド記の側面で大きな足跡を残㌧た．

）1

）2

）3

SEPAC内部における・米国共同研究者（6名参加｝ヒ・）緊密な打上げオへし’一’シ1・

体制が確立された．

SEPACとスベ＿スラブ及びスへ一スシ！・トJレを運EI］　’tるNASA及ーびESAヒの問

のインy一フェイスの運用に直接参加し，貴重な経験が得られた．

スへ＿スラブー1に搭載されている関連実験者AEPI（高感度カズラ：S・Mellde（米））

PICPAB（小型粒子加速器：C．　Beghin（仏））ESA　OI9（電子エネ1しギーアー｝一つィザ

ー：K．Wilhelln（独））との問で緊密な協力のもとに共同実験が行われ．成果をあげ

た．

この協力関係は今後のデーダ解析及び将来計1　’1了へも引き継がれる．

SEPACσ）実験成果については，晰rl59年3月にはNASA，　MS　FCに於て第1障・研究

報告会が行なわれ，つづいて，Spacelab－1「｝機の総合報告会がでtfリヤ，カフリ島で開催

され，これには宇宙研，大林教授及び河島助教授が出席した．これらを要約すれば

　1庵子ビーム放射にともな一｝・・1－一ビ知帯電現象は飛翔f本u）進行方向と密接な関係に

　　あり，RAM方向では10～100　volts，またWAKE方向には5，00〔l　voltsに帯電するこ

　　と力甥）カiった．

　9　MPDアークジェットの放射にしたがって電子ビーム放射による帯電現象が完全に
　一　　　，

　　中和されること．

　3．中性ガス（Nz）の’放射によって，電離作旧が増大するこヒが明らかヒなった．

　4．電子ビーム放射中の帰環電一il　u：　）エネルギースヘクトラムは，数キロボ・レト以Eの局

　　工？、ル・ギー電子が存在することが発見された．

SEPAC鶏麺再飛翔については1986年度以陶）EOM－1ミ・・シ・ンにおいて考慮する

こヒで準備されている．この飛翔計画についてはS　pacelab－1号機の場合ヒほぼ同様o）実

験内容が行なわれる予定である．

　SEPAC計画の経過

1974年

1975年6月

19．　761ヰ三2月

1976年11月

1976～1977年

1977年11月

1977～1978年
19　78　ij－i　11月

1979～1980年

SEPAC計画は，　NASAのスヘースシャト］しを利用したAMPS科学

実験計．画へ参画するために着手され，宇宙研ではその開発試験や，ロ

ケット実験が開始された

スベースラブ1号の搭載機器へ応募

スペースラブ1号の搭載機器として採択される

NASAジョンソン宇宙センターでの加速器実験

SEPACエンジニアリング・モデル製作

筑波宇宙センター（NASDA）のスへ一スチェンバー内における機能動

作試験

SEPACプロト・モデル製作

SEPAC設計審査会および筑波宇宙センターのスへ一スチェンバーで

u’）↑生倉旨謡忍定言式彫ミ

SEPACフライト　・モテ㍉レ製f乍
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1981年7月

1981年12月

1982年

1983年3～4月

1983年6月

1983年9～11月

1983年11月28日

　　　　　～

　　　12月8日

ISASにおけるSEPAC総合動作試験
筑波宇宙センターのスペースチェンバーでの機能確認試験およびスペ

ースラブ・ベイロードクノレー訓練

NASAケネディ宇宙センターへの搬入，総合組付け及び飛しkう前試

験

NASAケネディ宇宙センターにおける飛しょう前試験（レベ～レIII／II

ミッション・シークエンス・テスト）

　　　〃

（ダミーからフライト機器への取換作業（電子銃他））

NASAジョンソン宇宙センターにおけるオヘレーションのシミュレー

ション訓練

打上げオペレーション

予　算　額 （．iv一位：下・円）

年　度
　　　　　　　1

T0～52 53 54 55 56 57 58 59
　　　　　　1

v
予算額 707，842 926，888 967，616 437，238 374，207 200，077 191，124
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11）人物交流

　（1）外国からの来訪

　　①外国人研究員

　　　外国人客員部門教授
　　　　　　　　　　　　T　　　　　　　　’r　　　　　　　　　　　　　　　LLI　　　　　　　　I　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　コ

L招へい壁員壁岬概研究課題超へい幽所　星1

rp「ahl・dChand「a　Agr・w・11Dドi一てんま一1・よるXI59・ P・1宇宙科学第1部門

［（インド・タタ基礎物理学研究所準教授）L一髄墾・…1董国入響列

　　　　　　　　　　＿＿＿」　　　　－　　L．　　　　　　　　　　．　　1．　　　　　　　　　　　　一　　　＿一一　　＿一

　　　外国人招へい研究員

［受入れ騨氏名一．⊥

Manfred　Scholer　　　I
　　　　　　　　　　　　L

マックスプランク研
究所地球外物理学研
究部門主任研究員

「張　　　亜　臣

　　中国科学院空間科学

　技術中心助教授，研
　究室副主任

国籍丁研’ ?ﾛ頭一受入れ輔　世言‘廟究著一「
　　　　一　　一　　　　　…－　　1　　　　－　一一・

無連茜1驚簾粒子…ll鰐傷瀦麗
L　　↓一　　一　一L　　　　　－一一一　一＿－
　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　T－一一
　　　　　宇宙科学酬1こおけ16・．1．31システム研究系

中　国るテレメークコマンl　／
t－　一一Lドシ7・　｛・・N　U）研究16°・3・31教馳村純

P

孫

中国政府派遺研究員

研究既名　 s国
　　　　　　　　　1
　　　　　　　－一一→一一一一一

継　桐

縣灘装備糸獺）1中

t
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璽
制

　
学

　
大
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術

　
技

丘
学
、
7
斗

　
不

　
国

　
」
　
．
J

　
吋
」
則

朱
ー

1中

　1

籍1一壁鐸」遡聖一一世話人研雇コ
　　1飛翔体薄肉圧力容器1
　　　　　　　　　　　　58・1・13　宇宙輸送研究系

国置闇糟遍・把燃小野塑β
　　iシステム解析とシス

　　　　　　　　　　　　58・1・13　宇宙探査11学研究系　　テムシミュレーショ
国㌧についての研究16。．1．12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授野村民也

一↓一一　一一　1－⊥一一一　一　」
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　　　外国人客員研究員

1蔓刷｛擁舐名マ国一籍　1“」F究課題1受ノ繍耐世話」・．研儲「

灘驚3－…鑛撫繋il：　｝卿撫函

R・・IH．　M・rldez　1－ @，、ラシユート川、、59。8．1以テム研1縣

1（顯一ヨー琳研）1コ゜ンビア流オ雌値的研究6・．1．31燃桑原邦郎

　　　　　　　　　　　一⊥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　t－　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　⊥

　　　日本学術振興会外国人招へい研究員

蝿禰麟所）1fi”衆国．金属陛変形一」：週一壁堀「墾、

　　　日本学術振興会科学者交流事業による外国人研究員

　　　　（中国科学院とゾ）交流）

　　受姻ド瓢名国劉研　一一⊥蝿1齢磯

杭　　　恒　栄

螺瀟難金山天） 中　　国

（1）日本の天文偉f星・

　気球観測のデータ
　プロセッシングと
1（，纏．、x線救劉

ナクノロジーt　気
球ゴンドラ取りf寸
け・調整・テスト，

X線ディテクタ…

59．IO．15
　　～

59．11．15

システム研究系

　　　教授　西村　純

1（撚聯麹．旧．国1　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱流唆　．5g・歪1・241糊晃耕一

　　　　（イタリア学術研究会議とσ）交流）

　　　　　　　　　　　　L＿＿　　　　　　　　　．　　』　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　　（カナダ自然科学L二学研究会議との交流）

「受入融脚」鋼研一究課墨ド蝿「世話膿

1雛翫）カナ遜あ陛：1：且：　i撃㌦郎
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②外国からの来所者
　　　　　　
訪問月日

　　　　　Itu
59年　　1

4月3日

4月5日

4月19日

　～

　　20日

4月26日

5月16H
5月16日

5月22日

15月22日

　　　　　　　　　名　　　　　　　　　所　　　　　　　　属

Dr．　R．　G．　Johnson　　　　I米国大統領府科学技術政策局宇宙禾斗学技術担当課長補佐

Dr．　Roy　M．　Green　　　　オーストラリア科学技術省副次’r亨

Mr．　Maurice　M．　Venningオーストラリア大使館科学技術参事官

氏

一

Mr．　B．　A．　Whalen

Mr．　A．　W．　Yau

】Mr．　J．　S．⊃》latsushita

，Dr．　Ulf．　Merbolf夫妻

．Dr．　Kumar

ヵナダ国家研究会議ヘルツベーグ天体物理研究所研究員

　　　　　〃

　　　　　〃　　　　宇宙科学センター
「マックスプランク研究所

Dr．　J．　Stuart　Fordyce夫妻　」NASA～レイス研究センター宇宙動力技術部長

Mr．　Dale　Fester夫妻

Mr。　R．　M．　Meville

Mr．　S．　Sachedev

i5月23日rM・．　T．・S．・Seshan

　　　　　D・’1「・G・Madhavan

Mr．　G．　Chandra　Gupta

Mr．　U．　S．　Singh

I

ESA欧州宇宙運用センター・スベースデータシステム顧

問委員会八ネノレ1委員長　　　　　　　　　　　　　　i

マーチンマリエッタェアロスヘース社職員，アメリカ航1

空宇宙学会推進力技術ディレクター

カナダスハーエアロスベース社営業部長

　　　　　　　〃　　　　　　職員
1インド宇宙研究機関宇宙省特別長官

NAIR　Associate　Project　Direct（）r　PSLV　　　　　　　　l
l
Head　Quality　Assurance　Dirision　VSSC　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IlDeputy　Project　Director　PSLV　VSSC
I

Mr．　Sivarama　Krishanan　I　NAIR　Deputy　Ilead　LCSD，　APSU

　5月30日IProf．　D．　S．　Mathewson
I5月3。日「M，．S。mm。i　Y（）dp，a、i，

5月31日

5月31日

Mr．　Meatha　Sang’Kavichitr

Mr．　Narit　Sang’Kavichitr

Mr．　Chesda　Klriratnilcom

Mr．　Samuel　Altman

Dr．　C．　J．　H．Williams

16月1日lDr．Jay　Hyman

一

6月2日

6月2日
6月4日

6月5日

Dr．　Robert　L．　Poeschel

Prof．　Paul　VVFilbur

Dr．　C．　Bartoli

Mr．　Hermut　Kurtz

Dr．　Mariano　Andrenucci

Dr．　Giuseppe　Baiocchi

Dr．　R。　E．　Lo

Prof．　David　Abir

楼
播
姜
憂

厚

貴

国

岳

任

灰

洪

オーストラリアマウントストロムロ天文台長

タイ国立研究協議委員会副委員長

　　　　　〃　　　　　（エレクトロニクス）

　　　　　〃　　　　　（化学）

　　　　　〃　　　　　（ケミカルエンジニアリング）

カナダ通信省通信研究所研究者

1ブリティッシュエアロスヘースダイナミクス社宇宙通信
I

I事業部メカニカノレデザでン課長

　ヒューズ研究所プラズマ物理部長

　　　　〃　　　　　　〃　　副部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
州立コロラド大学

欧州宇宙技術センター

シュツッツガルト大学推進研究所　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ピサ大学助教授
ロ

iフランスエアロスヘシアル社

　ドでツ航空宇宙研究所長

1テルアビブ大学イスラエル人文・科学アカデミー国、レニ宇

宙研究委員会議長

中国科学院空間科学技術中心姿勢制御研ゴビ室教授

1　　　　〃　　　　光学観測装置・電子装置研究室￥．IA｛授
1中国航天科技交流合作中心

　　　　　〃
t　　　　　　　－一　一　一　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll3
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ノ

訪問月日 氏　　　　名 所　　　　　　　　属

6月5日 張　世　良 中国航天科技交流合作中心

李　済　生
ノ
ノ

竣　徳　海 〃

常　昂　斉 〃

6月5日 Dr．　Sung－Ho　Suck　Salk ミズーリ大学ローラ校助教授

6月6日 Mr．　Pouliquen ヨーロッパ宇宙推進会社HM－60プロジェクト長

6月8日 Dr．　K．　Sudhakara　Rao インド宇宙研究機関ビクラムサラバイ宇宙センター極衛

星発射ロケットプロジェクト長補佐

Mr．　P．　S．　Veeraraghavan 〃　　　　〃　　　PSLVプロジェクト主任
Mr．　M．　K．　Sanya1 〃　　　　〃　　　研究員

6月9日 Dr．　A．　Helger スウェーデン宇宙開発公社エスレンジ基地所長

Mr．　B．　Eriksson 〃　　　　　機械操作及び衛星地上局課長

Mr．　S．　Kemi 〃　　　　職員

6月11日 張　立乗 中国科学院空間科学技術中心副所長
～
1
8
日

陸　志　剛 〃　　　　　助教授

及び 張　亜　臣 〃　　　　　　　　　　〃

6月23日 苅棟　栄 〃　　上海天文台　　　　〃

6月12日
@　～

@16日

Dr．　M。　Turnev レスター大学主任研究員

6月27日 Dr．　Matthew　L．　J　ames オーストラリア宇宙協会参議

7月3日 Mr．　Erland　Jo㎞sson スウェーデンエリクソンラジオ社技師長

7月6日 Dr．　J．Soegijo インドネシア国立航空宇宙研究所宇宙研究センター長

7月11日 Dr．　D．　Allest フランス国立宇宙研究センター所長

7月30日 Dr．　Ken．　McCracken オーストラリア科学産業研究庁鉱業物理課長

Ms．　M．　Robertson 〃　　　　　　　　〃　　助手

Mr．　Stan　Schaetzel Hawker　de　Havilland技術部長兼Auspace専務取締役

8月20日 Dr．　Charlie　T．　Jones NASAマーシャル宇宙飛行センターSPPオフィス
～
2
4
日

EOM－1ミッション実験主任

Mr．　T．　J．　MacCooI テラダイン・ブラウン・エンジニアリング社

Mr．　Ken　Ashley
ノ
ノ

8月30日 Prof．　F．　Lanzl ドイツ航空宇宙研究所光学電子研究所長

9月6日 崔　東　換 韓国機械研究所航空機械研究室長

9月25日 Prof．　L．　H．　Fisher カリフォルニア州立大学理学部教授

9月27日 Dr．　Hubert　E．　Nuss 西ドイツ産業投資経営会社研究員

10月4日 Dr．　Charlie　Pellerin NASA本部天体物理課長

10月4日 Mr．　Doyle　Evans ロスアラモス国立研究所地球宇宙科学課長補佐

10月13日 Dr．　Lew　Aller NASAジェット推進研究所長

10月16日 Prof．　F．　Dyson プリンストン高級研究所自然科学科教授　　・

10月22日 Mr．　R．　M．　Hornstein NASA本部DSNオペレーションプログラムマネージャー

及び Mr．　N．　Fanelli NASAジェット推進研究所BS－2B，　MS－T5，

26日 PLANET－AのTDSマネージャー
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1訪商月iiLI　　　氏

10月22日　Mr．　R．　Arnorose

　及び
　　26日lDr．　L．　Efron

　　　　　Mr．　A．　Bouck

Ii・月23日1崔泰

10月29日

　　～

11月2日

11月6日

12月3日

　　～

　　8日

12月10日

12月11日

12月17日
　　～

1月5日

12月21日

60年

1月8日
　　～

1月12日

名1 @　薪　　　属ーコ
「天ASAジェ。誰進研究所TDAミ。シ。岐籔び1

Mr．　R．　Burt

Mr．　G．　Ward

　　　　　山

王　暁　鳴

Mr。　J．Sakss

；Dr．　S．　D．　Shawhan

Dr．　M，　Calabrese

Dr．　D．　Bohlin

・Mr．　R．　Tatum

Prof．　D。　J．　Williams

Dr．　G．　P．　Haskell

Dr．　K　P．　Wenzel

Dr．　M．　C．　E．　Iluber

Mr．　A．　Wand

Mr．　R．　G6tting

Mr．　Doyle　Evans

Mr．　J．Conner

Mr．　E．　E．　Fenimore

Mr．　R．、～㌃Klebesadel

Mr．　K．　Spencer

Mr．　Paul　Beaulieu

張　継　慶

王　永　志

張　履　謙

朱　静　宜

孫　連　仕

張　祥　根

Dr．　H，　Hudson

Dr．　P．　S．　Das

DSNオヘレーションオフィスマネージャー

　　　　〃　　　　航空システムエンジニア

　　　　〃　　　　BS－2B，　MS－T5，　PLANET－A
のネ。トワ＿クオペレ＿シ。ンブ。ジェクトエ。ジニァ1

　　　　　〃　　　　TDAシステム技術マネージャー
「

　NASAゴダード宇宙飛行センター
［中国科学院外事局副局長

　　　　〃　　　　事務官

NASA本部渉外局国際部
1　　　　　　　　　〃

」　　　　　”

　　　　　　〃

NASAゴダード宇宙飛行センター

　ジョンズホプキンス大学応用物理研究所教授

ESA本部科学計画局

ESA欧州宇宙技術センター

1チューリッヒ工科大学

西独テノレディクス社セールスマネージャー

　　　　　　　　　　〃

、米国ロスアラモス国立研究所地球宇宙科学課長補佐

米国ロスアラモス国立研究所　　　　　　　　　　　　［

　　　　　　　ノノ

　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I

　　　　　　　〃

カナダ国家研究会議国際関係課課長

1中国航天工業部外事司長

　　　　〃　　　副総工程師

　　　　〃　　　総設計師　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　〃　　　外事司副処長　　　　　　　　　　　　1

　　　　〃　　　　〃　日本担当　　　　　　　　　　　1

上海衛星工程研究所総体設計室主任

カリフォルニア大学サンディエゴ校宇宙物理科主任研究I

I員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
iインド大使館科学・技術参事官

Mr．　Gary　Wicks　　　　NASAマーシャル宇宙飛行センターEOMミッション主任；

　1）r．Charlie　T．　Jones　　　　　　〃　　　　　　　　　EOMミッション実験主任

　Mr．　V　Verll　Casstleberry　Teledyne　Brown　Engineering社

　Mr，　Charlie　Blass　　　　　　　　　　　〃

　Mr．　T　J．　Macoo1　　　　　　　　　　　〃

＿　　　　一一一一　＿　　　1　－　　　　　　　　一　　　＿＿一　　　一＿＿－1
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訪問月日 氏　　　　名 所　　　　　　　　属

1月10日 Dr．　John　R．　Rumble，　Jr． 米国標準局標準レファレンスデータ部プログラムマネー

ジャー

1月18日 Dr．　J．　H．　Swank NASAゴダード宇宙飛行センター研究員

Dr．　P．　J．　Senlemitsos 〃　　　　　　　　　　　　　〃

Dr．　R．　Mushotzky ノノ　　　　　　　　　　　　〃

Dr．　P．　Fabbiano ハーバード大学スミソニアン天文物理観測所研究員

Dr．　F．　R．　Harnden　Jr， 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

Dr．　Matin　Elvis 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ

Dr．　F．　A．　Cordova ロスアラモス国立研究所研究員

Dr．　W．　H．　G．　Lewin マサチューセッツ科学技術研究所研究員

Prof．　P．　H．　Price ユタ大学教授

Prof．　E．　Feigelson ペンシルバニア州立大学教授

Prof．　D．　J．　Helfand コロンビア大学教授

Prof．　J．　Krolik ジョンズホプキンス大学教授

Prof．　F．　K．　Lamb イリノイ大学教授

Prof．　B．　Margon ワシントン大学教授

Prof．　K．　Petterson W．ジョージア大学教授

Prof．　R．　Taam ノースウェスタン大学教授

Prof．　J．　H．　Taylor プリンストン大学教授

Prof．　K．　A．　Pounds レスター大学教授

Dr．　K．0．　Mason ムラード宇宙空間研究所研究員

Dr．　J．　Truemper マックスプランク研究所研究員

Dr．　N．　E．　White ESA欧州宇宙運用センター研究員

Dr．　A．　N．　Parmar 〃　　　　　　　　　　　ノノ

Dr．　M。　Van　der　Klis 〃　　　　　　　　　　　〃

2月1日 野　　　偉 中国科学院政策研究室副主任

買　新　民 〃　　　　　〃　助理研究員

姜　以　定 〃　　管理学組工程師
古　　　　荘同　　　　　　，．、、

〃　　植物研究所研究実習員

2月4日
@～
Q月6日

Mr．　J．　Goodwin

lr．　R．　Clauss

NASAジェット推進研究所研究員

@　〃　　　　　　　　　　　　　　　　〃

2月5日 Dr．　Gordon　Hurford カリフォルニア工科大学主任研究員
　～

Q月9日
Dr．　H．　Hudson カリフォルニア大学サンディエゴ校宇宙物理科主任研究員

Dr．　A．　Walker スタンフォード大学主任研究員

Dr．　D．　Rust ジョンズホプキンス大学主任研究員

Dr．　R．　Moore NASAマーシャル宇宙飛行センター主任研究員

Dr．　D．　J．　Michels ワシントン海軍研究所主任研究員

Dr．　J．　Davis アメリカ科学技術社主任研究員

2月14日
@～
Q月21日

Dr．　E．　Smith

cr．　Bruce　Tsurutani

NASAジェット推進研究所研究員

@　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃

2月20日 Dr．　Edward　R　Szuszczewicz 科学応用国際協力研究所（SAIC）科学部長

116

This document is provided by JAXA.



1　－－
Il訪問月日

　3月11日
　3月～14日

！

　3月30日
14月～

L＿＿一＿一

　　　氏　　　　　名

IProf．　D．　J．　Williams

Dr．　S．　Jaskulek

Dr．　L．　A．　Frank

Mr．　R．　Tatum

Dr．　R．　P．　Lepping

Dr．　F．　L．　Scarf

Prof。　F．　S．　MOzer

Mr．　Richard　Spear

Mr．　Clarence　IIoynes

Mr：D・dl・y　N・f迭妻

’
「

萬

ジョンズホフキンスノく学応；用物理学研：究所教授

　　　　　　　　　　　　〃

アイオワメく学

NASAゴダード宇宙飛行センター

　　　　　　　　　〃

TRW社
カリフォノレニア大学バークレー校教授

NASAジェ・ソ

　　　　　　　〃

　　　　　　　〃

・推進研究所

ll7
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③外国人来所者による講演会

氏　　名　（所　属） 講　　演　　題　　目 講演日

59年

R．G．　Johnson “Composition　of　Ions　in　High　Latitudes” 4月3日
（米国大統領府科学技術政策局宇宙

科学技術担当課長補佐）

B．A．　Whalen 「電離圏におけるイオン測定」 4月19日

（カナダ国家研究会議ヘルツバーグ

天体物理研究所研究員）

M．A．　Abdalla “Simulations　of　Macroscopic　Processes　in 5月11日

（米国カリフォルニア州立大学研究 Space　Plasma”
員）

D．S．　Mathewson “STARLAB　Mission” 5月30日

（オーストラリアマウントストロム
ロ天文台長）

S．H．　Suck　Salk “Generalized　Perturbation　Theory　for 6月5日
（University　of　Missouri－Rolla） Atom－Diatomic　Molecule　Collision”

L．F．　Henderson “Nemerical　Analysis　of　Blast　Wave” 6月25日

（シドニー大学機械工学科教授）

Vinicio　Boffi “Particle　Transport　Theory” 7月12日

（ボローニャ大学原子工学研究所教
授）

E．L．　Knuth “Application　of　the　Sudden－Freeze　Mode1 7月　日

（カリフォルニア大学ロサンゼルス to　Dimer　Formation　in　Free　Jet”

校教授）

J．B．　Fenn “Jet・assisted　Production　and　Analysis　of 7月23日

（Yale大学教授） Nonconventional　Species”

N．Fukuta “Mechanism　of　Ice　Nucleation　in　the 7月23日
（Professor　of　Univ．　of　Utah） Atmosphere”

A．E．　Beylich “Physics　of　Dimer　Formation” 7月23日

（Aachen工科大学教授）

0．F．　Hagena “Cluster　Formation　in　Expanding　Nozzle 7月24日

（Kernverfahrenstechnik研究所 Flow”

教授）

Mr．　Scholer “Substorm　Effects　in　the　Deep　Magnetotail 8月27日

（マックスプランク研究所地球外物 ISSE　30bservation”

理学研究部門主任研究員）

Sidney　Bludman “Stellar　Collapse　and　Supemova　Explosion” 8月28日
（ペンシルバニア大学教授）

J．Kota 「宇宙線モジュレーション理論の現状」 9月6日
（ハンガリー物理学中央研究所）

Charlie　Pellerin 「NASAのスペースアストロノミー」 10月4日

（NASA本部天体物理課長）

S．N．　Tandon 「赤外望遠鏡（土星観測）と気球技術」 10月11日

（チタ研究所講師）
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「一@“’ Gk順㌃所属ゾ…－P　講演題目　　1灘日i
・ドD面一一一一一－『…－1等福論融r－－r謡♂
　（ブリンストン高等研究所自然科学i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　l

l科搬）　　　　　　　　　　　　　　I　lIF，ankJ．L。w　　　　i・R。・ul・・f・・mIRAS・　　　ll・月26日l
l（アリゾナ大学教授）　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　l

P（瓢…科一）1轍麟瓢ll譜111月’2日1
1

塁蝋ス＿所研究員）1「ISEE3衛星による磁気圏尾繍貝琶」1”月’6日1

℃WCh（）　　　　　1“M・1・・ul・・and　L・・e・Spect…c・py…1　12月・3日1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　サ！1（ニューフ・ウンドランドメモリア1　C・nadian　Unive「slty　　　　　l　　l
I　ノレ大学教授）　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l60年　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

IJ．G，i。dl。y　　　　1・コ・バクトX線源の非細傾・　　ll月23日1
1（W鋤翻ミソミアン天㌔　　　　　　1　1
B，uce　T、u，。tani　　i　・1。n　w、ves　at　th，　Pl、、m、、hee・B・und・・y・i2月21日

1（vSAジエット推進研究所隅　　　　　　l　I
R．Manka　　　　　　　　　　l「CDAWデータ解析」　　　　　　　　　　3月18日

1（アメリカ科学アカデミー職員）1　　　　　　　　　　　1
　F．L．　Scarf　　　　　　　　　　　l一磁気圏尾部のプラズマ波動、　　　　　　　3月22日

　（TRW社主任研究員）　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l“1・f・a・ed　A・t・・n・my　i・H・waii”　　3月29日liIan　Gatley

i（?h議蓉国赤夕腱遠鏡ユニl　　　　　l」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿L　　＿　　 ＿　　 ＿　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　r　ム
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（2）宇宙科学研究所教官等の海外渡航

氏　名 渡航期間 渡　航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

秋葉錬二郎
59．4．8
@　～

T9．4．15

フ　　ラ　　ン　　ス

A　合　王　　国

第35回国際宇宙航行学連盟（IFA）会議プログ

宴?ﾏ員会出席及び英国の技術試験衛星計画

ﾌ調査

三浦　公亮
59．4．30
@　～

T9．5．18
アメリカ合衆国

第18回スペースメカニズムシンポジウム及び

¥造ダイナミクス・材料会議出席並びに宇宙

¥造物に関する研究調査

酒巻　正守
59．4．30
@　～

T9．5．18
アメリカ合衆国 同　　　上

河島　信樹
59．6．9
@　～

T9．6．20

イ　　タ　　リ　　ア

hイツ連邦共和国
スペースラブ1号IWG（主任研究者会議）出

ﾈ及びデータ検討

大林辰蔵
59．6．10
@　～

T9．6．18

イ　　タ　　リ　　ア スペースラブ1号IWG会議出席のため

河端　征彦
59．6．15
@　～

T9．6．27

ス　ウ　ェーデン
hイツ連邦共和国

スウェーデン・エスレンジ基地における「お

伊藤富造
59．6．15
@　～

T9．6．30

スウェーデン
hイツ連邦共和国
Iース　ト　リ　ア

スウェーデン・エスレンジ基地における「おお
ｻら」追跡及びデータ取得状況の調査とオース
gリア・グラーツにおける第25回COSPAR
拷?yびIACGワーキンググループに出席

市川　行和
59．6．16
@　～

T9．6．30

オース　ト　リ　ア

A　合　王　　国

磁気核融合プラズマ診断のための原子衝突デ

[タに関する協力研究プログラム打ち合わせ

?ﾉ出席並びに原子衝突に関する研究調査

西田　篤弘
59．6．16
@　～

T9．7．9

オ　　ラ　　ン　　ダ
国際太陽・地球系物理学研究計画に関する調

ｸ研究

平尾邦雄
59．6．17
@　～

T9．7．10

チェコスロバキア
Iース　ト　リ　ア

国際ハレー彗星観測（IHW）会議及び宇宙空間

､究委員会（COSPAR）出席のため

桑原邦郎
59．6．22
@　～

T9．7．3

フ　　ラ　　ン　　ス
第9回流体力学数値的方法に関する国際会議

ﾉ出席講演

小田　　稔
59．6．22
@　～

T9．7．8

イ　　タ　　リ　　ア

Iース　ト　リ　ア

X線天文学シンポジウムの座長並びに

bOSPAR出席

大島　耕一
59．6．23
@　～

T9．7．1

フ　　ラ　　ン　　ス 第9回国際数値流体力学学会議出席
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氏　名　　　渡航期間　　　渡　航　先　国

r
渡　　　航

1

西村　　純

L＿1

59．6．23
　　～　　　オ

59．7．8

　　　　　，59．　6．　23

杣勝

ス　ト　リ　ア

タ　　リ　　ア

ス　ト　リ　ア

COSPAR出席

1ー 」白

「X線天文学’84、（国際シンポジウム）及

COSPAR出席

　　　　　　　59．6．23　i

に生コ釦哩
　　　　　　　59．6．23
寺澤　敏夫　　　～

　　　　　　　59．7．28

イ　　タ　　リ　　ア

オ　　　ス　ト　リ　ア
同 上

＿＿＿＿＿＿＿＿
S＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

臨鵡；：1

ア
国
ダ

　
ロ

ソ
ィ
不

　
共
ン

ト
R
ド

　
事

ス
連

　
ソ
ラ

一
イ

オ
ド
オ

COSPAR出席（招待講演）と西独マックスブ

ランク研究所での国際共同研究（ISTP

GEOTAIL計画準備）

1㍍細・靱究所にて・外惑星エア…一について講1

一一一一一一一一一一一 f一一一一一一一一一r－ 秩p　　59．6．241イ

勝　　　～

　　59．7．

「嘉．－6．2s’†一

　　　　～

　159．7．9
　†

　1

　　　　　タ　　リ　　ア

　「オーストリア
17　ドイツ連邦共和国

↑C。S露R蹄，討言級びマ．クスブランク

「

松岡

EEI中　靖郎

小川原嘉明
59．6．25
　　～

59．7．12

イ　　タ

I　ー　ス

リ　　ア

g　リ　ア

「X線天文学’84）、（国際シ

bOSPAR出席

イ　　タ

I　ー　ス

リ　　ア

g　リ　ア
同　　　上

†

rx線天文学’84」（国際シンポジウム），COSPAR

出席，活動銀河のX線，紫外線研究会出席，

講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「

牧島　・夫

二宮　敬虐

4

1

：59．6．

　　　～

59．7．
　　一　一一一一一　　　　　　t

59．　6．　30

　　　～

59．7．14

【
’
～
8

∩
コ
　
Q
ゾ

ρ
D
　
ρ
O

屯糸

8
～
8

　
　
　
　
　
一

　
一
友

～

251
　1イ　　タ

1オース
12

一一一一粋鼈鼈鼈黶E
　　　　　　　　　　　27

L

避．1

ハ
イ
オ

：／／1

1
7
L

リ　　ア1

　　ア
」 L

第9回国際自動制御連盟総会出席及び姿勢セ

ンサに関する調査

リカ合衆国　ガンマ線バーストと中性子星に関する研究会
フ　　ジ　　ル　及び第4回口伯科学技術シンポジウムに出席

　：59．　．17
159．8．　12　」1

進

　　59．8．24

アメリカ合衆国Mロケット制御系部品検査立会及び第4回日
ブ　　ラ　　ジ　　ノレ　伯科学技術シンポジウム参加

アメリカ合衆国

宇宙空間におけるビームプラズマ相々二作用会

議出席，SEPAC共同研究者ヒのデータ検討，

ビデォデータ解析と取得
　　　＿　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一一一＿＿＿＿」
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氏　名 渡航期間 渡航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

大島　耕一
59．8．12
@　～

T9．8．26

ドィッ連邦共和国
f　ン　マ　ー　ク

ダルムシュタット工科大学訪問，及び第16回

総ﾛ理論及び応用力学会議出席

59．8．12
小田　　稔 　　～

T9．8．31
アメリカ合衆国

NASA宇宙基地科学諮問委員会第3回会合及
ﾑ国立科学アカデミー宇宙科学委員会出席

59．8．13 デ　ン　マ　ー　ク

桑原　邦郎 ～ ドイツ連邦共和国 第16回国際理論及び応用力学会議出席等

59．8．29 ス　　　イ　　　ス

59．8．17
安部　隆士 ～ アメリカ合衆国 大気飛行力学に関する会議出席

59．8．25

59．8．27
西田　篤弘 　　～

T9．9．1

カ　　　ナ　　　ダ
「磁気圏嵐に対する尾部の反応」ワークショッ

v出席

松崎章好
59．8．31
@　～

T9．9．29

ギ　　リ　　シ　　ャ

hイツ連邦共和国

X　ウェーデン

科学衛星データ処理システムに関する調査研

59．9．7
奥田　治之 ～ アメリカ合衆国 マウナケア天文台における赤外線観測

59．9．15

59．9．8
二宮　敬度 　　～

T9．9．17
アメリカ合衆国

国際自動制御連盟ワークショップ参加及び姿

ｨセンサに関する研究調査

59．9．16 フ　　ラ　　ン　　ス

後川　昭雄 　　～

T9．9．29

オ　　ラ　　ン　　ダ

hイツ連邦共和国

第4回欧州「宇宙用太陽電池電源」国際会議

o席及び宇宙用電源の将来動向調査

59．9．25
野村民也 ～ アメリカ合衆国 放送衛星故障原因究明調査

59．9．30

59．9．29
西村敏充 ～ アメリカ合衆国 MS－T　5追跡支援に関する打合せ

59．10．8

59．9．29
山田　隆弘 ～ アメリカ合衆国 同　　　上

59．10．8

59．10．1
小山孝一郎 　　～

T9．10．7
アメリカ合衆国

日米共同ロケット実験に関する検討及び打合

墲ｹ
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氏

1棚次

　
　
浦

　　　60．　7．　31

渡航霜「「 渡 航 目 　　　一一的

宇宙基地に関する研究

桑原

59． 10． 3

公亮 ～ オ

59． 10． 15 ス

一一一

：
59． 10． 5 i

邦郎 ～ ア
1

59． 10． 24

一

59． 10． 6

秋葉鐙二郎 　　～

59．　10．　15

卜長友訓興6

　　　　　　59．　10．　16

一トー一一一一

」

アメリカ合衆国i数値計算による非定常遷音速空気力学の研究

一“ @　一一　　1　－　　　　　　－t　「
ス イ

ス イ

ス　第35回国際宇宙航行学連盟大会（IAF）出席

ス

ド
同 上

ー　

　　　　　　59．10．6
広川　英治　　　～

　　　　　　59．　10．　17

1河島

トー

　　　59．

信樹

　　　59

　　　59。

正久

　　　59．

王
　
ン

　
イ

合
　
ラ

連
ス
フ

国
ス
ス

第35回国際宇宙航行学連盟大会（IAF）出席

び衛星姿勢センサに関する技術調査

柳澤

10．11
～

　　　　　10．

　　　　　∴．

一一
烽X．－i。．

　　　　　11

アメリカ合衆国

鶴田浩一4郎

SEPAC電子銃引渡前試験及びスペースラブ

1号データ取得検討

アメリカ合衆国

　14

型牢
アメリカ合衆国

SEPAC　DGP機能チェック及びSEPACデー
タ整理援助

一一一一
P

GEOTAIL　PLASMA計測に関する打合せ

｛向井　利典
i

1

59．　10．　14　2

　　～　　1アメ

59．10．

高柳　和夫

59．10．

　　～

59．10．

　　1中

281

　　－　－　　　　159．　10．　21

11原嘉明1　　～

　　　　59．11．1

リカ合衆国 司ー 上

」

国
第2回中国原子分子物理学会議出席講演及び

中国における原子分子物理学研究の動向調査

　　　　　　　　　　X線観測衛星に関する日米協力の打合わせ及
アメリカ合衆国　　　　　　　　　　ひ調査

唱
－
「

一
　　　　　　159．

田中　靖郎

　　　　　　E59．
L＿．一．　一＿」．

10．

～

11．10

25茶堰B響幣一一学シ詞
⊥
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氏　名 出張期間 渡航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

村上敏夫
59．10．29

@　～

T9．11．11
アメリカ合衆国

ASTRσ一C搭載機器ガンマーバースト検出器

ﾌ調査打合わせ

棋野文命
59．11．3
@　～

T9．11．15

オ　　ラ　　ン　　ダ

第18回ヨーロッパ天文学会研究会X線天文学

Vンポジウム出席及びESTECにおける半導
ﾌの放射線損傷に関する調査

井上　　一

59．11．3
@　～

T9．11．15

オ　　ラ　　ン　　ダ 同　　　上

平尾　邦雄

59．11．10

@　～

T9．11．18

フ　ィ　ンラ　ン　ド

¥ヴィエト社会主義
､　和　国　連　邦

IACG出席

伊藤　富造

59．11．10

@　～

T9．11．18

フ　ィ　ンラ　ン　ド

¥ヴィエト社会主義

､　和　国　連邦
同　　　上

清水　幹夫

59．11．10

@　～

T9．11．18

フ　ィ　ンラ　ン　ド

¥ヴィエト社会主義
､　和　国　連　邦

同　　　上

秋葉錬二郎

59．11．18

@　～

T9．11．25

台　　　　　　湾 中国工程師学会出席

西田　篤弘

59．11．25

@　～

T9．12．1
アメリカ合衆国

ISTP計画作業部会出席及びISTP計画に関
ｷる懇談

小川原嘉明

59．11．29

@　～

T9．12．16

連　　合　王　　国
ASTRO－C搭載大面積比例計数管フライトモ

fル設計のための評価試験及び電気回路との

ｩみ合せ

大林辰蔵
59．12．2
@　～

T9．12．8
アメリカ合衆国

SEPACに関する研究連絡（米国共同研究者
ﾆの打合せ）

田中　靖郎

59．12．15

@　～

T9．12．24

イ　ス　ラ　エ　ル 第12回テキサスシンポジウム出席

桑原　邦郎

59．12．27

@　～

T9．12．30

台　　　　　　湾
第4回応用数値モデルに関する国際会議出席

yび講演

山本　哲生
60．1．13
@　～

U0．1．17
アメリカ合衆国 IACG　Working　Group会合出席
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　氏

　　　　　　160．

　桑原　邦郎

　　　　　　60．1

　　　　　　60．1
牧島　一夫1　　～

　　　　　　60　ワ
t　　　　　　－

　　　　　　60．1
奥田　治之　　　～

　　　　　　60．1
山上　隆正　　　／

I　　　　　　I60．3

　　　　　　60．1
芝拝　　広　　　～

　　　　　　60．3
　　　　　－一→一一一一一　　一一

　　　　　　60．1
狛　　　豊　　　～

1　　　　　　　1

　　　　　　60．2
大林　辰蔵　　　～

　　　　　　60．2

　　　　　　60．2
　：宮　敬彪　　　～

　　　　　　60．2
1

　　　　　　60．2
長谷部昌弘1　　～
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氏　名 渡航期間 渡航　先　国 渡　　　航　　　目　　　的

小田　　稔
60．2．14
@　～

U0．2．23
アメリカ合衆国

NASA宇宙基地科学諮問委員会（バンクス委

�?j出席及びNASA本部での日米協力事項

ﾌ打合わせ

西田　篤弘
60．2．23
@　～

U0．3．2
アメリカ合衆国

ISTP計画作業部会出席並びにトライラテラ

汲hSTP計画会議会合出席

上杉　邦憲
60．2．23
@　～

U0．3．2
アメリカ合衆国 同　　　上

横田　博樹
60．2．23
@　～

U0．6．30
アメリカ合衆国

月スウィングバイを利用する宇宙飛翔体の誘

ｱ及び制御　　’

平尾邦雄
60．2．27
@　～

U0．3．10
アメリカ合衆国 PLANET－A及びICE追跡支援協議等

野村　民也
60．3．2
@　～

U0．3．9
アメリカ合衆国 同　　　上

西村敏充
60．3．2
@　～

U0．3．10
アメリカ合衆国 同　　　上

高野　　忠
60．3．2
@　～

U0．3．10
アメリカ合衆国

太平洋横断気球の技術的検討及びPLANET－A

yびICE追跡支援協議

佐々木　進
60．3．2
@　～

U0．3．21

オ　　ラ　　ン　　ダ
t　　ラ　　ン　　ス

hイツ連邦共和国
m　ル　　ウ　ェ　ー

スペースラブ1号機共同実験者とのSEPAC
fータの交換・検討

栗木　恭一
60．3．3
@　～

U0．3．16
アメリカ合衆国

SEPAC及び小型プラットフォームを用いた
F宙実験研究調査

長友　信人
60．3．3
@　～

U0．3．17
アメリカ合衆国

小型プラットフォームを用いた宇宙実験及び

Gネルギー関連調査

小山孝一郎
60．3．4
@　～

U0．3．10
アメリカ合衆国

日米共同ロケット実験に関する検討及び打合
墲ｹ　　　　　　　　　●

清水　幹夫
60．3．13
@　～

U0．3．18
アメリカ合衆国

第25回サニベルシンポジウム（量子生物学及

ﾑ量子薬学）出席
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「蕊可酬鯛1渡航先国　　渡　航　目　的
一一一　　　一　　　　一一　　　　　　　1　　　　　　160．　3．　15　、
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－一一一一一一一←一一一一一一一gー一一一一一一一一一一ttt－　　　　　　　　　　　　　　　　一　一一一一→

匹紬6・．
60．3．23
　　～

　　3．30

オ　　ラ　　ン　　ダ

ドイツ連邦共和国
GIOTTO計画に関する事務調査

林　　友直
60．3．23
　　～

60．4．4

オ　　ラ　　ン　　ダ

ドイッ連邦共和国
イ　　タ　　リ　　ア

9囎購システム司

1松尾弘毅

60．

60．　．4

3．23オランダ
～　　1ドイツ連邦共和国
4　　　1イ　　タ　　リ　　ア

同 上

　　　60． 3．241
～　　　アメ

3．31
リカ合衆国

常田　佐久

　　　　　　　　　　　　mrr　’r．一一一一一一一「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
太陽共同研究次期計画討議

60．

3．24
～　　　アメリ

4．5

60．3．24
　　～　　　アメ

60．4．5

力合衆国

リカ合衆国

ESP衛星計画協力打合わせ

同 上

一二1

127

This document is provided by JAXA.



5．おもな研究設備

共同利用設備

宇宙科学実験用スペースチェンバー室設備およびプラズマ発生実験装置

　これらの設備は，

　（1）飛しょう体搭載用観測機器の基礎開発および試験

　（2）宇宙空間プラズマのシミュレーション実験

　（3）宇宙空間プラズマ物理に関する基礎研究

のために使用されるもので，その設計には所内外の研究者の意見が広くとり入れられ，昭

る42年度に完成した．一一ヵ年の試験運転，調整期間を経て昭和44年度からはこれらの装

置は全国の宇宙科学研究者のための共同利用設備として使用されることになり，宇宙理学

委員会のもとにスペースプラズマ研究専門委員会が組織され，共同研究テーマの公募，審

査，研究スケジュールの作成等を行っている．毎年活発に実験が行われ成果をあげてきた

が，それらは昭和59年2月に開催されるスペースプラズマ研究会で報告される．昭和59年

度には別項にあるように内外あわせて約55件の研究テーマが採択され実行されている．

　両設備の概要は次のとおりである．

　スペースチェンバー

（1）本体：直径2m，長さ3mの円筒状真空槽で，非磁性ステンレス鋼で作られている．

プラズマ源や各種測定器具装置用フランジ21個が取り付けられている．

　（2）排気系：主ポンプは36吋拡散ポンプ2台並列で到達真空度は5×10－7Torr，べ一

キング使用で2×10－8Torrである．

　（3）ガス導入系：高圧ガスボンベから減圧弁とニードル弁を使用して10－3～10－6Torr

間の任意の圧力で各種ガス導入ができる．

（4）空心コイル：直径約2．5mのヘルムホルッコイルで，中心磁界は100ガウスであ
る．

（5）プラズマ源：プラズマ源として後方拡散型，グローモード型とマルチポールプラズ

マ源の3種類用いられており，電子密度103～107／cm3，電子温度800～30000°Kの一様プ

ラズマが発生可能である．

　以上がおもな装置であるが，このほかに直径60cm，長さ1mのダブルプラズマチェン

バー，測定装置として残留ガス分析器，電界強度測定器，スペクトラム分析器，ロックイ

ン増幅器，ボックスカー積分器，システム45等が用意されている．

プラズマ発生実験装置

　（1）プラズマガン：直径6吋の同軸型プラズマガンで電子密度1014／cml，電子温度6

eV，速度107／cm／sec程度のプラズマが約60μsecの間発生できる．

（2）定常プラズマ発生装置：プラズマ発生部とプラズマドリフト空間とからなり，ドリ

フト空間内のプラズマは，電子密度約1012／cm3，電子温度約10　eVである．

　（3）磁場装置：上の2種のプラズマ発生装置に使用するもので，最大磁場2万ガウスま

で発生できる．
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　（4）相対論的大電流電子ビーム装置：500KeV，2KA，5nsecのパルス大電流電子ビー

ムでプラズマを発生する．

　このほか付属測定装置として，可視分光器，イメージコンバーターカメラ，マイクロ波

干渉装置，パルス高周波発生装置，ルビーレーザー装置（300MW　20μsec）等が用意され

ている．

　宇宙放射線研究施設

　赤外線，紫外線，X線を用いた宇宙観測が宇宙にますます大きな役割を果たすようにな

ってきたが，宇宙観測のための赤外線，紫外線，X線の検出器の開発・調整・検定などを

行うための装置及びロケットまたは気球により得られたデータを処理するための装置が設

置され共同利用に供されている．これらの装置のうち主要なものは次のようなものである．

　黒体炉，回析格子分光器および記録装置

　黒体炉よりの赤外線を回析格子分光器またはフィターを用いて単色光とし，宇宙観測赤

外検出器の検定および開発に使用する．波長範囲は可視光より30ミクロンまでである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　極紫外線斜入射形分光光度計および記録装置

　波長範囲が数10～1500Aの真空分光器で波長精度1A，波長分解能0．05Aである．波長

1500A以下の単色光源として，宇宙観測用検出器の検定および開発に使用すると共に，室

内天体物理学的研究のための，写真および光学測定を行うために使用される．

　超軟X線発生装置

　1．44～90A（8．61～0．137　KeV）のX線を発生することができる．これにはX線管球

で発生した一次X線を試料に照射し，これにより発生する螢光X線を分光器に導き，単

色化する方式を用いている．分光器室は大型の真空槽となっており，ここに各種検出器を

置いて検出器の特性を調べることができる．

　回析分光器

人工衛星表面材料の吸収率（200nm～2500　nmの反射率）を測定する装置である．

II仕　様

　名　称日本分光CT－50形回析格子分光器

光学系ツェルニーターマウント

　　　　　　シングルビーム

　焦点距離　500mm

　明るさf／6．8

波長範囲　200nm～2．5μmの間を回折格子を変換して選択

光源ハロゲンランプ，Xeランプ
　スリット　両開き，入射出射連動

　　　　　　高さ　15mm（V型シボリで0～15　mmまで可変可能）

　　　　　　巾畠　　0．003～5mn
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フィルター次数分離用ナシ（UV－25，　UV－39，　VR－69）

　　　　　（ホルダー付き）

寸　法665（奥行）×380（幅）×350（高）㎜

重　　量　40kg（波長駆動装置含む） （林研究室）

　宇宙観測データ処理装置

　この装置はロケットまたは気球実験により得られたデータ（アナログ信号よりなるもの）

をその電気信号より直接処理して数値化し，大型計算機などで処理し得る数値化されたデ

ータにまで変換するためのものである．このため高度A・D，1＞A変換器および8入力マル

チプレクタサーを，入出力部に持った小形計算機で，ディスクおよび磁気テープレコーダ

をそなえている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川原研究室）

赤外線観測器の極低温試験槽・研究設備

　赤外線観測器の液体窒素或いは液体ヘリウム温度での特性動作試験をするための試験

槽．冷却容積は直径50cm，長さ50　cmあり，減圧した液体ヘリウムを使い，2K程度ま

での冷却が可能である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

大面積平行光源装置

赤外線観測器などの光学試験を行うための大面積平行光源装置，直焦点或いはカセグレ

ン焦点に適当な光源を置くことにより，直径1mの平行光を得ることができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　スペクトラム・アナライザー

YHP社製3582　A型スペクトラムアナライザー．フルスクールが1Hz～25　KHzの範

囲において，FFTによるスペクトル解析，伝達関数の測定などが可能である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

弱磁場計測器校正装置

搭載用の磁力計及び低周波電磁波測定器の試験をするために設置したもので，半径0．3

メートル，長さ約1メートルの空間の磁界を約60デシベルシールドすることができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西田研究室）

画像解析装置

　マイクロコンピュータとカラー画像表示装置からなる．画像表示装置は分解能256×240

画素，R，　G，　B各4ビット（16段階）の濃淡スケールをもち，4096種の色調を表示でき

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広沢研究室）

　ロケット姿勢制御系試験装置

ロケットの姿勢制御装置を，地上にて，試験・調整するための装置である．ミニコンピ

ュータによる，自動試験，および結果の表示を可能としている．　　　　　（中谷研究室）
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　観測ロケット姿勢シミュレーション装置

　種々のミッションに対応した観測ロケットの姿勢を模擬し，姿勢検出装置の機能を確認

することを目的とする．ピッチ・ヨー・ロール軸回りの回転が可能で，角度読取りの分解

能は，0．1°である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中谷研究室）

　ジャイロ試験装置

　ジャイロの高精度な試験を行うことを目的とする．外部から設定した回転速度で，1軸

回りに回転可能なレートテーブルと，テーブルの制御装置より構成されている．回転速度

は，0～±600°／secの範囲で設定可能である．　　　　　　　　　　　　　　（中谷研究室）

He・Neレーザー

NEC　GLG　5800

発振波長632．8nm
発振出力　50mW以上
発振モード　TEMoo

ビーム径　1．7mmφ

出力安定度　5％／10H以内

ノ　イ　ズ　1％rms （河島研究室）

　標準赤外線分光計

　Digilab製フーリエ分光計FTS　20／80高速アレイ・プロセッサー，遠赤外キット付，測

定波数4000～10cm－1，分解能0．08　cm－1で種々の試料，フィルター，検出器感度の分光特

性が測定できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　高速低レベル帯磁測定装置

　リングコア型磁気センサを2個使用し一般磁場打消を行った低レベル帯磁を高速で測定

する装置で試料の大きさとして2すcm3　程度，重量3kg程度以内のもの，センサー感度とし

　　　　　　　　　　　－ては0．1mTであるので5cm3程度の試料であれば，夜間など，条件のよい時は10－6Am2

以下の帯磁のものでも楽に測定することができる．　　　　　　　　　　（平尾研究室）

　低エネルギー荷電粒子計測器較正装置

　本装置はロケットおよび衛星搭載用の低エネルギー荷電粒子計測器の基礎開発実験およ

び飛しょう前の較正テストを行う．低エネルギー荷電粒子とは，0．1～30KeVの電子およ

びイオンである．主チャンバー（900φ×1050L）は，その内部にジムバル機構を有し，1500

1／sターボ分子ポンプで真空排気される．　　　　　　　　　　　　　　　　（平尾研究室）

　高速低レベル帯磁測定装置

　リングコア型磁気センサーを2個使用し一般磁場打消を行った低レベル帯磁を高速で測

定する装置で試料の大きさとして20cm3程度，重量3kg程度以内のもの，センサー感度

としては0．1nTであるので5cm3程度の試料であれば，夜間など，条件のよい時は10－6
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Am2以下の帯磁のものでも楽に測定することができる． （平尾研究室）

日立分光けい光光度計，850型

低迷光，0．15nmの分解能，0．6m1の試料で測定可能自動データ処理　　（清水研究室）

ベックマン紫外可視分光計DU－8

波長スキャン，Tm分析の両システム，自動データ処理波長範囲，190－900　nm，損胱範

囲一〇．3～4．OA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清水研究室）

ベッグマンDU－8　B可視紫外分光測定計

波長範囲190～900㎜
測定レンヂ　ー0．3～4，000A

迷　光く0．05％
安定性く0．002A／hour （清水研究室）

真空蒸着装置

　島津製EA－250　GS，汎用の真空蒸着装置であり，水晶式の膜厚計を備えている．現在は

電場計測器開発に使用しており，偏向電極の製作等を行っている．　　　　（鶴田研究室）

　ロケット構造試験装置

　ミューおよびラムダ級ロケット構造部分の総合試験を主目的として，基盤と4本柱より

構成された試験台，ジャッキ，油圧負荷制御装置，ひずみ，たわみ計測装置などにより，

軸力100ton，曲げモーメント30　ton・mまでの試験を行う．　　　　　　（小野田研究室）

2m風洞
測定部は直径2mの円型，回流型最大風速60m／s，6分力スティング天秤及びストラッ

ト型天秤を設備している．特に，スティング天秤については，角度設定など自動化されて

いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小口，大島，辛島，安部研究室）

　1．6m変圧風洞

　測定部は直径1．6mの円形，回流型，風路が密閉可能のため風洞内の圧力は0．1気圧か

ら5気圧まで変位可能，最高風速は0．1気圧において170m／s，容積270m3である．なお，

吹込み式風洞用の低圧槽としても使用される．　　　　　　（小口，大島，辛島，研究室）

　オートグラフDCS－2000形

　定速歪方式の万能試験機，容量：2000kg（秤量200　gr）．クロスヘッドスピード：0．5

～500㎜／min（13段）．クロスヘッドストローク：1000　mm（っかみ具なし）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　3次元水路

巾50cm，深さ50　cm，全長25　mの直線水路であって，測定部6mの区間は全アクリ
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ル製で，3次元模型の周りの流れの可視化実験に使用する．流れは，循環ポンプによって

50cm／sまでの一様流とすることも，静止状態にして電車によって模型を移動させること

も出来る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島研究室）

　3次元力ラー・グラフィック・システム

　武藤工業製MG　300型をべ一スにし，大型計算機M380と9600ボーで連結され，計算

結果の図形処理に使われる．ローカル・コントロールで拡大・縮小，3次元的な回転・移

動ができる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桑原研究室）

　高温変形動的観察用顕微鏡

　ユニオン光学HM－4型．最高加熱温度1000℃．最大負荷（引張）200　kg．到達真空度10－6

Torr．微分干渉顕微鏡搭載．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　高速急熱急冷熱膨張計

　真空理工製．最大加熱・冷却速度＋20℃／sec，一　100℃／sec．変位検出感度0．1μm．到達

真空度10－5　Torr．温度範囲，室温～1200℃．荷重容量8kg．　　　　　　（堀内研究室）

　透過型電子顕微鏡

　日本電子JEM－100　B型，加速電圧120　kV，透過・走査兼用．分解能2A．エネルギー分

散型元素分析装置搭載．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　走査型電子顕微鏡

　日本電子JSM－35　CF　II型．分解能60　A．二次電子像，反射電子像，電子チャンネリン

グパターン可能．エネルギー分散型元素分析装置搭戴．　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　油圧サーボ型疲労試験機

　鷺宮製作所リサーチ1600型．コンピュータ制御油圧サーボ材料試験機でありCOD制

御，△K制御，△J制御，KIc試験，　Jlc試験等の自動測定が可能．　（堀内，栗林研究室）

質量分析計

分解能約500で化学分析用に使用． （倉谷研究室）

　フーリエ変換赤外分光器

干渉計に計算機を組合せたもので，多重測定が極めて容易で，分解能も優れていること

を特色とする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（倉谷研究室）

レーザ光源

Lumonics　103 （倉谷研究室）

分子流質分析計

試料気体を分子線として質量分布する．分析にはQポールMSを用い，軸流ポンプを
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含む多段差動排気系よりなる．

　性能：質量範囲m／e＝1～500，分解能1a．m．u．，

　　　　分析室真空度2×10－8torr，初段排気速度1，200　1／s． （倉谷，山下研究室）

　アークプラズマ・チェンバ

MPDアークジェットの基礎実験，開発研究及びプラズマルームを用いた電磁流体力学

実験，プラズマ化学実験を行う．チェンバーは1．5mφ×2．5m，背圧10－5　Torr：準定常数

電々源は1ms，2kj．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栗木研究室）

　レーザー推進実験設備

　レーザー推進，レーザー・エネルギー変換，レーザープラズマ化学の実験に用いられる．

出力5JのTEA　CO2レーザー，1Jのルビーレーザーなら成る．　　　　（栗木研究室）

　垂直落下衝撃試験機

　薄肉構造体一般の衝撃・圧壊試験に用いられ，衝撃による破壊のモード，衝撃エネルギ

吸収のメカニズム等の研究に寄与できる．（付属設備：データ処理装置，高速度カメラ）試

験機の大きさ：幅950×奥行1，300×高さ12，300mm

最大落下高：10，000mm

最大衝突速度：14m／sec

供試体最大寸法：幅400×奥行400×高さ500mm

供試体最大重量：50kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三浦研究室）

　数値制御モデル制作装置

種々の構造モデルを計算機制御により自動化して製作する装置で，機械装置（6軸タレ

ット自動工具交換NCフライス）及び数値制御装置（FANUC－3000　C）より構成されてい

る．同時に3軸制御により三次元の任意曲面の加工が可能である．

機械装置：テーブル作業面積1，600×420㎜
　　　　　　　テーブル最大移動距離　左右（X）1，000mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　前後（Y）500㎜

　　　　　　　主軸最大移動距離上下（Z）460mm
　　　　　　　送
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8段変速125～1，500rpm

5．5kw～2．8kw×4p／8　p

位置決め，直線／円弧補間

4軸（同時3軸）

0．001㎜

8単位黒色テープ（EIA　RS227）

EIA　RS244－A又はISO　R840

アブソリュート／インクレメンタル指令

テープ記憶及び編集メモリ

（テープ長：40m）
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（三浦研究室）

　密閉式真空テストスタンド

　真空タンク容積3．5m3，排気装置，22”口径拡散ポンプ，液体窒素冷却面積200　m2，液

体ヘリウム冷起面積8　m2，テスト空間容積1mφ×1m，真空中におけるロケットの点火，

火炎のふるまい，温度変化などを研究するのが目的である．　　　　　　　（長友研究室）

　中形タングステン擬似太陽光源装置

　人工衛星用太陽電池電源の評価を行うため，各パネル以下の段階に分割して，出力はじ

め諸特性，故障，劣化等を調べるもので，500Wのタングステン電球9灯を適当に配列，

厚さ3cmの水フィルタ面から30　cm×30　cmの照射面に均一照度で100　mW／cm2（地上

太陽光強度相当）を実現する．この際パネル冷却用送風装置を併用してパネル面を25～28°

Cの温度範囲に保つ．また出力の角度依存性等のための位置の設定は，専用の回転試験台

（スピン数0．15～1．5Hz可）による．　　　　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　太陽電池試験用スペース・チェンバー

　本装置は，当所において擬似宇宙環境で人工衛星等に使用する太陽電池をはじめ，各種

部品ならびに小形subassemblyの試験を行うことを目的とする．

　650φ×800Lの真空槽で，自由沸騰式のLN冷却系（シュラウド寸法は530φ×600　L）

により，真空度は迅速に10－6Torr以下に達する．また光源は高安定度の目的で定電流方

式を用いた1kwのXeランプより，照射面積120　cm2に140　mW／cm2を照射し得る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　自動容量ブリッジ

　コンデンサ，MIS（Metal・lnsulator－Semiconductor）ダイオードなどの容量とコンダク

タンスを1kHz，10　kHz，100　kHz，1MHzのスポット周波数で短時間に自動的にディジ

タル表示で測定することができる．容量とコンダクタンスの測定範囲はそれぞれ，0．001pF

～1．2μF，0．1nΩ～9．99mΩであって，容量精度は，0．1％コンダクタンス精度は3％，

信品レベルは25mV，測定時間は0．5秒である．　　　　　　　　　　　（後川研究室）

超音速気流総合実験室（60号館）

　目的：航空機・ロケット等に応用される遷音速・超音速・極超音速空気力学の総合的実

験研究を行う．

　特徴：大規模な空気源設備を共通に利用し，ここに貯えた圧縮空気を使って遷音速風

洞・超音速風洞・極超音速風洞その他多種類の実験装置を運転する．

　建屋：鉄筋コンクリート3階建，1階1，507．4m2，2階1，084．3　m2，3階158．6m2，計

2，750．3M2

　空気源装置

　本総合実験室の元締となる部分で，圧力15気圧の大形球形貯気槽，圧力200気圧の貯気

槽およびそれぞれの圧縮機部からなっている．
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　中圧系統：超音速風洞の一次空気及び遷音速風洞・極超音速風洞のエジェクタの空気源

となる．

　圧縮機：気流への油の混入を避けるため3段ねじ圧縮機を使用，1段230kw，2，3段320

kw，空気流量2，740　m3／h．圧力1，2，3段同時運転にて最高17気圧．1段，2，3段およ

び1，2，3段の組合わせにて運転可能．

　乾燥装置：乾燥剤としてシリカゲル使用．出口空気の露点一40℃

　地形貯気槽：直径10m，容積524m3，常用圧力15気圧，殼体材料2H鋼，出口空気温

度を一定に保つため蓄熱体として内部に約12tonの薄鉄板を層状に配列してある．

　調圧装置：出口部に直径400mmおよび200　mmの2個の油圧式調圧弁を設け，使用流

量に応じてこれを使い分け，後部の整流筒圧力を±1％以内に制御する．また，小流量調圧

装置として出口部に直径5インチおよび3インチの2個の空気式調圧弁を設け使用流量に

応じこれらを使い分け，後部の整流筒圧力を±1以内に制御する．

　高圧系統：極超音速風洞の空気源となる．

　圧縮機：往復圧縮機2台，75kw，56　kw各1台．圧力200気圧．

　貯気槽：容量0．4m2堅型ボンベ10本，総容量4m3，常用圧力200気圧，容積4m3多層

巻貯気槽，常用圧力200気圧．

　自由飛行体発射装置

　自由ピストン駆動方式，発射管内径5～20　mm窃，管長750～1500　mm，全長16　m，測定

胴内径500mmφ，測定胴内圧常圧～10－5　Torr可変，飛行体最高到達速度3km／sec．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小口，安部研究室）

　高速バルブ型ショック・チューブ

　自由ピストンを用いた高速バルブの開閉によって衝撃波を発生させる装置，高圧部10気

圧，低圧部長5m，測定部50　mmφ．　　　　　　　　　　　　　　（小口，安部研究室）

　フェペトロン706

　光学的観測用の瞬間光源，12ジュール，発光時間3nsec，ターゲット可変による発光波

長可変．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小口，安部研究室）

　24cm　X　12　cm吸込み式高速風洞

　測定部は24cm×12　cmの短形断面，1．6m変圧風洞を低圧槽として使用する吸込み型，

流量調節及びノズルを使用することにより低亜音速よりマッハ数3までの気流が得られ

る．模型の表面圧力測定及び流れ場の光学観測用．　　　　　　　　（小口，辛島研究室）

　38cm×30　cm誘導式遷音速風洞

　測定部30cm×30　cmの正方形断面，最高マッハ数1．0（模型なし），側壁型（抵抗線歪

計天秤及び棒状抵抗線歪計天秤を備えている．いずれも3分力測定用，亜音速から遷音速

に至る飛行体模型に働く空気力の測定を行なう．　　　　　　（小口，大島辛島研究室）

超音速風洞
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　測定部は40cm　X　40　cmの正方形断面，大型球形貯気槽を空気源とする吹出し型，マッ

ハ数は2，3，4の3種でノズル交換式，持続時間約100秒，流れ場の光学観測，圧力測定

並びに天秤による6分力測定に使用．　　　　　　　　　　　（小口，大島，辛島研究室）

　極超音速風洞

　測定部は20φcmの円形断面，大型球形貯気槽をエジェクター空気源に，200気圧4cm3

の高圧貯気槽を空気源とするfree　jet型，淀点圧力50気圧，淀点温度520°C，マッハ数は

7，8の2種でノズル交換式，流れ場の光学観測，圧力分布測定，並びに天秤による6分力

測定に使用，なお気流温度が高いため熱伝達に関する実験も可能．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小口，大島，辛島研究室）

　8cm×15　cm吹出し式超音速風洞

　測定部は8cm×15　cmの短形断面，大型球形貯気槽を空気源とし，持続時間は20分，

マッハ数2，3の2種でノズル交換式，淀点圧力8気圧，圧力測定，流れ場の光学観測，衝

撃波粘性層干渉測定に使用．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辛島研究室）

　アブレーション厨同

　測定部は直径60φmmの円形断面，自由噴流型，マッハ数5．74，淀点最高温度1200℃，

付属の空気加熱炉はシリコニット発熱体τこよる直熱式，使用電力93kw，炉内温度1500℃，

アブレーションを伴う流れの空気力学的諸物理学やアブレーション率の測定に使用．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辛島研究室）

　成層流路

　幅10cm，深さ40　cm，長さ6mの水路であって，上部と下部の温度差35℃，流速22　cm／

sの流れを作ることが出来る．成層流中の波動伝播の実験に用いられる．　（大島研究室）

1．8mWペース・チェンバー

直径1．8m長さ2．4mの模置円筒型で，内部に液体窒素冷却のシュラウドを備え，また

ソーラー・シミュレーターで照射も出東る．衛星およびその部分の熱真空環境試験に用い

られる．またクライオパネルを附加して，モル・シンクとして作動させ，真空中に噴射さ

れたロケット・プルームの相似試験を行う．

相模原キャンパス飛翔体環境試験棟

科学衛星磁気試験装置

（大島研究室）

人工衛星及びそのコンポーネントの磁気モーメントを測定ならびに調整することを目的

とする試験装置で次の機能を有する：

（1）合成磁気モーメント（永久成分，誘起成分）の測定（被試験体寸法1。5mφ×1．23　mh

以下，被試験体重量300kg以下，検出感度0．05　A・m2，測定磁気モーメント値の±50　A・

m2）

（2）消磁試験（最大消磁界強度500ersted　DC）

（3）弱～強磁界中での人工衛星の各種試験（磁界強度範囲0．01～500ersted）
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（二宮研究室）

　二次元回転磁界発生装置

　地磁気の水平成分を大略打ち消した上で，水平面内で回転速度10～1000rpm，大きさ

0～50restedの回転磁界を発生できる．この範囲の直流磁界を発生することも可．有効範

囲は約lmφ直径の球の内部．人工衛星の磁気姿勢制御系の機能動作試験等に用いられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　微小トルク測定装置

　人工衛星等の被測定物を十字バネで保持し，発生する微小トルクにより生じる回転をオ

ートコリメータにて計測する方法である．トルク測定範囲は50～5000dyne・cm，被測定物

重量は120kg以下．慣性能率の測定にも使用可能．　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　直流B－H曲線測定装置

　磁性材料のB－H曲線を自動的に測定表示できる．硬磁性材料のB・H曲線をも測定でき

るように最大15，000gauss（磁界均一範囲約1000　gaussでは2．8cmφ×5．Ocm　l）の磁束

密度を発生できる磁化器をもそなえている．　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　動釣合試験装置

　衛星および衛星打ち上げ用機体の動釣合試験を目的とした，たて型動釣合試験装置で主

軸に静圧軸受を使用して測定精度の向上がはかられている．試験体は重量，2000kg，直径

1600mmまで可能である．試験回転数は試験体の重心位置により50～350　r．　p．　mの範囲で

可変できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

衝撃試験装置

　ロケットおよび衛星の衝撃試験を目的とした，落下衝撃式試験装置で合成ゴムパットを

4個使用している．試験は最大重量500kgとして50　G（半正弦波）まで可能である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　慣性モーメント測定装置

　衛星の慣性モーメントを測定する装置で，カールシエンク製M－50型である．容量は2

ton．mで直径1400　mmとして高さ2000㎜，重量800　kgまで試験できる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　科学衛星搭載機器管制試験装置

　温度，振動，衝撃，熱真空など各種の環境条件のもとで科学衛星搭載機器の動作試験を

行うためのもので，電源管制盤，コマンド制御盤，チェックアウト盤，受信復調記録装置

などよりなる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

ポッティング用チェンバー

本装置はロケット，衛星搭載用高圧機器の真空中でのポッティング，コンフォーマルコ
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一ティングを目的とした真空槽である．真空槽は810mmφ×750　mmHで，槽内には外部

からの操作によるX－Y方向への移動が可能なテーブル，ポッティング材の脱泡，撹拝を行

う上下，回転可能な電動式撹拝棒2式，資料及び90mmφ～120　mmφのビーカーを保持す

ることの出来る耐真空用トング銃2式をもち，更にヒーター導入端子，熱電対導入端子，

高周波用導入端子などもそなえている．到達真空度は1x10一3　Torr以下，油回転ポンプの

排気速度は950　1／minである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　動作信頼性試験装置

　本装置は蓄電池，太陽電池，その他各種部品の真空中における温度試験ならびに動作信

頼性試験を行うためのもので，シュラウド内を10－5Torr以下の真空度で一40℃～＋100℃

の任意の温度に設定することが可能である．また真空槽内に可動テーブルが設けられてお

り，これより赤外線水平線検出器のシミュレーション実験も行われている．　（林研究室）

　科学衛星姿勢センサ系試験装置

　水平線検出器・太陽センサ・地磁気センサを科学衛星搭載状態のままで動作試験するた

めの装置で，3rpm～3　rps可変の精密回転台と，この周辺に配置された地平線シミュレー

タ（温度制御された黒色の板）や擬似太陽光源（クセノンランプ）などから構成されてい

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　スター光シミュレータ装置

　本装置は，ライトガイドとピンホールを使用してスターチャート上に星野を作成し，人

工衛星などの姿勢制御に使用されるスターセンサの限界等級検出能力，二重量に対する誤

認の有無，光学系のアライメントなどの各種試験に使用できる．

　送信像は一2～＋6等級（1等級毎に可変，±0．5等級の等級精度，等級偏差±20％，等級

安定度±10％，色温度約3，000°K，約6，000°K），ピンホール数は一般星用20個，ダブルス

ター用1組，送信レンプ（Apo　NIKKOR）は有効径127　mm，焦点距離1，780　mm，明る

さF／14である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　姿勢センサ試験用駆動回転装置

　スターセンサー，太陽センサ，水平線センサ等の衛星及びロケット搭載用姿勢センサの

性能確認ならびに飛翔前試験を行うための2軸回転装置であって，一定角度のニューテー

ション運動も併せて模擬発生できるようになっている．

　回転速度（ψ，φ）：0．1～2．OPPM

　ニューテーション角度（θ）：5c以内

　スリップリング：10接点

　搭載重量：20kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　高精度日周運動追尾装置

　本装置は太陽・星等を対象とする姿勢センサの試験および動作チェック等を目的とした

高精度日周運動追尾装置である：

　架台部
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型　　　　式：全周運動微粗動

　精度：周期運動±3．5秒角
追尾誤差：0．93秒角／1時間

被測定物重量：約30kg

本体重量：約15kg
ディジタル表示部

　マイクロコンピュータ処理による赤径，赤緯の表示 （二宮研究室）

　角運動量制御系機能試験装置

　本装置はバイアス角運動姿勢安定化衛星のピッチ軸まわりの姿勢制御系を開発および試

験するための装置で，姿勢制御エレクトロニクス，モーメンタムホイール，ジャイロスコ

ープ，およびサーボテーブルそれぞれとのインタフェース部，中央処理装置部，およびデ

ータ蓄積・表示部から構成される．モーメンタムホイールの動特性測定，ジャイロバッケ

ージの動作特性測定，および上記姿勢制御系の機能および性能試験を行なうことができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　姿勢制御精密試験装置（球形空気軸受型）

　摩擦力などの外乱ができるだけ小さい状態でロケットあるいは人工衛星の姿勢制御系の

試験を行なうことを目的とする試験装置で，被試験体を直径250mmの空気ベアリング上

にとりつけ，前後左右は±30°，鉛直軸まわりは制限なく自由に回転できる．被試験体には

テレメータ装置（30項目）コマンド装置（10項目）を付属させており，また被試験体の姿

勢計測装置がそなわっている．種々の姿勢制御系の応答特性などを測定することができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　三軸モーションシミュレータ装置

　人工衛星，ロケットなど宇宙飛翔物体の姿勢検出系および姿勢制御系の地上試験を高精

度で行なうことを目的とする．インナ軸，ミドル軸，アウタ軸の3軸回りに回転可能なジ

ンバルを有し，被試験体に，任意の姿勢を与えることが可能である．姿勢ダイナミクスは，

ミニコン（MS－140）を用いてリアルタイムで解き，その結果に基づき，コントローラを介

して，上記ジンバルを駆動する．従って，ソフトウエアの改修により，広い範囲の飛翔体

の姿勢ダイナミクスに対応可能である．主な性能は，以下の通りである．

　姿勢分解能：各軸とも，10－4deg

　最大回転範囲：各軸とも無制限

　最大回転レート：インナ軸1000°／s，ミドル軸700°／s，アウタ軸400°Ks

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮・中谷研究室）

振動試験装置

1．加振力3ton，動電型，振動数5～2000　Hz，自動掃引式

2．加振力8ton，動電型，振動数5～2000　Hz，自動掃引式

3．加振力10ton，油圧型，振動数5～300　Hz，自動掃引式 （小野田研究室）
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　振動・衝撃制御装置及び計測データ処理装置

　ミニコンU－300（パナファコム製）を一二台使用して，ランダム振動・衝撃試験の制御及

びデータ集録を行う．またアナログ信号をA／Dとしてミニコンでデータ処理ができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　大型恒温室

　人工衛星や各搭載機器の温度試験を行うためのもので，その主要諸元は以下のとおりで

ある．

1
9
白
0
0
4
5
4
∪
7
6

温度範囲

温度制御精度

温度分布

温度下降時間

温度上昇時間

温度制御方式

試験室内形寸法

一40°C～±80QC

±1℃以内

±2℃以内

RT→－40℃約60分
RT→＋80℃約60分
強制通風熱交換式（RID制御）

W3000×H2600×D3400／m
　除湿には，冷凍機による通常の方法以外に，大型スペースチェンバー附属の液体窒素タ

ンクより気化器を通して窒素ガスを導入することも可能である．なお，この場合の保安を

目的として酸素濃度監視装置を備えている．　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　横型スペースチェンバ

　人工衛星サブシステムおよび宇宙用機器の熱真空環境テストを目的とするもので，主要

諸元は以下のとおりである．

　真空系：容器寸法2．4mφ×4．2mL，36”油拡散ポンプ，10　HPブースタポンプおよび

2Hp回転ポンプ使用，真空度3×10－7　Torr，

　冷却系：シュラウド寸法2mφ×4mL，液体窒素冷却，液体窒素は縦形スペースチェン

バの液体窒素冷却装置より供給される．　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

宇宙環境試験装置（縦形スペースチェンバ）

人工衛星および宇宙用機器の熱真空環境試験を目的とするもので，ターボモレキュラポ

ンプおよびクライオポンプの採用により，油汚染のない高真空が得られる．

容器寸法　4mφ×6．8mH，有効空間3．5mφ×5mH，到達真空度1×108　Torr．以下／

8時間以内，低圧液体窒素貯槽15000　ILN，，中圧液体窒素貯槽8500　ILN，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林・大島研究室）

相模原キャンパス構造機能試験棟

　大型スピンテーブル

　ミューロケットの頭部の開頭，各段の切離し試験など大型ロケットの機能試験をスピン

中に行うことを目的としたもので0．3～7Hzのスピン運動に，傾斜角0～15°で0～1Hz

のプリセッション運動を重量させた試験ができる．テーブル上には分力測定用ロードセル

を装着した試験時の反力の測定ができる．試験体は重量800kgで直径1．Om，重量400　kg

で直径1．6mのものまで試験ができる．

　付属装置として試験体切離し時のつりllげ装置がある．　　　　　　　（小野田研究室）
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　ロケット構造試験用テストスタンド

　M－3SII型級ロケット構造，機能部分の総合試験を主目的として，水平（長さ12m，幅

6m），垂直（高さ8m，幅5m）のL型定盤，油圧ジャッキ，2系統同時駆動の油圧負荷

制御装置，高速度ひずみ・たわみ計測装置（計測点数600点）等で構成され，軸力200ton，

曲げモーメント200ton－mまでの試験が可能である．またこれらの操作およびデータ処理

は小型電子計算機S－3300を使用して行う．　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　ロケット切離し装置

　本装置はロケット各段の切離し試験において上段側を吊上げるために使用するもので，

構造機能試験棟の天井走行クレーン（5ton）に設置されている．駆動源は油圧モータを使

用し，最大吊上げ能力は1．5ton，吊上げ速度は2m／sである．スピンを伴なう試験は大型

スピンテーブルと併用して行う．　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

放射性同位元素実験室（54号館）

　ラジオアイソトープは最近各種の研究に広く利用されるようになったが，その取扱いは

法律によって厳重に規制されていて，各研究室で随時使用することはできない．この実験

室は，所内でアイソトープを利用する実験を行うための共通施設として設置されています．

　54号館地階，総面積126cm2：管理室，汚染検査室，測定室，作業室，暗室，貯臓室，機

械室，廃液稀釈槽より成る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愼野・松岡研究室）

実験設備

　フード，グローブボックス，ガイガーカウンター，シンチレーションカウンター，GMサ

ーベイメーター，シンチレーションサーベイメータ，電離箱サーベイメータ，液体シンチ

レーションスペクトロメータ（堀場製作所LS－551型），排水モニター．

大型計算機室（45号館）

　当所には大型計算機FACOM　M－200が稼動中である．　M－200は主メモリ8MB，外部

メモリ4800MB，磁気テープ装置8台，カードリーダ3台，ラインプリンタ4台等とター

ミナルは約60台が接続されています．

　当計算機の業務は科学衛星のデータ処理，解析，飛しょう体開発，軌道・姿勢計算等の

応用計算と宇宙理学・工学に関する基礎的学問の研究のための計算も行われ，将来の宇宙

開発の基本となる理論計算も行われている．

　計算機の利用は電子計算機運営委員会によって定められた利用規則に従って，研究者自

身のセルフサービスにより行われている．　　　　　　　　　　　　　　　（計算機室）
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6．附属研究施設

a．鹿児島宇宙空間観測所（Kagoshima　Space　Center）

　観測ロケットおよび衛星打上げとその追跡データ取得のため実験場で，昭和37年2月に

開設された．

　観測所は鹿児島の東南岸，内之浦町の太平洋に面した長坪地区にあり，丘稜地を切り開

いて造成された数個の台地で構成されている．S型及びK型ロケット打上げのためのK・

Sセンタと，ラムダ型及びミュー型打上げのためのミューセンタの二つの発射場をもち，

また発射管制のためのコントロールセンタ，観測データ受信記録のためのテレメータセン

タ，ロケットを追跡し飛しょう径路を測定するレーダセンタ，搭載機器の組立調整を行う

各種センタのほか，衛星の整備調整のためのクリーンルームを備えた衛星整備センタ，衛

星の追跡データ取得のための衛星追跡センタ，衛星テレメータセンタ，衛星光学追跡セン

タなど，各種の施設，設備がおかれている．昭和59年度末で，敷地総面積約72ha建物数

68，棟建屋総面積13，920m2，発射したロケットの総機数286機となっている．

　ラムダロケット用ランチャ

　ラムダロケットのつり下げ発射用でブーム長さ21m，重量125　ton，発射点固定式で旋

回，ブーム傭仰などの諸操作は油圧式である．又所要発射角で自動停止するようになって

いる．

　カッパロケット用ランチャ

　カッパ9Mと10型用ランチャで，ディゼルエンジン動力源とした自走式である．ブー

ム長さ12m，全重量約20　ton，傭仰角0～90°，旋回角±15°の範囲まで可能である．

　操作は全て油圧，電動機により行われる．

　S－520型ランチャ

　新規に開発されたS－520型ロケットの打上げ用に新製したもので，ディゼルエンジンを

動力源とした自走式のランチャである．ブーム長さ9．8m，全重量約22　ton，傭仰角0～85°，

旋回角±15°である．操作は全て油圧，電動機により行われる．

　中型ランチャ

　直径110mm以上300　mmまでの中型ロケット発射用で，ブームの長さ9m，油圧駆動

方式である．走行は電動である．

　KS用発射管制装置

　発射管制中央司令卓，タイマ・点火系管制盤，搭載機器管制盤などよりなり作業班間の

連係を保ちつつロケットの発射を安全確実に行なうための司令，応答，操作系統を構成す

る．ロケットセンタにはこれらコントロールセンタ内の装置とし連係して発射地上系の管

制装置が備えられている．

標準時刻発生装置
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JIY標準電波およびロランC電波により較正できる±1×10－11／月のルビジューム発振

器を用いている．これから作られた標準時刻信号は変調分配及び伝送装置により所要の機

器に供給される．

飛行安全監視計算機システム

　ロケット飛しょう中の状況を監視し，必要な措置を迅速に行うために開発されたシステ

ムである．テレメータ，レーダメータ，光学データを取得処理しその飛しょう状況を最も

的確に判断できるような型式で2台のグラフィックディスプレイに表示する．

自動追尾レーダ装置

直径4mのパラボラ・アンテナによりロケットをランチャー上より自動的に追尾し，飛

しょう径路・高度を受信記録する．周波数は1．6GHz帯．送信出力は500　kwである．

　ロケット追尾用Lバンドレーダ装置（3．6mφレーダ装置）

　本装置は，3．6mφパラボラアンテナに5ホーンフロントフィードの3チャンネルモノ

パルス方式の自動追尾レーダである．使用周波数，送信方式は前項，自動追尾レーダ装置

とほぼ同じである．測角精度0．05°rms，測距精度10　rmsである．

　本レーダのデータ処理としてPFU－1500が接続され，　GD表示，その他リアルタイムで

処理されている．

　ミューロケット司令制御用精密レーダ装置

　ミュー型ロットの飛しょう径路の精密標定と誘導制御のため司令を送信しうるレーダで

周波数5．6GHz帯，送信出力1MWである．主アンテナの直径4mφ，別に初期捕捉用と

して直径80cmφアンテナ系を有する捕捉レーダと，光学追跡装置より構成されている．

又データ処理用ミニコンをへて，大型計算機と接続されてオンライン軌道計算を行なって

いる．

ACOSシステム700電子計算機

精密レーダ，4mφレーダ，3．6mφレーダ等のレーダデータ処理および，テレメータデ

ータ処理用としての大型電子計算機であり，追跡サブシステム，保守サブシステム，誘導

サブシステム，飛しょう表示サブシステムの4サブシステムからなる．又ロケット実験時

におけるオンライン処理以外に，バッチ処理計算センターとしてもサービスを行える．

　テレメータ受信用高利得空中線装置

　この空中線装置は，ロケットよりのテレメータ電波（300MHz帯）を受けて，これを受

信装置に供給するものである．その構成は導波器に円板を用いた16素子のアレイよりな

り，利得22dBを有し，到来波の偏波方向により，偏波面を切りかえて用いられるととも

に，逆の偏波面出力を有し，ダイバーシティ受信を可能にしている．

　テレメータ受信空中線

本装置はテレメータ用受信空中線（300MHz帯）で，アンテナ素子，分波器，アンテナ
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架台，およびアンテナ制御装置より構成されている．利得は15dB以上を有し，テレメー

タセンタ屋上に2台設置されている．

　テレメータ受信記録装置

　300MHz帯FM－PM方式2系統ならびにFM／PCM／PM方式の計3系統が設置されて
いる．高利得空中線装置によりロケットからの電波信号を受信記録する．

　SS・FMテレメータ受信記録装置

　主にミュー型などの大型ロケットから送られる振動特性などのような広帯域の信号を受

信するために用いられデータチャネル6を有している．

　高速度データ受信記録装置

　大型ロケットにおける大量のデータを受信・復調記録するもので，方式PCM－PSK，ビ

ット周波数102．4kb／s，8ビット／語のデータ62と，16ビットの同期語でフレームを形成

する．1／4のサブコミュテーション，2，4，8倍のスーパーコミュテーションが可能で，最

大72チャネルまでの伝送，記録ができる．

　テレメータデータ処理装置

　テレメータデータ処理の目的で，ミニコンピュータPFU－1500システムが用いられてい

る．各テレメータ受信記録装置からのデータ取込み（FMデータ24　CH，ハイブリッドテ

レメータPCM部，　PCMデータ）が可能である．さらに姿勢制御関係のデータ表示，テ

レメータ受信入力レベル表示のQL機能を有している．

　コマンド送信装置

　450MHz　l　KWの出力で，大型多段ロケットにおける点火指令ならびに異状飛しょうの

際の保安を目的とした点火の停止，あるいは推力停止などに用いる．

　18mφパラボラ空中線装置

　現在，主として人工衛星の追跡用として使用している．衛星からの400WHz帯ビーコン

信号を受信追尾し，高精度角度データの取得を行うと同時に，400MHz帯並びに130　MHz

帯テレメータ信号を受信して衛星テレメータ受信機へ送っている．

　400MHzトラッキング受信装置

　この装置は主として人工衛星よりのテレメータ信号または，ビーコン波（400～402

MHz）を受けて自動追尾を行い，衛星の方位，仰角を知って軌道算出データとして用いる

とともに，ドップラ周波数検出装置に信号を送る機能を有する．その角度追尾精度は0．1度

である．

　136MHzトラッキング受信装置

　衛星の136MHz電波の捕捉を目的とするもので，交又ダイポール素子の空中線は電波

到来方向に自動追尾し，角度データを取得すると共に，追尾信号を18mφ空中線装置に供
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給する．

　ドップラ追跡受信装置

　136MHz用および400　MHz用の2系統があり，衛星の運動に伴うドップラ周波数の精

密測定を最高2秒に1回まで行う．これは衛星軌道標定のデータとして用いられる．

　S／400MHz帯ダイバシティ受信装置

　本装置は衛星からのS帯（2270～2290MHz）あるいは400　MHz帯の水平一垂直（直

線偏波時）又は，右旋一左旋（円偏波時）を組とする受信波を中間周波数段階において最

適比合成し，主搬送変調信号を検波し，べ一スバンド復調用信号として送出する機能を有

するものである．

　科学衛星データ受信・復調装置

　科学衛星の送信するテレメータ信号を受信，復調および記録するための装置である．136

MHz，および400　MHzの2系統の受信装置は，いずれもダイパシティ方式になっており，

それぞれリアルタイム，およびストアドデータのテレメータ信号の受信復調，記録を行い

うる．

　科学衛星コマンド送信装置

　コマンド符号発生装置と送信装置よりなり，15ビットの循環PN符号によるコマンド符

号を送信する．送信周波数148MHz，出力1kw（最大）である．

　10mφパラボラ空中線装置

　18mφパラボラ空中線装置線と同様に，主として人工衛星追跡に使用している．本装置

は400MHz帯およびS帯およびS帯ビーコン電波の偏波面追尾が可能である．

　プログラムタイマ運用装置

　本装置はプログラムタイマ関係のコマンドをマニュアル／オートの2種類のモードでコ

マンド系装置に送出，テレメータ系装置からプログラムタイマーのアンサーバックデータ

を受け，プログラムタイマの動作モード，CHECKモード時のディレイコマンドデータの

照合，判定した結果，READモード時のディレイコマンドで実行状態をCRTディスプレ

イ，TTYに表示記録する．

　科学衛星中央司令卓

　科学衛星の追跡，データ取得に必要な機器の動作を統一的に管理し運用の管制を行うと

ともに，所要の無線コマンド信号の送出を実施するもので，衛星観測に際しての中枢的役

割を果たすものである．

　科学衛星光学追跡装置

　科学衛星の軌道精密測定を目的とするもので，主体は口径50cm，焦点距離75　cmのシ

ュミット望遠鏡である．架台は4軸方式で，固定法および追尾法の2方法で撮影を行う．
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カメラは70mm×1，200　ftのフィルムを用い，画角は4．2°×14°である．MELDAS　4200を

基本とする数値制御装置が附属，衛星軌道に合せて軸の運動を制御するようになっている．

　姿勢制御系調整試験装置

　スピンテーブル型およびSFAP型姿勢基準部に対応してそれぞれ設置されている．ロケ

ット組込前における単体試験，他搭載機器との問のかみ合せ試験に使用し，ロケット搭載

前の最終単体試験調整を行う．一部は管制装置のモジュール予備機として使用可能として

ある．

　科学衛星搭載機器管制試験装置

　科学衛星の環境試験，あるいは発射試験に際し，ケーブルあるいは電波を介した指令に

よって各搭載機器の電源や較正信号の開閉を行い，さらに衛星からのアンサーバックによ

りその動作状態を表示するもので，コマンド試験系と管制系より成る．

　コマンド試験系は15ビットのPNコードを基本としており，225項目の制御が可能であ

る．変調方式はPSK－AMで搬送周波数は148　MHzである．

　管制系では20項目の衛星搭載機器の電源を制御するほかに前記225項目のコマンド状

況の表示機能もそなえている．

　SJエンジン整備装置

　Mロケット第2段には，M－3　S　2号機以降ヒドラジンを燃料とするサイドジェット（SJ）

装置が搭載され，第2段の推力飛行中はロール制御を，その燃料終了の慣性飛行中は3軸

制御を行う．このヒドラジンエンジンのロケット発射前の調整点検整備を行うことを目的

とする装置である．

　TVC装置整備装置

　Mロケットの第1段，第2段には推力飛行中ピッチ・ヨー方向の姿勢を制御し飛行軌道

を制御するための2次流体噴射推力方向制御（TVC）装置が搭載されてる．これらの装置

のロケット発射前の調整点検整備を行うことを目的とする装置である．

　ヒトラジン供給装置

　整備塔内ランチャ上のロケットのSJ装置に燃料のヒトラジンを供給する装置で，　M管

制室より遠隔操作される．

　SJ・TVC注気注液装置

　整備塔内ランチャ上のロケットのSJ，　TVC装置に，高圧窒素ガス発生装置から供給さ

れる高圧窒素を分配供給することを目的とする装置で，M管制室より遠隔操作される．あ

わせて，専用の供給台車から供給されるTVC用2次流体（フレオン）および作動油を機

体に圧送する機能を持つ．

高圧窒素ガス発生装置

ミューおよびラムダロケットの姿勢制御装置に必要な窒素ガスを製造，供給するための
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設備で，液化窒素貯槽（内容積2900　1），高圧液化窒素ポンプ（吐出量120Nm3／H），蒸発

器，気蓄器（内容積900　1，使用圧力250kg／cm2），操作盤からなる．

保安監視用テレメータ表示装置

　ロケットの加速度やスピンなど，飛しょう状況が正常か否か判断しうるテレメータデー

タをコントロールセンタにおいてえがき出し，異常の際のコマンドのための資料を与える．

　風向風速レーダ装置

気球に吊したコーナリフレクタを自動追跡する9GHzのレーダで，直距離および角度デ

ータから自動的に高度15kmまでの風向風速の分布を算出してグラフとしてえがく．

風向風速塔

　ラムダおよびミュー台地に設置され，高さはそれぞれ50m，80mの塔で地表付近の風向

風速の高度分布をラムダにおいては3層，ミューにおいては5層にわたって測定する．

　発射角修正量計算装置

風向風速塔および風向風速レーダで観測した風のデータよりロケット発射角におよぼす

影響を算出，発射角の修正量を決める．

気象衛星画像受信装置

気象衛星ひまわりの画像を受信し打上準備作業中の局地気象予報に役立てる．

　雷検知予報装置

　ロケット発射作業時の安全性確保の一環として設置されたもので，半径50km程度の雷

発生点を求める．宮原及び気象台地に設置された雷電波の到来方位測定機による方位情報

をリアルタイムで処理し，雷発生地点を求めている．雷雲の位置，移動方向等予測するた

めに使用されている．

電波視準装置

　18mφアンテナ，10mφアンテナ，精密レーダ，2mφおよび4mφレーダの視準そ

の他の調整のため，国見山ほか3か所に視準塔が設けられ，所要の信号発生器およびアン

テナが設置されている．

追跡データ伝送装置

宇宙開発事業団軌道計算センタと鹿児島宇宙空間観測所とを結び，衛星軌道データをセ

ンタから受信，または追跡データをセンタに伝送する．

マリン・レーダ装置

保安の目的で実験場沖海面の船舶を捜索表示する．

無線連絡設備
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SSB　50　Watt固定局，　SSB　10　Watt移動局，海岸局．

ファクシミル装置

天気図の無線模写電送を受信記録する．

lTV装置

作業状況，ロケット発射状況を見る．K，　L用として3台，　M用に7台用いている．

発射司令専用電話装置

ラムダ系30回線，ミュー系90回線．

　光学観測装置

　5箇所の観測室に各種の観測装置が配置されている．おもなものを列挙すると

◎サーボ駆動追跡装置（1式）：動作速度60°／sec，精度20”で35　mmH・S計測カメラ

（10～200f／sec）および各種ITVカメラに超望遠レンズを付け，手動，プログラム駆動が

可能．

◎手動追跡装置（2式）：精度60”で35mmH・S計測カメラ，目盛記録用16　mmカメラ

を連動させ手動追跡する装置．付加設備にR・S用データ出力装置を1式もつ．

　16mm各種H・Sカメラには以下がある．

・プリズム式H・Sカメラ　16HS（500～5，000　f／s）

　　　　　　　　　　　　　STALEXWS・2（250～3，000　f／s）

・かき下し式H・SカメラCinerama　M・600（10～500　f／s）

　　　　　　　　　　　　　Locam　M・51（10～500　f／s）

　ペリスコープ

　ミュー管制室およびチェックアクト室の天井に設置，発射時の監視を行う．観測範囲20

mより無限大，旋回360°，附仰一10°75°，倍率1．5倍，10倍，視界1．5倍にて40°，10倍

にて5．5°ひとみ径5mm．

　門型クレーン

　Mセンタには，ミュー型ロケットの組立，運搬用として，40T°Nクレーンと，全天候型

の30T°Nクレーンの2種類がある．主に40T°Nクレーンは，　M組立室内でロケットの組立

に使用する．30T°Nクレーンは，頭胴部等の組立と整備塔までロケットの運搬作業に使用し

ている．

主な仕様は　30T°Nクレーン：揚程12　m，走行速度1～25　mm／min，巻上機15T°N×2台

　　　　　　40T°Nクレーン：揚程7m，走行速度1～7．5m／min，巻k機10T°N×4台

クレーン車

吊上げ荷重18ton，高所作業ゴンドラが付属している．

60cm反射望遠鏡
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　主としてX線星など特異な星の光学的観測を光電観測および写真観測によって行うこ

とを目的とする口径60cm反射望遠鏡を迅速かつ正確に目的の天体に指向し，日周運動に

従って追尾するためのものである．

　宇宙科学資料センタ

　ロケット，人工衛星，宇宙観測器，実験場設備などの実物，模型あるいは写真を展示し，

広く一般民間の方々に宇宙探究の理解を深めてもらう目的で建設されたものである．

　KSロケット用天蓋開閉式発射保護装置

本装置は鉄筋コンクリート造りで，躯体両脇の作業準備室とからなり，高さ16．6m，長

さ17m，幅17mで，小型および中型観測ロケットの打上げを目的としたものである．な

お本装置の天蓋開口部とランチャとの対応角は，傭仰70°～85°，旋回130°～160°の範囲で発

射が可能となっている．

　ミュー型ロケット発射装置

　本装置は旧発射装置の老巧化，機体の大型化に伴い昭和56年4月に着工し，昭和57年

8月完成した．また，59年度にはM－3SII型用に一部換装された．

　整備塔は，固定式で，高さ43m，幅14．5m，奥行13　m，総重量約800　tonの鉄筋枠組

トラス構造方式で，風速70m／sに耐えるように設計されている．2階から10階にロケッ

トの組立および点検調整作業に必要な固定床および可動床が設けられ，またロケット搬入

のため吊込み扉，ランチャの出入扉，さらに11階には20ton天井走行クレーンが設置さ

れている．

　ランチャは吊下げ傾斜発射ガイドレール方式でブーム，台車，火焔偏向板等で構成され

ている．整備塔内にはランチャブーム系を格納できる構造になっている．発射角度範囲は

傭仰角90°～65°，旋回角N＋85°～N＋180°である．

　M用発射管制装置

　ミューセンタの地下室内に設置され，中央司令卓，タイマ点火系，ランチャ，搭載機器，

制御系，衛星系の各管制盤と電源盤よりなる．整備塔更新を機にこれら大部分の管制盤も

一新された．

台　　車　　類

1．M－23整備台車

長さ11m，幅2．5m，油圧モータ走行

Mの第2段モーターの整備，運搬用．

2．SB台車（2台）

長さ9．4m，幅2m，ディーゼル自走車，自重4．5t．

SBモーターの整備，運搬用．

　3．尾翼・尾翼筒整備台車

150

This document is provided by JAXA.



　全長5．1m，幅2．4m，電気駆動（200　V），自重4．8t

　尾翼・尾翼筒整備．

　誘導制御管制装置

　スピンフリー解析プラットフォーム（SFAP）型姿勢基準部を使用した搭載誘導制御装置

の発射管制に使用する．本搭載装置ではピッチ，ヨー姿勢角を搭載計算機出力として得て

居り，ディジタル化されている．本管制装置はSFAP型誘導制御装置の起動，停止，機能

確認など発射前操作を手落ちなく行うために，32kバイトの記憶容量を持つミニコンピュ

ータを介入させている．これによって操作のブロック化，複雑多岐にわたる監視項目の整

理，ディジタルデータの自動設定検定が順次進められ，操作者はCRTディスプレイ上で

集中監視ができ，負担が軽減された．また，ミニコンピュータソフトウェアの管理運用に

よってシステムの改良に容易に対応できる．

　b．能代ロケット実験場（Noshiro　Testing　Center）

　ロケットの地上燃焼試験場として昭和36年度より開設されたもので，秋田県能代市浜浅

内の広漠たる海岸に面し，ミュー型エンジンまでの地上燃焼試験に必要な諸施設設備（テ

スト・スタンド，準備室，整備塔，第1，第2計測室，高真空燃焼試験装置，器材庫）お

よび10トン級液水エンジンのシステム試験までを実施できる諸設備（液化器，貯槽，テス

トスタンド，ターボポンプ試験設備，極低温実験棟等）を備えている．

　液水エンジンを構成する燃焼室，ターボポンプ，タンク等は器材庫にてエンジンテスト

架台に取付けられた後，レール上を移動してたて型スタンドに組付けられ，実験に応じて

器材の交換可能となっている．固体スタンドも真空槽自体が移動式で，大気圧燃焼実験，

低圧燃焼実験，高真空燃焼実験に使い分けられるように設計されている．

　しかし，昭和58年5月の津波により砂防堤より海側は約1．3mの高さまで冠水し，建

物，設備類に大きな被害を受けたが，現在復旧している．

　高真空燃焼試験装置

　完成時には液体酸素一エタノールを組合せたガス発生機より生成する比較的低温の燃焼

ガスをエジェクタに利用し，高真空燃焼試験を行い得るよう計画されている．その第1段

階として450m3の内容積をもつ可動式真空槽，水槽，クレーン，スタンド上屋，機械室等

が設置され，真空槽を背後に後退させた形での730SBの大気圧地上燃焼実験が既に実施

された．また，拡散筒を付加して簡易排気系統を組み，M－3　B－1，　KM－P等の低圧燃焼実

験も実施した．

転倒台車

　Mロケット初段ブースタの各セグメントの検査，組立用に自走式の転倒台車が設けられ

ている．このものは，15トンクレーン2基を有し，セグメントをつり下げたまま自走して

三角小屋一整備塔間のセグメント移動にも利用されている．

　液水／液酸エンジン燃焼テストスタンド

　推力7～10トン級液水／液酸ロケットエンジンの燃焼試験を行う設備である．試験設備は

既設のTVCループ試験用たて型スタンドの一部を改修して設置した．試験設備は，タン
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クアダプター，推力アダプター，各種ガスの供給および排気系，および計測操作盤から成

っている．タンクアダプターは1000　1の液体水素と400　1の液体酸素を60kg／cm2Gまで

の圧力でエンジン燃焼器に供給でき，推別アダプターは，主推力とヨー，ピッチの横方向

推力が計測できる．

　タンクおよび推力アダプターは，システム試験ステージ試験を実施する時には取外し，

代りにシステム試験用タンクアダプターに置換される．

　運転操作は第2計測室に設置した操作盤と監視盤によって遠隔で行われる．またスタン

ド横には計測用のプリアンプ室が設置されている．

　極低温実験棟

　従来ターボポンプ・ガスジュネレータ試験設備は器材庫で整備の上，たて型スタンドに

行くレール上に引出され屋外で実験に供されて来たが，53年度，実験棟が完成したので屋

内ターボポンプ，ガスジェネレータおよび両者の組合せ試験等が行い得るようにした．中

央の管制室をはさみ，ターボポンプ試験室，大型タンク試験室，準備室が隣接しており，

ターボポンプ試験以外に大型タンクの断熱試験，小型コンポネントの各試験が同棟内で実

施できる．

　7m3液水貯槽

　液水エンジンの試験の進行に伴い，多量の液水を必要とすること，殊に長秒時運転の必

要性等から55年度に容積7m3の貯槽を新設した．従って水素化装置もこれに見合って連

続運転できるように改修した．

　水素液化施設・設備

　液体水素一液体酸素ロケットエンジンの地上燃焼実験を行う目的で，水素液化器301／hr，

95％以上パラ水素，液体水素タンク，ヘリウム圧縮器，水素カードル等が一連の隣接する

建物内に収納され，ほかに液体酸素，液体窒素用タンクも備えられた．現在の所，液体水

素は液体水素タンク（容積7m3）から移送管によりたて型スタンドおよび極低温実験棟ま

で送られ，そこで燃焼実験，ターボポンプ試験等が実施できるように計画され，51年度に

完成した．

　ターボポンプ試験設備

　推力7～10トン級液水／液酸ロケットエンジン用のターボポンプを試験する設備である．

この設備は次のような機能を持っている．（1）ポンプ流体である液体水素および液体酸素の

供給および排液，（2）タービン駆動ガスの供給，（3）ベアリング冷却液の供給，（4）ポンプおよ

び配管系のパージ，（5）ポンプのシールガスの供給

　ガスジェネレータの試験設備

　液水／液酸ターボポンプのタービンを駆動するためのガスジェネレータを試験する設備

である．ターボポンプと組合せ試験が行えるように既設のターボポンプ試験設備に併設し

た．ガスジェネレータには50kg／cm2Gの液体水素および液体酸素を加圧供給でき，7ト

ン級ターボポンプを約25秒間運転できる．
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　本試験設備はターボポンプ試験設備と共に極低温実験棟ターボポンプ試験室に設置し，

計測操作盤は第2計測室に設置した．

　中央データ処理装置

　燃焼実験の際の計測データの較正，集録，リアルタイム表示，後処理を一括して行う装

置で第一計測室に設置されている．プリアンプ出力（最大128ch．）をエンコーダによりデ

ジタル化し，光ファイバケーブルにより処理装置に集録する．この他16chのアナログ入

力も集録可能である．ハードウェア構成は，FACOM　U－1500を中心に40　MBディスク装

置2台，磁気テープ装置1台，キャラクタディスプレイ装置1台，ブラフィックディスプ

レイ装置2台，ハードコピー装置1台，入力用タイプライタ，出力用ラインプリンタ各1

台の他データ入力用インターフェイス装置，較正及び遠隔操作用コントロール装置等から

なる．

　c．三陸大気球観測所（Sanriku　Balloon　Center）

　科学観測用気球の飛揚実験場である．岩手県の太平洋岸，三陸町にあり，昭和45年11月

に起工，46年7月に開所した．リアス式の海岸を見おろす山間地，標高230mの地点に，

長さ150m，幅30mの飛揚台地が作られ，その一端に延床面積331m2のコントロールセ

ンタがある．また，コントロールセンタの南西約700m，標高442　mの台地に面積121　m2

のテレメータセンタが置かれている．コントロールセンタでは放球司令，気球組立，観測

器の組立調整などが行われ，テレメータセンタでは気球の追跡，テレメータ受信，コマン

ド送信などが行われる．昭和57年度には放球司令棟の一部増築が行われた．

　気球用テレメータ受信機復調部および磁気記録器

　気球用FM－FMテレメータ受信機の副搬送波の復調部であり，おもな仕様は次のとおり

である．信号チャネルは2．3KHz，3．OKHz，3．9KHz，5．4KHz，7．35　KHz，10　KHz，

14　．5　KHz，22．OKHz，直線性±1％，クロストーク40　db，磁気記録器の周波数特性50　Hz

～22KHz．

　気球用PCM復調器
　1680MHzの受信器からのビット・レート16　KBPS・PCMシリアル・データを並列デー

タに変換し出力する．同時にD／A変換しアナログ信号として出力する．

　大気球用自動追尾方向探知機

　気球に搭載されたテレメータまたはゾンデなどからの1．680MHz帯の電波を受信し，

気球の方向に自動追尾してその方位角，高度角を記録し，同時にテレメータ信号を受信す

る．直径2mのパラボラアンテナ，パラメトリック増幅器，受信および駆動制御装置なら

びにデータ記録装置よりなる．

　大気球測距記録装置

　連続波方式により気球との直距離を求め，アンテナ角度とを用いて気球位置の追跡，計

算，記録を行う．測距装置は，500Hzおよび5kHzのCW波の往復により，300　kmま
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での距離を300m以内の精度で測定する．

　コマンド送信装置

72．3MHz，出力25　W，指令項目数は15　ch，2系統で，切離し，バラスト投下，その他

気球搭載機器類のコントロール等の指令を行う．

　大気球チェックアウト盤

　気球飛揚にあたって搭載機器類の総合的チェックアウト，飛揚のための準備作業の確認，

浮力の測定などを行い，あわせて放球のための指令を行う．

時刻管制装置

安定度2×10－8／日の標準時刻発生器を備え，信号分配装置により場内の時計を駆動する

とともに，1MHz，10　kHz，1kHz，10　sec，1sec，1minなどの標準信号を供給する．

　大容量ヘリウムガスコンテナ

　気球注入用ヘリウムを150気圧で貯蔵するコンテナで3基ある．常圧換算で各々730m3

貯蔵できる．

　大気球追跡受信装置

　気球から送信される1680MHz帯の電波による気球の追跡を行い，あわせてテレメータ

の受信も行う．また，コマンド送信装置を併用して測距を行い，データ処理装置により，

航跡の計算，表示等を自動的に行う．装置は，直径2mφのパラボラを持つ自動追尾受信

装置，ディジタル測距装置，ミニコンピュータTACC－1200　M，　X－YプロッタWX　745，

ディスク，データ処理入出力装置などからなる．

無停電電源装置

気球観測中の停電に備えるもので，受信センタに設置してある．容量3KVAのサイリス

タインバータ方式の無停電電源と，5KVAのディーゼル発電機からなる．

　B200型ランチャ

　B2。。型クラスの気球の飛揚に用いるランチャである．原理はロール圧着方式で，最大浮

力は750kgである．浮力はダブルレバーを介してロードセルにより測定する．

　ランチャ回転テーブル

　気球放球時にランチャの向きを地上風の風向と合わせる回転台である．直径12mφ，電

動0．3r・p・mで，盤は15トンの荷重に耐えるようになっている．

　大気球移動観測車

　受信，追跡可能範囲を拡大するために製作された．直径1．5mφのパラボラを持つ自動追

尾受信装置，コマンド送信装置，測距装置，航跡計算用計算機およびX・Yプロッタ，デー

ア記録装置，自家発電装置等を積載している．車輌総重量は11tである．
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　B50。型ランチャ

　新たに放球する予定のB5。。用ランチャで，浮力1000　kgまで気球の保持，浮力測定，放

球が可能である．既に完成した従来の中型，大型ランチャと機構的には似た形態をもつも

ので，若干の改良を加えたものである．

　気球のとりつけは従来手動式であったが，すべて電動式となっている．

　放球ローラー車

　「立上げ方式」による気球放球を行うにあたって，気球をローラーで押さえ移動しつつガ

ス注入を行う必要がある．ローラー車はこの機能をもつ車で，ローラーの直径50cm，巾1

m，耐浮力1トンの性能をもっている．総重量約7トンである．

　気象衛星画像処理装置（ESDAS）

　気象衛星からの天気図と受信，テープレコーダーに記録再生を行う．

際の気象判定の資料として使用する．

大気球実験を行う

立上げ放球車

　新しい「立上げ放球方式」の観測器を保持する放球車で，総重量約6．5トン，約1トン

の観測器を6．5mの高さに保持することができる．

　臼田宇宙空間観測所（Usuda　Deep　space　Center）

　長野県南佐久郡臼田町大曲国有材第106林班に設置

　（1）大型アンテナ：直径64mパラボラ，

　鏡面修正カセグレン方式，AZ・EL駆動でプログラム追尾とモノパルス自動追尾機構をも

つ．右旋円偏波と左旋円偏波の切換え可能．S波帯の送受信利得約62　dB．アンテナ雑音温

度22K（天頂指向時，　LNA入力端）

　指向積度0．0027°rms，最大駆動角速度0．5°／sec．

　（2）受信設備：受信周波数2．27～2．30GHz

　システム雑音温度30K（LNA単体8K），最小受信可能レベルー174　dBm（PLL　BW：

3Hzにおいて），テレメトリ信号復調方式PCM／PSK／PM又はPCM／PM，ビタービ符

号（K＝7，R＝1／2）．

　（3）測距設備，測距：シーケンシャルコード方式，ドプラ計測：2路コヒーレント方式

　最大ドプラシフト±30km／s

（4）送信設備：送信周波数：2．11～2．12GHz，送信電力，40　kW．コマンド信号変調方

式：PCM／PSK／PM，サブキャリア周波数：100　Hz～16．4KHz．

　（5）衛星管制系

　MS－1202台による探査機iの状態表示，送出コマンドの編集と実行管理および臼田駒場

間のデータ伝送と遠隔操作．

　（6）局運用管制系

　MS－1202台による探査機軌道予報データに基づく局運用計画の立案と地上機器の制御

と監視，および臼田・駒場間のデータ伝送と遠隔操作．
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　宇宙科学資料解析センター（Space　Date－Analysis　Center）

　宇宙科学資料解析センター（以下，当センターと略記）は，飛翔体による宇宙観測デー

タの解析による研究及びこれと相補的な理論的研究（主として数値実験）を推進すること

を目的としている．これらの研究を，全国の宇宙科学研究者による共同利用研究として効

果的に進めるため，下記の事業を行っている．

　A．宇宙科学データ解析研究の推進

　宇宙における自然現象の理解には，広い分野にわたる多量の観測データの処理が不可欠

である．当センターは，全国共同研究および国際的なデータ交換，収集を通じ，大量デー

タ処理による宇宙科学研究を企画し，推進する．このうち国際的なデータ交換収集事業と

しては，太陽地球系物理学研究の為の国際的なデータセンターとして日本に設置された

WD（＞C：Analysis　Center　for　lnterdisciplinary　Solar　Terrestial　Activity（国際学術連

合ICSUで昭和44年に認定）の業務を担っている．

　B．数値実験・シミュレーションによる宇宙科学研究の推進

　宇宙科学の総合的，定量的な研究のためには，観測データの処理を通じた研究と並んで，

理論面からの研究が必要である．この場合の理論研究には大型計算機を駆使した大量の計

算処理，数値実験といった手段が不可欠なものとなってきている．当センターでは，全国

共同研究による数値実験・シミュレーションの推進に当っている．

A，Bの目的を遂行するため，当センターでは大型計算機の利用支援を公募によって行

っている．その種別は，

（1）飛翔体観測に基く資料総合解析のための各地域大型電算機利用及び

（2）数値シミュレーションのための宇宙科学研M380利用である．
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7．技術部機器開発課　工作班

　工作班は機械工作関係を受持つ工作第一係と，電気・電子関係を受持つ工作第二係（エ

レクトロニクス・ショップ）に大別される．

　両係共所内各研究系からの要望に応じて研究に必要な実験装置や実験用器具類などの設

計・製作・改造・修理などを行うと共に主としてF記の業務を担当している．

　工作第一係

　◎サービス工場として旋盤，フライス盤，カットオフマシンなどを随時使用出来るよう

整備すると共に技術援助を行う．

　◎研究用機器類の設計，試作，改造，修理など種々の相談に応じると共に外注のあっせ

んをする．

　◎工作用工具類や，各種材料類，ボルト，ナット類を数多く常備すると共に各研究室へ

の出庫を行う．

　工作第二係（エレクトロニクス・ショップ）

　◎エレクトロニクス計測室として，シンクロスコープ，ユニバーサルカンウタ，ファン

クションゼネレータ，基準電圧発生器等種々の計測器類の保守，管理を行うと共に各研究

室への貸出しを行う．

　◎研究用エレクトロニクス機器について種々の相談に応じると共にそれらの設計，試作，

修理などを行う．

　◎研究用エレクトロニクス機器に利用度の高い各種半導体（集積回路を含む）類並びに

種々の電子部品，材料類を多数常備すると共に各研究室への出庫を行う．

おもな研究設備

工作第一係

機　　種 メーカー　　型　名 規　　格（能　力）

主軸回転数　　　電動機

高速旋盤 大隅　　　　LS　540 35～1．800rpm，5．5kW（最大540　mmφ，835　mm1）

精密高速小型旋盤 江黒　　　　　GL　120 180～2，600rpm，2．2kW（最大240　mmφ，390　mm1）

タレット型フラでス盤 牧野　　　　KGP 130～2，200rpm，2．2kW（250　mm（前後）×550　mm（左右））

横フライス盤 井h　　　　lH1 45～1．400rpm，2．2kW（200　mm（前後）x550　mm（左右））

工作第「係（エレクトロニクス・ショップ）

測定器名 メーカー 型　名 規　　格（性　能）

標準信号発生器 YHP 8656A 0．1～990MHz， AM／FM，プログラマブル，　HP－IB．

つ7）フシヨンシンセ甘伊二 WAVETEK 178型 1μHz～50　MHz， 50Ω20VP－P，プログラマブル，　HP－IB．

シンクロスコーブ 岩崎通信 SS－6200 DC～200　MHz， 1ns／cm，5mV～5　V／cm，「現象．

メモリースコーフ 岩崎通信 MS一 DC～10MHz， 1μs／cm，5mV～5　V／cm，二現象．

5103B
トランジェントズモリ 11崎エド’1・コ M500T DC～1MHz， 10ビット，1，024ワード，マスタスレーブ方式．

ユニベーサルカ占ンタ Ylip 5328A 0～100MHz， 100ns～1s，1mV～125VDC，8桁．
デジタ・しマ’レチズーク 試III理研 TR　6655 10μV～1，000 V，1mΩ～100　mΩ，　l　nA、IO（l　mA，5桁．

バルスゼネレータ EHリサー一ヂ 139B 1〔田z～50MHz， バルス幅10ns～10　ms，ダブ，し・）Lス．
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8．図　書

　国立大学共同利用機関としての発足4年目に伴い，図書資料等研究情報の整備について

は，我が国における宇宙科学の情報資料センター的な役割を果すべく，旧宇宙航空研究所

の宇宙関係蔵書類に加え，宇宙科学並びにこれに関連する分野の図書・雑誌・レポート等

の情報資料の積極的な収集，組織機能の改善を含めその充実に努め，ひろく宇宙科学関係

研究者の利用に供することにしている．なお，昭和59年12月末現在の蔵書数・学術雑誌

等は次のとおりである．

1　蔵　書　数

　　洋　書

　　和　書

ii新刊雑誌

　　　洋雑誌

　　和雑誌

　92，255冊

72，006冊

20，249冊

1，050種

　421種

　629種

iii外国学術雑誌

　昭和59年12月末現在継続受入中の外国学術雑誌は下記のとおりである．

　　無印：宇宙研図書室購入雑誌

　　　＊：宇宙研研究室購入雑誌

　　　＃：宇宙研図書室寄贈雑誌

　　　゜：境界研図書室購入雑誌

　゜＊　AIAA　Journal．

　°　ASLE　Transactions．

　°　ASCE　Journal　of　Structural　Engineering．

　°ASM　News．
　　　ASM　Translation　Index．

　＊　Acta　Astronautica．

　°Acta　Metallugica．

　°　Acustica．

　　　Advances　in　Physics．

　＊　Advances　in　Space　Research．

　＊Aeronautical　Jouma1．

　°　Aeronautical　Quarterly．

　＊　Air＆Cosmos．

　°American　Ceramic　Society　Bulletin．

　°Die　Angewandte　Makromolekulare　Chemie．

　　　Annalen　der　Physik．

　　　Annales　de　Geophysicae．

　　　Annales　de　Physique．

　　　Annals　of　Nuclear　Energy．

　　　Amals　of　Physics．
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Transactions　of　the　ASME．　Ser．　F　Journal　of　Lubrication　Technology．

Transactions　of　the　ASME，　Ser．　G　Journal　of　Dynamic　Systems，　Measurement

　　Control．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　H　Journal　of　Engineering　Materials　and

　　Technology．

Transactions　of　the　ASME　Ser．　I　Journal　of　Fluids　Engineering．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　J　Journal　of　Pressure　Vessel　Technology．

Transactions　of　the　ASME　Ser．　K　Journal　of　Biomechanical　Engineering．

Transactions　of　the　ASME．　Ser．　L　Journal　of　Mechanical　Design．

Transactions　of　the　ASME　Ser．　M　Journal　of　Energy　Resources　Technology．

Transactions　of　the　ASME　Ser．　N　Journal　of　Solar　Energy　Engineering．

Trends　in　Biochemical　Science．

Tribology　Internationa1．

Umschau　in　Wissenschaft　und　Technik．

VDI　Forschungsheft．

Vacuum．

Vectors．

WMO　Bu11etin．

Wear．

Zeitschrift　fttr　Angewandte　Mathematik　und　Mechanik．

Zeitschrift　ftir　Angewandte　Mathematik　und　Physik．

Zeitschrift　fttr　Flugwissenschaften　und　Weltraumforschung．

Zeitschrift　fur　Naturforschung．　Tei1　A：AEurophysics　Journal．

Zeitschrift　fUr　Physik，　Section　A：Atoms＆Nuclei．

Zpravodaj　Vzlu．
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III教育活動

1．大学院

　国立大学共同利用機関として大学院教育協力実施規則に基づいて教授及び助教授が大学

院学生の研究指導にあたっている．

　なお，本表は本所の教官が東京大学大学院理学系研究科並びに工学系研究科の学生を前

記規則施工前より研究指導を担当していたものを引続き指導しているものである．

　また，前記規則に基づいて受入れた大学院受託学生は，理学系研究科3名，工学系研究

科12名である．

研究科 専攻科目 課程 人員

工学系研究科 航　空　学 修士課程 26

工学系研究科 航　空　学 博士課程 19

工学系研究科 電気工学 修士課程 2

工学系研究科 電気工学 博士課程 1

工学系研究科 電子工学 修士課程 5

工学系研究科 電子工学 博士課程 1

工学系研究科 金属材料学 修士課程 2

工学系研究科 金属材料学 博士課程 1

工学系研究科 反応化学 修士課程 0

工学系研究科 反応化学 博士課程 1

理学系研究科 物　理学 修士課程 9

理学系研究科 物　理学 博士課程 9

理学系研究科 地球物理学 修士課程 1

理学系研究科 地球物理学 博士課程 3

計 80

2．受託研究員

　大学卒業または同程度以上の学力をもつ者に対し，文部省受託研究員制度実施要項に基

づき，民間会社等に勤務する技術者の一層の技術向上をはかることを目的として実施され

ているもので，58年度に受け入れ指導を行ったのは次のとおりである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受託研究員　5名
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IV　研究成果の発表の状況

1．刊行物

　本所の研究成果は，英文で書かれるThe　Institute　of　Space　and　Astronautical　Science

Report（ISAS　Report）ならびに和文で書かれる「宇宙科学研究所報告」として不定期に

刊行される．なお，ISAS　ReportはReport　of　the　lnstitute　of　Space　and　Aeronautical

Science，　University　of　Tokyoのナンバーを継承している．また別にISAS　Research

Noteを印刷配布している．

宇宙科学研究所報告

（1984／1～1984／12）

第17号（1984年2月）森大吉郎，橋元保雄，中田　篤，西田稔夫，福沢　清：M型ロケッ

　　　　　　　　　　ト発射装置

第18号（1984年3月）倉谷健治，橋本保成，小田欣司：噴射器の流量係数について

第19号（1984年3月）西村敏充：深宇宙ミッションにおけるロケット最終段誘導制御方式

　　　　　　　　　　および感度解析プログラム

第20号（1984年11月）森大吉郎：M－3SII型ロケットの新しい技術

第21号（1984年11月）三谷健司：“はくちょう”によるX線パルサーGX　301－2　Cen　X－3

　　　　　　　　　　の観測

第22号（1984年12月）藤井正美：固体飛跡検出器CR－39の感度とエッチング特性の改善

　　　　　　　　　　および宇宙線重粒子観測への応用

第23号（1984年12月）朱近康，西村敏充，野村民也：マヌー一バ運動中の目標の追跡

特集第9号（宇宙観測研究報告）（1984年3月）

　　　　　　　　　　平尾邦雄：序　文

　　　　　　　　　　平山　淳，田中捷雄，浜名茂男，渡辺鉄哉，秋田　享，桜井　隆，

　　　　　　　　　　山口朝三，中桐正夫，西　恵三：ロケットによる太陽の極端紫外二

　　　　　　　　　　次元像の観測

　　　　　　　　　　河島信樹，赤井和憲，村里幸男，佐々木進，宮武貞夫：科学衛星

　　　　　　　　　　JIKIKEN（EXOS－B）の電子ビーム実験

　　　　　　　　　　一磁気圏の計測手段としての有効性一

　　　　　　　　　　小山孝一郎，金子　透，平尾邦雄，奥沢　隆：電波シンチレーショ

　　　　　　　　　　ンの発生頻度および空間スケールに関する統計的研究

　　　　　　　　　　雨宮　宏，小山孝一郎，平尾邦雄：K－9　M－76号機による冬の夜明前

　　　　　　　　　　電離層の熱的電子のエネルギー分布観測

　　　　　　　　　　牧野忠男，山本博聖，関口宏之：S－520－4号機によるIR　Atmo－

　　　　　　　　　　spheric　Band　Dayglowの測定
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　　　　　　　　　　小川　徹，北野正男，藪崎　努：単一スペクトル線光ポンピング磁

　　　　　　　　　　力計

特集第10号（プラズマ発生・検出装置成果報告書）（1984年3月）

　　　　　　　　　　序

　　　　　　　　　　第1章　プラズマ発生・検出装置経緯

　　　　　　　　　　第2章　装置及び計測器の概要

　　　　　　　　　　第3章　共同利用研究年次別共同研究一覧及び研究参加者一覧

　　　　　　　　　　第4章　主要な研究成果

　　　　　　　　　　第5章　研究成果発表

　　　　　　　　　　第6章　大学院教育その他における貢献

　　　　　　　　　　結　語

特集第11号（大気球研究報告）（1984年8月）

　　　　　　　　　　西村　純：序　文

　　　　　　　　　　狛　　豊，太田茂雄，西村　純：リアクションホイルによる姿勢制御

　　　　　　　　　　松坂幸彦，山上隆正，西村　純：大気球搭載用電動昇降機

　　　　　　　　　　並木道義，太田茂雄，秋山弘光，山上隆正，狛　　豊，西村　純，

　　　　　　　　　　広沢春任：大型実験体による無重力実験

　　　　　　　　　　御手洗玄洋，森　滋夫，高林　彰，高木貞治，臼井支朗，西村　純，

　　　　　　　　　　長友信人，並木道義：魚の背光反射行動と小脳活動に対する無重力

　　　　　　　　　　効果

　　　　　　　　　　加藤愛雄，瀬戸正弘，遠山文雄：大気球による三陸沖および日本海

　　　　　　　　　　溝周域の磁気異常の観測

　　　　　　　　　　伊藤富造，久保治也，本田秀之，富永　健，巻出義紘，横畑彰人，

　　　　　　　　　　酒井　均：グラブサンプリング法による成層圏大気微量成分の観測

　　　　　　　　　　中川道夫，桜井敬久，内田正美：Her　X－1の気球観測

　　　　　　　　　　廣本宣久，舞原俊憲，小谷耕平，高見英樹，芝井　広，奥田治之：

　　　　　　　　　　銀河中心部10°×10°領域の近赤外輝度分布と星間ダスト雲の同定

　ISAS　Report
（1984／1～1984／12）

No．609

（February，1984）

No．610

（March，1984）

No．611

（March，1984）

No．612

（May，1984）

Masahisa　Yanagisawa：Derivation　of　Crustal　Magnetic　Anomalies

from　MAGSAT．

Takao　Doi：MPD　Thruster　with　Liquid　Metal　Injection．

Kazuo　Takayanagi：ANumemical　Study　of　Arti丘cial　Electron

Aurora　Experiment．

Masahide　Murakami，　Noriyuki　Nakaniwa，　Hirotaka　Nakai　and

Kiichiro　Uyama：Experimental　Study　on　Porous－plug　Phase　Sepa－

rator　for　Superfluid　He11．
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No．613　　　　　　Takao　Doi，　Seiichi　Yasuda　and　Ryojiro　Akiba：An　Experimenta1

（September，1984）Study　of　Spray　Thruster．

No．614　　　　　Koryo　Miura：Variable　Geometry　Truss　Concept．

（September，1984）

No．　615　　　　　　Seiji　Kawamura，　Nobuki　Kawashima　and　Junichi　Hirao：Drag・

（September，1984）free　Satellite　Simulator．

No．616　　　　　Kohichio　Oykma，　Kazunori　Akai，　Kazuyuki　Nakagawa，　Kunio

（December，1984）Hirao　and　Sinriki　Tei：Development　of　Faraday　Cup　onboard　MS

　　　　　　　　　　　　　　　－T5for　Solar　Wind　Measurement．

The　Institute　of　Space　and　Astronautical　Science　Report　S　P　2

〔Proceedings　of　the　Symposium　on　Mechanics　for　Space　Flight〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（March　1984）

K．Oshima：Preface

H．Honma，　M．　Wada　and　K．　Inomata：Random－Choice　Solutions　for　Two・Dimensional

　　　and　Axisymmetric　Supersonic　Flows．

S．Kuwabara：Numerical　Analysis　of　the　Burst　in　the　Turbulent　Boundary　Layer，

　　　Based　on　the　Three・Dimensional　Vortex　Model

K．Fujii：Elliptic　Grid　Generation　for　Three－Dimensional　Geometries．

N．Izutsu　and　Y．　Oshima：Numerical　Simulation　of　Autorotation．

M．Nishida　and　H．　Kobayashi：Freejet　of　Rotationally　Relaxing　Diatoric　Gases．

K．Teshima：Visualization　for　a　Free　Jet　by　a　Laser　Induced　Fluocescence　Method

　　　and　its　Structure．

K．Etori：Remarks　on　Thermal　Analysis　of　Thin　4He　Films　in　Superfluid　Heat　Pipe．

K．Negishi：ABIowup　Phenomenon　of　the　Working　Fluid　in　Two－phase　Closed

　　　Thermosyphon

AShimizu　and　S．　Yamazaki：An　Experimental　Study　of　Helical　Guide－Type　Rotating

　　　Heat　Pipe．

M．Oshiro，　S．　Takasu，　M．　Kurihara，　K．　Taneda，　T．　Nakamoto　and　H．　Nakayama：The

　　　Heat　Pipe　Heat　Exchanger　with　Controllable　Heat　Exchanging　Area．

1．Honda，　A．　Suzuki，　Y．　Abe　and　S．　Sugihara：Experimental　Study　of　the　Naphtaline

　　　Heat　Pipe．

M．Takaoka，　M．　Mohtai，　M．　Mochizuki　and　K．　Mashiko：Research　and　Development

　　　of　Long　Heat　Pipes　and　Their　Applications．

H．Takagi，　M．　Mortai　and　K．　Kojima：Study　of　Latent　Heat　Storage　System　Used

　　　Heat　Pipes　for　Cooling　Underground　Cables．
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No．244

No．245

No．246

No．247

No．248

No．249

No．250

No．251

No．252

No．253

No．254

No．255

No．256

No．257

No．258

No．259

No．260

No．261

No．262

ISAS　Research　Note

　（1984／1～1984／12）

T．Onaka　et　al．：Rocket　Observations　of　the　Orion　Reflection　Nebulosity　in

130－20nm　and　Scattering　Properies　of　Dust　Grains　in　the　Far－Ultraviolet．

Y．Maejima　et　al：Short・Tern　X・Ray　Variability　of　GX　399－4．

K．Mitani　et　al：Variations　of　the　Pulse　Profile　and　the　X－Ray　Intensity　of

GX　301－2（4U　1223－62）．

K．Miura　and　K．　Suzuki：Design　and　Mechanism　of　a　Deployable　Truss

Structure．

M．Matsuoka　et　al：Delays　of　Optical　Bursts　in　Simultaneous　Optica1．

M6．　Fujii，　J．　Nishimura　and　T．　Kobayashi：Improvements　in　the　Sensitivity

and　the　Etching　Properties　of　CR－39．

T．Yamamoto：Physical　Condition　for　the　Formation　of　Cometary　Nucle　in

the　Primordial　Solar　Nebula．

KMitsuda：X－Ray　Emission　from　Accreting　Low　Mass　Binary　X－Ray

Sources．

Y，Yagi：Experimental　Study　of　Plasma　Current　Sheet　in　the　Quadrupole

Magnetic　Field．

K．Takahashi，　S．　Sasaki　and　K．　Kawashima：Beam　Plasma　Discharge　in

Laboratory　Experiment：The　Dependence　of　Critical　Beam　Current　on

Other　Experimental　Parameters．

N．Kawashima　et　al：Electrorl　Beam　Emission　from　a　Satellite　EXOS・B

（JIKIKEN）as　a　Powerful　Diagnostic　Tool　in　the　Magnetosphere．

T．Obayashi　and　SEPAC　Team：Space　Experiments　with　Particle　Accelera－

tors：SEPAC／SPACELAB－1．

M．Fujii　and　J．　Nishimura：Etched－Track　Kinetics　in　Solid　State　Nuclear

Track　Detectors．

0．Inoue：Vortex　Simulation　of　initially　Forced　Mixing　Layers．

S．Sasaki　et　a1：Rotating　Electrons　Discharge　Model　for　a　Spacecraft

Emitting　a　High　Power　Electron　Beam　in　Space．

S．Sasaki　et　a1：Gas　Ionization　Phenomena　in　SEPAC　SPACELAB－1

Erperiment－SEPAC　Science　PEPORT　No．1－．

S．Sasaki　et　al：Charge　Build－up　of　Orbiter　Measured　in　SEPAC

SPACELAB－1　Experiment－SEPAC　Science　Report　No．2－．

T．Yamamoto：Formation　Environment　of　Cometary　Nuclei　in　the　Primor－

dial　Solar　Nebula．

S．Sasaki　et　a1：Neutralization　Effect　of　a　Plasma　and　Gass　Plume　on　the

Charging　of　Orbiter　in　SEPAC　Spacelab－1　Experiment－SEPAC　Science

Report　No．3－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　173

This document is provided by JAXA.



No．263

No．264

No．265

No．266

No．267

No．268

No．269

No．270

No．271

No．272

No．273

No．274

No．275

T．Obayashi　et　a1：Initial　Results　of　SEPAC　Scient面c　Achievement－

SEPAC　Science　Report　N　o．5－

K．Sadakane：Ultraviolet　Spectroscopic　Observations　of　HD　77581（Vela　X－

1＝4UO900－40）．

S．Sasaki　et　al：Verification　of　the　Critical　Velocity　Ionization　in　SEPAC

Spacelal）1Experinent．

A．Ich㎞ura：ASemiclassical　Approximation　for　the　Massive　Transfer．

M．Nakamura：Development　of　a　Lithium　Ion　Gm　for　Electric　Field

Measurement　in　Space　Plasma（1）

T．Ohnuma：Numerical　Studies　of　Plasma　Waves　Excited　by　a　Modulated

Electron　Beam　in　SEPAC．

S．Sasaki：Ignition　of　Beam　Plasma　Discharge　Observed　in　Spacelab－1

SEPAC／PICPAB　Joint　Experiment－SEPAC　Science　Report　N　o．6－

S．Tsmeta：Heating　and　Acceleration　Processes　in　H　ot　Thermal　and　ImpUl・

sive　Solar　Flares．

M．Shimizu：Detection　of　Molecular　Entities　of　the　Genetic　Code．

M．Fuji：Thermosetting　Resins　for　Nuclear　Track　Detection．

Y．Tanaka：The　Tenma　M　ission．　　　　　　　　　’
0．Inoue，　K．　Ashida　and　H．　Oguchi：Simulation　of　a　f【ow　past　a　porolls　plate．

H．Inoue：Tenma　Observations　of　Bright　Binary　X・Ray　Sources．
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2． 所外の学術雑誌などに発表のもの

Y．Maejima，　K．　Makishima，　M．　Matsuoka，　Y．　Ogawara，　M．　Oda，　Y．　Tawara　and　K．

　　　Doi：Short－term　X－ray　variability　of　GX　339－4，　Astrophys．　J．，285，（1984），712

Y．Tawara，　T．　Kii，　S．　Hayakawa，　H．　Kunieda，　K．　Masai，　F．　Nagase，　H．　Inoue，　K．

　　　Koyama，　F．　Makino，　K．　Makishima，　M．　Matsuoka，　T．　Murakami，　M．　Oda，　Y．

　　　Ogawara，　T．　Ohashi，　N．　Shibazaki，　Y．　Tanaka，　S．　Miyamoto，　H．　Tsunemi，　K．

　　　Yamashita　and　I．　Kondo：Avery　Iong　X－ray　burst　with　a　precursor　from　XB1715－

　　　321，Astrophys．　J．　Lett．276，（1984），L41

F．Nagase，　S．　Hayakawa，　H．　Kunieda，　N．　Sato，　Y．　Tawara，　H．　Inoue，　K．　Koyama，　F．

　　　Makino，　K．　Makishima，　M．　Matsuoka，　T．　Murakami，　M．　Oda，　Y．　Ogawara，　T．

　　　Ohashi，　N．　Shibazaki，　Y．　Tanaka，　S．　Miyamoto，　H．　Tsunemi，　K．　Yamashita　and　I．

　　　Kondo：Secular　variation　and　short　term　fluctuation　of　the　pulse　period　of　Vela　X

　　　－1，Astrophys．　J．280，（1984），259

K．Mitani，　M．　Matsuoka，　K．　Makishima　and　H．　Inoue：Variations　of　the　pulse　pro丘1e

　　　and　the　X－ray　intensity　of　GX301－2，　Astrophys．　Space　Sci．103，（1984），345

M．Matsuoka，　K．　Mitsuda，　T．　Ohashi，　H．　Inoue，　K．　Koyama，　F．　Makino，　K．　Makishima，

　　　T．Murakami，　M．　Oda，　Y．　Ogawara，　N．　Shibazaki，　Y．　Tanaka，　K．　Tsuno，　S．

　　　Miyamoto，　H．　Tsunemi，　K．　Yamashita，　S．　Hayakawa，　H．　Kunieda，　K．　Masai，　F．

　　　Nagase，　Y．　Tawara，1．　Kondo，　L．　Cominsky，　J．　G．　Jernigan，　A．　Lawrence，　W．　H．　G．

　　　Lewin，　H．　Pedersen，　C．　Motch　and　J．　van　Pradijs：Delays　of　optical　bursts　in

　　　simultaneous　optical　and　X－ray　observations　of　MXB　1636－53，　Astrophys．　J．

　　　283（1984）774

M．Matsuoka：Recent　results　obtained　with　the　X－ray　astronomy　satellite“Tenma”，

　　　Proceedings　of　the　14th　Intern．　Symp．　on　Space　Technology　and　Science　Tokyo，

　　　　（1984），1503－1516

E．M．　Leibowitz，　J．　C．　Kemp，　K．　Takagishi，　J．　Jugaku　and　M．　Matsuoka：Optical　broad

　　　band　photometric　characteristics　of　SS　433，　Mon．　Not．　R．　astr．　Soc　206（1984）

　　　751

M．Matsuoka：Characteristics　of　X－ray　spectra　from　galactic　and　extra－galactic　X－

　　　ray　sources，　Proceeding　of“X－ray　and　UV　emission　from　active　galactic　nuclei”

　　　MPI，　Garching　bei　Muenchen，（1984），96－99
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